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俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している５








春日部タケル





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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今までの「のうコメ」










　なんか三人とも奏かなでに惚ほれたけど、本人は気付いてない。爆ばく発はつしろ。







　第一章　マグナムとエロポーズとディープキス
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　　　　１




「奏かなでさん。はい、どーぞです」

「あ、ああ……」

　俺の目の前には今、ほかほかの朝食が並んでいる。

　その内訳は、湯気の立ち上る具だくさんの味み噌そ汁しる、表面の光こう沢たくが鮮あざやかな鰤ぶりの照り焼き、食しよく欲よくをそそる香かおりを放つ豚ぶたの生しよう姜が焼やき、色しき彩さい豊かな野菜がちりばめられ、見た目にも楽しい和風サラダ、と、大分気合いの入ったものだった。

　で、これらの品々を作ったのは俺じゃない。いつも通りの時間に起きて、リビングに降りてきた時にはすでにテーブルに並べられていた。

　今現在、甘あま草くさ家で生活しているのは二人……という事は、自おのずと答えは導き出される訳で──

「もう一回聞くけど……これ、お前が作ったんだよな？」

「はい、そーですよっ」

　満面の笑えみで頷うなずくショコラ……たしか以前にもこんな事はあった。頭をぶつけたショコラが急に豹ひよう変へんし、完かん璧ぺきに家事をこなす別人のようになった事が。

　しかしあの時とは状じよう況きようが違ちがう。今のショコラはいつものゆるゆるふわふわのままだ。

　あのショコラが──ごろごろして食っちゃ寝ねするだけだった腐くされニートのあのショコラが──消費するのみで、生産という言葉からは縁えん遠どおかったあのショコラが──これだけの朝食を作りあげたという事に、驚おどろきを禁じ得ない。

　ここでちょっと状況を整理しよう。

　発ほつ端たんは昨日の夜に行われたコスプレコンパ。その最後のあたりからショコラの様子がおかしくなった。

　いきなり『自分の事を女の子として好きになってくれ』などと言い出し、家に帰ってきてからも、いつも以上にベタベタとひっついてきた。

　そして、その口から発せられた、『俺が絶対選せん択たく肢しを手放す方法』──それは、にわかには信じがたい……というか、理解しがたいものだった。

　もう少し詳くわしい状況を問い質ただしたかったが、ショコラの話はいまいち要領を得ず、時間が遅おそかった事もあって、とりあえず質問は翌日に保留する事にして、そのまま寝てしまった。

　そして朝起きて、リビングに入ってきたら、すでにこの朝食ができあがっていたという訳だ。

　改めて目の前のテーブルを見み据すえる。見た目も完璧に近いレベルだし、立ち上ってくる香りは、腹の虫を強きよう烈れつに刺し激げきしている。

　すぐに口をつけてみたいのは山々だが、まずは状況の確かく認にんをする事にしよう。

「ショコラ、ちょっと座ってくれ」

「はいっ」

　エプロン姿で立っていたショコラは、元気に返事をする。

「……おい、どこに座ってんだ」

「奏さんのお膝ひざのうえですっ」

「……いや、そういう事を聞いてるわけじゃなくてだな──」

「あ、こっちの方がきもちよさそーですっ」
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　俺の言葉を遮さえぎったショコラは、そのまま膝の上で回転して、抱だきつくような形になった。

「えへへ」

　俺の胸に顔を擦こすりつけてくる。なんだこれ、いい匂においがす──いやいや、違うだろ。

「……ショコラ、あっちに座れ」

「えー、ここじゃだめですか？」

　上うわ目め遣づかいを向けてくるショコラ。

　う……

「……駄だ目めだ」

　おもわず認めてしまいそうになったが、なんとか理性を発動させ、テーブルの反対側に向かわせる。

「ざんねんです……」

　しょんぼりしながら席に着いたショコラ。

　気持ちを落ち着かせる為ために、ちょっと咳せき払ばらいしてから本題に入る。

「ごほん……まず、だ。お前、ほんとに記き憶おくが戻もどったのか？」

　昨日の本人の言によると、コスプレコンパのイベントがきっかけになって、今まで失っていたものの一部が回復したという事だったけど……

「はい、大事なところはおもいだしましたっ」

　自信満々に胸を張るショコラ。以前みたいに性格が根本から豹変しているわけじゃないんで、いまいち実感が湧わかないけど……とにかく改めて内容を確認してみよう。

「じゃあ俺の『呪のろい』を解消する方法、もう一回教えてもらっていいか？」

　ショコラは、にこにこしながら声を張り上げる。

「はいっ。奏さんが『呪い』を手放す為の方法は、『誰だれかに恋こいをする事』ですっ」

「……なんで？」

「よくわかりませんっ」

「分からない割には自信満々だな……」

「はい、りゆうはわからなくても、そのじょうけんは間ま違ちがいありませんっ！　ばっちりおもいだしました。わたしは、奏さんがだれかをすきになるお手伝いをするために、このせかいにやってきたんですっ」

　意味が全く分からない。脳内に降ってきている選択肢と、俺が恋れん愛あいをする事に、何の関係があるっていうんだ？

　そもそもの前提として、俺は絶対選択肢のせいで恋愛ができないんであって、それをどうにかしろってのは因果関係が逆転して──

「……あれ？」

「奏さん、どーしたんですか？」

　なんだ？　今、何かが頭に引っかかったような──

　しかし、その微かすかな違い和わ感かんは一いつ瞬しゆんにして消え去ってしまった。

　なんだったんだ？……いや、今はそんなのを気にしてるよりも、ショコラに話を聞くのが先だな。

「いや、なんでもない。まあ百歩譲ゆずって、俺が誰かを好きになるという条件がほんとだとし──おい……なにやってんだ」

　対面にいたはずのショコラは、いつの間にか、再び俺の膝の上に腰こし掛かけていた。

「ですから、わたしをすきになってくださいっ」

　そのまま、顔を真上に向けるショコラ。

「う……」

　危あやうく顔と顔がくっつきそうになる。

「なんでそうなるんだ……」

　頭を摑つかんで、強制的にショコラの顔を引き離はなす。

　ショコラはちょっと不満そうにしながら立ち上がって、俺の目を見据えた。

「だって、奏さんがだれかをすきになれば、呪いがなくなるんですよ？　いっせきにちょうじゃないですか」

「いや、だからなんでお前を──」

「わたしが奏さんをだいすきだからですっ」

　はっきりと言い切るショコラ。

「そうは言ってもお前……好きってどういう事か分かってるのか？」

「はいっ。きのう、はっきりと気がつきました。わたしはおんなのことして、奏さんのことがすきなんですっ」

「うっ……」

　一点の曇くもりもないその瞳ひとみにたじろいでしまう俺。

　女の子として、か……たしかに思い当たる節はある。

　昨日のコスプレコンパで俺が、謳おう歌かとふらのにキスしようとした時、ショコラは俺の事を一時的に嫌きらいになった、と言っていた。

　あの時は何が何やら分からなかったが、この状況を加味して考えてみると……あれはひょっとして、嫉しつ妬とだったのかもしれない。

「…………」

　ショコラの顔を改めて見つめる。今までは完全にペット扱あつかいしてたけど……『女の子』が目の前にいると考えると……

「奏さん？　どーしましたか？」

　固まってしまった俺に、首をかしげるショコラ。

「い、いや、なんでもない……」

「そーですか。あ、せっかくのごはんがさめちゃいますから、とりあえずたべましょうか」

「あ、ああ、そうだな」

　ここは少し、気分を落ち着けた方がいいだろう。

「さて、じゃあいただくか」

「はい、どーぞっ」

　ショコラの満面の笑みを受けながら、手を伸のばす。

　まずは味噌汁から。立ち上る味噌の香りを堪たん能のうしながら、口をつける。

「うっ……」

　俺からまず出てきたリアクションは、呻うめきだった。な、なんだこれ……

　微び妙みよう……一言でいえば微妙だった。

　マンガでよくあるみたいに、吹ふき出したり悶もん絶ぜつしたりというレベルじゃない。食べられない程酷ひどいという訳ではないけど、決してうまくは無い。

　なんか、最近読んだラノベでもそんなのがあったような気が……いや、あれは普ふ通つうにマズいのか。

「わたしもいただきますっ」

　どうコメントしたもんかと迷っているうちに、ショコラもその味み噌そ汁しるに口をつけた。

「あれ？　あんまりおいしくありません……」

　幸いにも、本人もそれを認識できたようだった。

　しかし、見た目はうまそうで、香かおりも上々の味噌汁なのに、なんでこんなに微妙な味になってるんだろうか。

「お前これ、何で味付けしたんだ？」

　ショコラは、唇くちびるに人差し指をあてながら答える。

「えーっと、おさとうと、おしょうゆと、しおと、ばたーと、とうばんじゃんと、ジャムと、オリーブオイルと、すき焼きのタレと、生クリームと、こしょうと、青あお汁じると、はちみつと、オリーブオイルと、ほもソースですっ」

「入れすぎってレベルじゃねーぞ！　オリーブオイル二回ってどこのも○みちだ！　なんか最後に変なの聞こえましたけど⁉　ってか味噌入ってねーのかよ‼」

　……駄目だ、ツッコミ所が多すぎる。とりあえず一番気になった単語を確認しなくては。

「おい、ホモソースってなんだよホモソースって……」

「あ、もほソースのまちがいでした」

「余計意味分かんなくなった⁉」

　と、思いつつ、スマホでググってみたら『モホソース』で引っかかった……あんのかよ。

　しかしこの味噌汁の何がすごいって、それだけぶち込んでいるのに、味が微妙にマズいというレベルで留とどまっている事だ。しかも見た目と香りは完全に普通の味噌汁という……信じられるか？……これ、味噌入ってないんだぜ。

「ま、まあ、他ほかのも食べてみるか」

「あ、そーですねっ」

　多大なる不安感と共に、鰤ぶりの照り焼きに手を伸ばす。

「うっ……」

　俺のその呻きが、全すべてを物語っていた。

　微妙……またしても絶妙に微妙。

「……お前これ、タレに何入れた？」

「オリーブオイルと、オリーブオイルと、オリーブオイルです」

「なんで三回言ったし！」

　いやいや、オリーブオイルだけだったら、ここまで妙みような味になるはずが無い。鰤には非常にいい感じの焼き色がついているし、少なくとも他に調味料が含ふくまれてるはずだ。

「まだなんか入ってるよな？」

　また何か俺の知らない調味料だろうか。ホモソ……いや、モホソースみたいな。

「あ、よく分かりましたね、げい油ゆです」

「ゲイ油⁉」

「はい、くじらさんのあぶらです、鯨げい油ゆ」

「この流れで言うと紛まぎらわしいわ！」

　でも鯨油とオリーブオイルでこんな焼き色つかないだろうし、他にもまだ何か入ってそうだけど……もういいや、次にいこう、次。

「生しよう姜が焼やきか……」

　まあ前の二品がこれでは、まともな味が期待できるはずもなく──

「一応聞くけど……これ、何入れた？」

　ショコラは、嬉うれしそうに見慣れない小こ瓶びんを取り出した。

「オリーブオイルと、この小しよう蛾がエキスですっ！」

「おえええええっ！」

　そして、これにも生姜は入っていなかった……しかし、なぜか匂においは完全に生姜焼き……世界は不思議で満みち溢あふれている。

　そして、最後の和風サラダ。

「……えっと、このドレッシングには何が？」

「オリーブオイルと、もこ○ちエキスですっ！」

「なんか体液入ってるみたいじゃねえか！」

　……結論、全て微妙。以上。

「なんででしょう？　奏さんのりょうりは、あんなにおいしいのに……」

　本人も自覚しているらしく、しょぼん、と肩かたを落とすショコラ。まあ家庭料理なんてのはセンスよりも場数を踏ふんでなんぼの所があるからな。

　俺も自分で作り始めた頃ころは、とても食べられたもんじゃなかったし、見た目もぐちゃぐちゃだった。ほぼ初めてに近い状態で、このレベルのビジュアルのものを作れるんなら、上出来の部類だろう。

　というか、その材料で、この本物レベルの見た目と香りを出せと言われても俺にはできない。

「まあある意味、すごいとは思うけどな……」

　とはいっても、目の前の料理に食が進まない事に変わりは無い。箸はしが止まってしまったのを見て、ショコラは俺の前の食器を手に取ろうとした。

「これ、わたしがたべます」

　それを、手で制する俺。

「いや、俺が食べる」

　いくらショコラとはいえ、女の子が俺の為ために作ってくれたものを残す訳にはいかない。

「うむう……」

　唸うなりながら、なんとか口を動かしていく。いや、味は極きよく端たんにマズいわけじゃなくて、あくまで微妙なんで、我が慢まんしなきゃ食べられない程ほどじゃないんだけど、入ってるものが特とく殊しゆすぎるから精神的にな……

　俺は、モホソースと、鯨油と、小蛾エキスと、もこ○ちエキスの入った料理を少しずつ咀そ嚼しやくしていった。




　そして十数分後。

「……ごちそーさん」

　な、なんとか食べきった。

　ショコラは空になった皿をみつめて満面の笑えみを浮うかべた。

「ありがとうございますっ」

　……まあこの笑顔を見られただけでも、頑がん張ばって食べた甲か斐いはあっただろう。

「さてと、じゃあ洗い物は俺がやるか」

「あ、いいです、わたしがしますっ」

　止める間も無く、空になった食器をお盆ぼんに載のせて、キッチンへと運んでいった。

「ふんふん～」

　再びエプロンを着用したショコラはごきげんな感じで食器を洗い始めるが、その手つきは非常に荒あらっぽかった。

「あ、そんなに強く擦こすらなくても……」

「え、なんですかー？」

「お、おい、ちゃんと見ながら洗ってくれっ！」

　そのままガチャガチャと雑な感じで洗い物を続けていく。食器同士が、ショコラの馬ば鹿か力ぢからによって結構な勢いでぶつかっているのに、全く割れないというミラクル。

「あれ？　あんまりよごれが落ちないですねー」

　首をかしげるショコラ……いや、そりゃ落ちないよ。だってお前、皿で皿洗ってんだもの。

「もっとせんざいをたしましょう」

「いや、そういう問題じゃ……おまっ、それつけすぎ……」

　ショコラが大量に投入した洗せん剤ざいによって、シンクが、モコモコの泡あわで満たされていく。その泡に塗まみれて食器が全然見えなくなる。ショコラはそれでもおかまい無しに、手て探さぐりでガチャガチャとぶつけ始めた……な、なぜこれで割れない？




　……そして数分後。

「かんりょーしましたっ」

　なんとか皿類は無事だったものの、ぱっと見ただけでも、まだまだ汚よごれが取れていない部分が散見されるし、洗剤も全然落ちていない……後でやりなおしておこう。

「あ、洗せん濯たく機き回すの忘れてた」

　いつもなら起きてから朝食の間までにスイッチを入れるんだけど、今日はショコラが料理を作っていたという衝しよう撃げきのせいで、すっかり忘れていた。

　ショコラが傍そばに寄ってきて、嬉しそうに言う。

「あ、おせんたくでしたら、奏さんがねている間にやっておきましたっ」

「やっておいたって……もう干してあるって事か？」

「はいっ」

　嫌いやな予感を胸に抱いだきながら、ショコラと一いつ緒しよにベランダに行ってみる。

「うっ……」

　それは一言で表すなら『ぐちゃあ』って感じだった。おそらくは、取り出してそのまま物干し竿ざおにひっかけただけなんだろう。

　しかも、今日は午後から雨の予報だから、水分が抜ぬけやすい素材のものだけ洗って、乾かん燥そう機能で乾かわかす予定だったんだけどな……

「いや、これは……」

「な、なにかだめでしたか？」

　……不安そうなその上うわ目め遣づかいを見たら、何も言えなくなってしまった。

「……まあ、初めてでこれなら上出来じゃないか」

「よかったですっ」

　一転、笑顔になるショコラ。後で本人に気付かれないように取り込んで、明日やりなおせばいいか。

「どーですか？　わたし、奏さんの為にがんばりましたっ」

　物欲しそうに見上げてくるショコラ。その様は、完全にご褒ほう美びをねだる犬。

　……うずっ。

「よく頑張ったな」

　半ば反射的に、その頭を撫なでる俺。

「えへへ」

　顔を綻ほころばせるショコラ。

「わたしのこと、好きになりました？」

「……え？」

　そのまま、ぴと、と体をくっつけてくるショコラ。

「わたし、家事もかんぺきにこなせますし、いいおくさんになりますよっ」

「いや……」

　言葉をつまらせる俺。どこが完かん璧ぺきだというツッコミは置いておくとしても、奥さんってお前……話が飛びすぎだろう。

「あ、そーいえば、もう一個やっておいた事がありました」

　何かを思い出したようで、ぽん、と手を打つショコラ。

「もう一個？」

「はい、奏さんが寝ねているあいだに、おへやにしんにゅうして、ベッドの下にあった大量の肌はだ色いろの本をせいりしておきました」

「お前勝手に何しくさってんだ⁉」

「ごじゅうおん順にならべたんですけど、最初にあった『愛・ああ～んマン』ってどういうヒーローですか？」

「お前は知らなくていい！」

　ちなみにその内容は、全身タイツのオッサンが、女王様に全身の至る所をムチで叩たたかれ、ひたすら『ああ～ん』を連呼するというもの……何でこんなの買ったんだ、俺。

「次にあった『アヘ顔ダブルピース×24～その名もＡエーゲーＧピーフオＰーテイー[image: 48]エイト～』ってどんなアイドルですか？」

「だからお前は知らなくていい！」

「その次の『インゲン・オブ・ジョイトイの野菜プレ──』」

「もう勘かん弁べんしてもらえませんかね！」

　あのですね、たまたま『あ』と『い』の所に特殊なものが集中しただけで、別に俺の趣しゆ味みが全部そういうもんな訳じゃないですよ……って、誰だれに言い訳してんだ、俺。

「ところで奏さん……」

「な、何だ？」

「奏さんって、ああいうのがすきなんですか？」

「あ、ああいうのって？」

「おっぱいぼいーんのやつです」

「ぶっ！」

「全体的に、おっぱいがおおきいやつがおおかったです……どーなんですか？」

「ま、まあ……なんというかだな、その……」

　俺は別に極度のおっぱい星人ってわけじゃないけど、おっぱいは嫌きらいじゃない。ホモが嫌いな女子がいないように、おっぱいが嫌いな男子なんていない。

「むう……」

　口ごもる俺に対して、何かを考え込むショコラ。

　そして僅わずかな沈ちん黙もくの後、

「わたし、おっぱいおおきいですよっ」

「ぶっ‼」

「つまり、おおきいおっぱいがすきな奏さんは、わたしの事がすきだという事ですねっ」

　……なんだその論理の飛ひ躍やくは。

「ショコラ、ちょっと落ちつい……っておいっ！」

　今まで以上に体を密着させてくるショコラ。おっぱい当たりすぎて潰つぶれてますけど……

「わたしは……奏さんにわたしのことを好きになってもらいたいんですっ」

「いや、ちょっと待てって……」

「わたし、奏さんとからだをくっつけてると、胸がどきどきしますっ」

「うっ……」

　甘い吐と息いきが首筋にかかる。

「ストップ！　ちょっとストップ！」

　駄だ目めだ……これは駄目だ。慌あわててショコラから距きよ離りを置く。

「おかしいです。奏さんの頭の中は『九十九パーセントの性せい欲よくと一パーセントの性欲』のはずなんですが……」

「全部じゃねえか！　お前どこでそんな言葉おぼえてきたんだ！」

「まえにふらのさんが言ってました」

「あいつ何言ってんだ！」

「そしてそれを、みんなに言いふらしていました」

「もう死んでしまえばいいのに！」

　……まあ性せい欲よく云うん々ぬんは置いておくとして、十六歳男子にとって、この状態が精神衛生上、あまりよろしくないのは事実だ。

　金きん髪ぱつ美少女と一つ屋根の下で二人っきり……そこだけ聞いていると、爆ばく発はつしろと言いたくなるようなシチュエーションだな。

「……ん？」

　そこで、ふと。

　俺の頭を疑問がよぎる。

　何か……おかしくないか？

　ショコラはビジュアルは抜ばつ群ぐんにかわいいし、性格が残念な部分はあるが、そこが愛あい嬌きようになっていると言えない事もない。

　客観的に見れば、十分魅み力りよく的な女の子とも言えるだろう。事実、最近学校でも男子に人気が出てきてるらしいし。

　しかし、なぜだか俺はショコラに恋れん愛あい対象としての魅力を一いつ切さい感じない。

　勿もち論ろん、さっきみたいに密着されたりすると、生理現象としてドキドキしたり、顔が赤くなったりはするけど、それがどこか他人ひと事ごとのように感じられて、恋愛に発展するような気配が一切感じられない……

　ペット属性や、両親がいない間、家を預かっているという俺の理性を差し引いても、ショコラにここまで女性としての魅力を感じない、というのは何か不自然じゃないだろうか。

　そこまで思い至った所で、別の疑問が浮うかんでくる。

　──俺が魅力を感じないのは、ショコラに限った事か？

　マンモス校であるうちの高校には、表ランキングと称しようされる美少女達や、そこに入れないまでも、魅力的な女の子達が山やま程ほどいる。

　俺は、そんな子達に対して、一度でも本気で付き合いたいと思ったことがあるか？……ない。

　でもそれは、絶対選せん択たく肢しのせいだよな。あんなもんが脳内に蔓延はびこってる状態じゃ、恋愛なんて……

　そこでまた、別の疑問が浮ふ上じようしてくる。

　──じゃあ、それ以前は？

　俺に絶対選択肢という名の呪のろいが課せられたのは、一年と数ヶ月前。高校入学を目前に控ひかえた時期の事。

　じゃあ、中学時代は？

　自分で言うのもなんだが、俺は相当モテていた。日常茶さ飯はん事じとまではいかないまでも、告白やラブレターなんてのはそう珍めずらしい事じゃなかった。

　しかし、それに対する俺の返答は全すべてノーだった。それは何故なぜだ？　そう、憶おぼえている。中一の頃ころはまだ恋愛っていう概がい念ねんが理解できていなかった。ませた女の子達が何人か告白してくれたんだけど、正直、全然意味が分からなかったんで、ごめんなさいした。

　流石さすがに中三の頃は、そういう事は理解できていたけど──全て断っていた。それは何故だ？……分からない。あの頃の俺は、なんで女の子達の告白を断っていた？

　何か、その原因となるような出来事が──

「っ！」

　そこで不意に、強きよう烈れつな頭痛が襲おそってきた。

　な、なんだこれ？……選択肢に急せかされる時に襲ってくるいつものやつとは、また別種の痛みだった。

「く……」

　頭をおさえつつ、壁かべに手をついて体を支える。

　その様子を見たショコラが、心配そうに声をかけてきた。

「だいじょーぶですか、奏さん？」

「ああ……平気だ」

　く……なんだこれ。中学の頃の事を思い出そうとしたら急に──

「ぐっ‼」

　そこで、一ひと際きわ激しい痛みが襲ってくる。

　ど、どうなってるんだ……まるで、俺が何かを思い出すのを阻そ害がいしてるみたいじゃないか。

　その考えを裏付けるかのように、過去について考えるのを止やめた瞬しゆん間かん、痛みは噓うそのように引いていった。

　……一体どういう事だ？　という俺の疑問は、不安そうなショコラのセリフによってかき消された。

「あの……もしかして、『頭痛がする程ひっぱたいて～ドＭ妻の爛ただれた週末～』の読み過ぎですか？」

「それはもういいわ！」

　しかし、我ながらどうしてこんなキワモノのエロ本ばっかり持ってるんだろうか。これを機会に、ちょっと処分した方が──




【選べ　①『愛・ああ～んマン』のコスプレをして、自らの尻しりを百叩き　②『インゲン・オブ・ジョイトイ』のコスプレをして、自らの尻に棒状の野菜を突つっ込む（種類は何でもいいよ♡）】




「何でも？　あら優やさしい。どうするかな、ゴボウはイメージ的に痛そうだし、ネギとかの方がいいかな？　いや、それもなんか染しみそうだし、やっぱりきゅうり辺りが妥だ当とう……って、選ぶ訳ねーだろ！」




【選べ　追加で③自らの尻にスティックのりを突っ込む（ノリツッコミだけに）】




「誰が選ぶか！」




　　　　２




　翌日、三連休明けの火曜の朝。

「う……うう……」

　俺は、尻の痛みをこらえながら登校していた。

　セルフスパンキングを延々と繰くり返す自分の姿を思い出しただけで、情けなくて泣きそうになってくる。

　しかし、そんな俺の心境はお構いなしに、顔面をだらしなく緩ゆるめている奴やつが一人。

「えへへー」

　そいつは、満面の笑えみを浮かべながらその身をすり寄せてくる。

「お、おい……そんなにくっつくなよ」

「むりですっ」

　ショコラのベタつきは家の中だけに留とどまらず、外に出ても続いていた。

　道行く人達の視線が痛い……そりゃ、朝っぱらからこんな事してたら誰だって見るよな……しかしこれ、いくらなんでもひっつきすぎだろ。

　付き合い始めの中学生だってもうちょっと自重するだろうって勢いで、体を密着させていた。

　どうしたもんかと考えている内に、校門まで着いてしまう。

「いい加減……離はなれろっ」

　さすがにこのまま校内に入るのはアウトなんで、半ば無む理り矢や理り引きはがす。

「む～、です」

　ショコラはちょっと不満そうにしながら、俺の後ろをぴったりとくっついてくる。体に触ふれてはいないものの……近い。当然、ジロジロ見られる。

「はあ……」

　ため息をつきながら、教室のドアを開ける。

「おいっす」

　なんとかショコラと距離をとり、男子連中と挨あい拶さつを交かわす中、声がかかった。

「おはよう、甘草君」

「ああ、おはよう雪ひ……じゃなくて……ふらの」

　いつもの通りに雪ゆき平ひらと言いそうになってしまい、途と中ちゆうで訂てい正せいする。

　一昨日おとといのコスプレコンパの時、下の名前で呼んでくれって言われたんだけど……今までが今までだけに、恐おそる恐る反応をうかがう。

「……」

　よかった……前の時みたいに喉のどは突かれないみたいだ。

「よく聞こえなかったから、ちょっともう一回言ってもらえるかしら」

　……どうやらまだ危機は脱だつしていなかったようだ。探さぐるようにしてもう一度名前を呼ぶ。

「……ふらの」

　その瞬間、ふらのの鼻がぴくぴく動いた。

「よく聞こえなかったから、ちょっともう一回言ってもらえるかしら」

「いやいや、絶対聞こえてるだろ。これ言うの結構キツいんだぞ」

　ふらのの顔が引き攣つる。

「……キツい？」

「ああ、周りに聞かれたら恥はずかしいしな」

「……恥ずかしい？」

　そのこめかみが、ぴきり、と音を立てたような気がした。

「……聞こえなかったからもう一度言えと言っているのよ、この●●●野や郎ろう」

「ひでえ！」

　続いて、ふらのは消え入りそうな声を出した。

「その……甘草君が嫌いやなんだったら……別に……雪平でいいんだけど」

　いつもはこの小声モードに入ってしまうと全然聞こえないんだけど、今回は何とか聞き取る事ができた。

「いや、別に嫌ってわけじゃないんだけ──」

「だったら早く言えばいいのよこの腐くされ●●●」

「なんかもっとひどくなってんですけど⁉」

　相変わらずふらのの考えている事は分からないが、ここはとりあえず本人の言う通りにするか。

「ふらの」

　またしてもふらのの鼻がぴくぴくと動いた。

「……まあ、今日の所はこれで勘かん弁べんしてあげるとしましょう」

　なんだそのザコキャラの捨てゼリフみたいなのは。

　そこで、俺達の会話を聞いていたらしい佐さ藤とうが、寄ってきた。

「お、お前ら……まさかとは思うが付き合ってるのか？」

「あり得ないわね」「はは、あり得ないだろ」

　声を揃そろえて否定する俺達。ほら、こういう誤解が生まれるから恥ずかしいんだよ。

「…………」「…………」

　よく意味の分からない沈ちん黙もくの後、

「ぐええっ⁉」

　思いっきり喉を突かれた。

　ふ、二人して同じ事を言ったのに、なんでふらのは怒おこってるんだ？

「自分のスネに聞いてみなさい」

「胸だろ！」

「自分のスネ夫に聞いてみなさい」

「訳分かんねえ！」

「男たるもの、心の中にスネ夫を一いつ匹ぴき飼っているものよ」

「意味分かりませんけど！」

「じゃあトンガリで妥だ協きようしましょう」

「トンガリに失礼だろ！　あいつ別にスネ夫の下位互ご換かんじゃねえぞ！」

「それはそうとブタゴリラって渾あだ名な、もういじめのレベルだと思うんだけど」

「それ今関係ないだろ！」

「そう考えるとジャイ子はまだ恵めぐまれているわね。ブタゴリラに妹がいたらメスブタゴリラになる所だったわね」

「どんな考察だ！」

「もしくはタゴリ子」

「意味分かりませんけど！」

「じゃあタゴリコで」

「いや『ココリコ』みたいなイントネーションで言っても変わらねえから！」

「失礼ね。私は『じゃがりこ』のイントネーションのつもりだったんだけど」

「同じじゃねえか！」

　……やっぱりこいつの相手は異様に疲つかれるな。

「はあ……お前って毎回毎回、よくそんなくだらない事思いつくよな」

「それは褒ほめ言葉として受け取っていいのかしら」

「どんな脳してんだ！」

「それを見せたら死んでしまうからちょっと見せられないわ」

「小学生か！」

「いえ、高校生よ」

「マジレスすんじゃねえよ！」

「マジレスとかオタク用語、やめてもらえるかしらブフォ」

「お前の方がひでえじゃねえか！」

　駄だ目めだ、ここらで止めないときりがない……

「はあ……もういい加減終わりにするぞ」

「あら、私はまだまだもの足りないのだけれど」

　ふらのは、何やら恐ろしい事を言った後、小声で何かを付け足した。

「……本当にこれでいいのかしら」

「どうした？」

「……なんでもないわ。ちょっと家での会話を思い出しただけよ」

　家での会話……ふらのって一体、家だとどんな感じなんだろうな……私生活とか家族が全く想像できないんだけど。

「ちょっと、人の母親でエロい想像をするのはやめてもらえるかしら」

「誰だれがそんな事するか！」

「ちょっと、人の父親でエロい想像をするのはやめてもらえるかしら」

「気持ち悪いわ！」

　そこでショコラが唐とう突とつに声を張り上げる。

「ふらの父×奏ですかっ！」

「脳が腐ってる奴は黙だまってろ！」

　声を張り上げる俺をよそにして、ふらのは物思いに耽ふけるように視線を空中に漂ただよわせていた。







　雪平家の日常
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「ただいま、お母さん」

「あら、おかえりふらの」

　コスプレコンパから帰宅した娘むすめに対して、雪平るもいは、腰こしまで届く流りゆう麗れいな白い長ちよう髪はつをたなびかせながら振ふり返る。

「あの……ちょっと相談したい事があるんだけど、いいかな」

「あら、珍めずらしいわね。何かしら」

「あの……あのね……」

「どうしたの？　遠えん慮りよせずにとっとと言いなさいこのメス豚ぶた」

「…………」

「遠慮する事はないわ。今日は特別に、ブー以外の言葉を言う事を許してあげるわ、メス豚」

「…………」

「冗じよう談だんよ」

「あ、うん……分かってるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　るもいは基本的に毒どく舌ぜつだ。

　勿もち論ろん、幼少の頃ころからそれに触ふれてきたふらのは、全部ネタであり、本気で言われている訳ではない事は理解しているのだが、未いまだにどう反応すればいいのかは分かっていない。

　リアクションが無いのがもの足らないのか、るもいの毒はエスカレートしていく。

「で、何に悩なやんでいるのかしら、このメス白豚」

「…………」

　本来、人見知りで引っ込み思案であるふらのが、教室であそこまで極きよく端たんなキャラクターを演じているのは、母親であるるもいの影えい響きようによる所が大きい。

　転校により環かん境きようが変わり、いわゆる高校デビューをした時に、無意識に、一番印象に残っているキャラクターが表に出てしまった。

　つまり、それだけふらのが母親を慕したっているという事でもある。事実、普ふ段だんから悩み事があると、真っ先にるもいに相談していた。

　ふらのは意を決して言葉を発する。

「あの、実は私、好きな──」

「おーい、ただいまー」

　玄げん関かんの方から声がして、ふらのの言葉が遮さえぎられる。

　程ほどなくして、父、雪平大だい地ちがリビングに顔を覗のぞかせる。

「おや、ふらのも帰って来てたんだね」

　大地は高身長かつ非常に線が細い。顔立ちは非常に整っており、眼鏡の奥の瞳ひとみはいつも微笑ほほえみを絶やさない。

「あ、お父さん、おか──」

「おかえりなさい、ウジ虫野や郎ろう」

　ふらのの言葉を遮って、いきなり辛しん辣らつなセリフを浴びせるるもい。

　それを受けた大地は、はにかんだような笑えみを浮うかべた。

「ははは、ただいま。あいかわらずるもいは手厳しいなあ。それはそうと、今日もいいパイオツをしているね。ちょっと揉もんでいいかい？」

（うわあ……）

　普ふ通つうなら耳を疑うような発言だが、雪平家では日常茶さ飯はん事じである。

「……この世から消え去ってしまえばいいのに」

　ゴミでも見るような視線を向けるるもい。

「ははは、冗談に決まっているじゃないか。で、パイオツは揉んでいいかな？」

「……不死身の肉体を得た後、太陽に突つっ込んで永遠に死に続ければいいのに」

　──そう、雪平大地は下ネタをこよなく愛する男だった。

　学校でのふらののキャラクターは、（なぜだか）両親の悪い所の寄せ集めによってできあがったものだった。毒舌は母るもいから、下ネタは父大地からという最低のコンボ。

　余談であるが、ふらのの実の母親であるるもいは、相当な巨きよ乳にゆうである。

　一体どこをどう間ま違ちがったら親子間でここまでの格差が発生するのか、ふらのは何度悩んだか分からない。顔立ちは母親似であるだけに、余計に悔くやまれる所だった。

「おかえり、お父さん。あの……二人とも聞いてほしいんだけど」

　大地を好きにさせておくときりがないので、本題に入るふらの。

「あの……私……私ね……」

　言葉を詰つまらせながらも、なんとか絞しぼり出す。

「好きな人が……できたんだ」

「あら」「ほう」

　るもいと大地、二人が目の色を変える。

「……いますぐ去勢作業が必要なようね」

「僕の目が黒い内は、ふらののパイオツは絶対に触さわらせないよ」

「ま、真ま面じ目めに聞いてよう……」

「冗談よ。よかったじゃない、ふらの。でも、相談というからには、何か問題があるのかしら？」

「分かった。その彼は『定期的に女子のパイオツに触りたくなる病』に罹かかっているんだね」

「……それはあなたの学生時代の話でしょう、このドエロ豚」

「あ、あはは……違ちがうの。その人じゃなくて、私の方の問題でね──」

　学校でのふらのがどういうキャラクターであるかは、既すでに両親に話してあった。

「今まではよかったんだけど……好きになっちゃったら、もうあの変なキャラクターのままお話しするのが辛つらくて……やっぱり無む理り矢や理りにでも、素すの私はこうです、って告白した方がいいのかなって」

「それは違うよ、ふらの」

「え？」

　大地は、間かん髪はつ容いれずに真しん剣けんな表情で口を開いた。

「君が好きになった人なら、君のありのままを好きになってくれるはずだ」

「で、でも、お父さん。教室での私は、変なキャラクター作ってるんだから、ありのままじゃないんじゃないかな」

「ふらの。君が素の自分を出そうと頑がん張ばるのは悪い事じゃないよ。でも君が変だと言うそのキャラクターは無理矢理作ってる訳じゃなくて、自然に出てきてるものなんだろう？　だったらそれが現時点での君のありのままって事だ。焦あせらないで、君が本当に素の自分を見て欲しいと思ったタイミングで、彼に言えばいいと思うよ」

「あら、ドスケベ豚も、たまにはまともな事を言うわね」

　るもいが同意を示す。

「ははは、なんたってるもいは、僕のドスケベな所に惚ほれたんだからね」

「……黙りなさいこのエロメガネ豚」

「ははは、そうやって照れ隠かくしする所も大好きだよ、るもい」

「な、何を言い出すのかしら、この腐くされ……豚」

　大地のストレートな物言いに、言葉を詰まらせるるもい。

「愛しているよ、るもい」

「う……」

　るもいの顔が、真っ赤に染まる。

「どうだい、君は僕の事をどう思っているのかな？」

「あ、あなたはずるいわよ。そ、そうやっていつもいつも……」

「君の素直な気持ちを聞きたいんだけどな」

「う……」

　下を向き、もじもじしながら消え入りそうな声を出するもい。

「その……私もです」

「私も、なんなんだい？」

　わざとらしく耳に手を当てる大地に対して、るもいはエプロンをぎゅっと握にぎりしめながら声を絞り出す。

「私も……あなたを愛しています」

　口では悪態をつきまくるものの、大地にベタ惚れのるもいだった。

「るもい……」

「あなた……」

　そうして二人の世界に入ってしまう。

「あ、あはは……」

　高校二年生の娘の前で見せる姿ではないが、これも雪平家においては日常茶飯事だった。

　どう考えても一いつ般ぱん的な夫ふう婦ふではないけれど、ふらのにとってはこの二人の姿が理想の夫婦像だった。

（夫婦……）

　その言葉を意識した瞬しゆん間かん、『甘草ふらの』というフレーズが頭あたまに浮かんでしまった。

（うう……）

　一人、羞しゆう恥ちに顔を染めるふらの。

　そのまま、ラブラブ空間にいる両親に再び目をやる。

（私もあんな風になれたらいいなあ……）

　こんなにも愛し合っている二人が口を揃そろえて言っているのだから、焦って素の自分を晒さらけ出そうとしなくてもいいのかもしれない。

（無理しないで、ちょっとずつ変わっていけば……いいのかな）

　ふらののその顔からは悩みの色が少し薄うすくなり、微かすかな笑みが浮かんでいた。







「どうした、ふらの？」

　ふらのは、口元に微かな笑みを浮かべた。

「……なんでもないわ」

　そしてすぐさまいつも通りの無表情に戻もどって、俺に向き直った。

「甘草君、一つ聞いていいかしら」

「どうした？」

「あなた、今の私とこうして会話しているの、不快かしら」

「なんだ？　いきなり」

「……いいから」

　全然意味が分からなかったけど、言われるがまま、正直な所を口にした。

「いや、別に不快ではないけど」

　たしかにふらのの相手は疲つかれるし、うんざりする事はあるけれど、不快だとか、本気で嫌いやだとか思った事はない。

　それを聞いたふらのは、鼻の頭をぴくぴくと動かしながら──

「……そう、私はヘドが出るほど不快なのだけど」

「なんで聞いたし⁉」

「冗じよう談だんよ、ヘドロが出るほど不快なのだけど」

「どんな状じよう況きようだ！」

「冗談よ。特に理由も無く、とにかく不快なのだけど」

「いちばん駄だ目めなやつじゃねえか！」

　……やっぱり疲れる事は疲れるな。

　うんざりする俺をよそに、ふらのは何故なぜか安心したような表情を浮うかべていた。

「まあ、やっぱり焦らずこれまで通り──」

「奏さーんっ！」

　ふらののセリフは、後方からのショコラのそれによって遮さえぎられた。

「な、なにやってんだお前っ！」

「ふらのさんとばっかりお話ししてないで、わたしにもかまってくださいっ」

　ぴったりと体を密着させてくるショコラ。

「そ、そんなにくっつくんじゃないっ！」

「いやですっ」

「よせって、周りの目が……ん？」

　何やら強きよう烈れつな気配を感じて、ふらのの方を振ふり返る。

「ひっ！」

　思わず声が上ずってしまう。ふらのはまるで夜や叉しやのような表情を見せていた。

「あの……ふらの……さん？」

　俺の事は無視して、ショコラに話しかけるふらの。

「ショコラさん……一体何をしているのかしら」

「はい、奏さんにくっついてますっ」

「……何でそんな事をしているのかしら」

「わたし、奏さんのこと、だいすきですからっ」

「そ、そんなの私だっ──」

　ショコラの宣言に対して何かを言いかけたふらのだったが、はっとした感じで口を手で塞ふさぐ。

「私……だっふんだ」

　なぜにいきなり変なおじさん？

　ふらのはこほん、と咳せき払ばらいしてから、淡たん々たんとした調子で言い放った。

「ショコラさん。あなたの好きは、恋れん愛あい的なものではないのでしょう？」

「ふ、ふらの、その質問は……」

　ショコラの口を塞ごうとしたが時既すでに遅おそし。

「ちがいますっ。わたしは奏さんのことが、おんなのことしてだいすきですっ」

　ざわっ……

　教室内の空気が一気に変質した。

「不潔……」「マ、マジか……甘草の奴やつ」「お、俺に童どう貞ていを捧ささげてくれるって約束はどうしたんだよ」

　最後の奴何言ってんだ⁉

「ち、違ちがうんだ、みんな……」

　弁明も空むなしく、周囲からの冷たい目線が突つき刺ささる。まずい……また周囲によからぬ誤解を与あたえてしまった。

　夏休みが明けてしばらくすると、表ランキングと『お断り５おことわりフアイブ』の投票が行われる。

　俺がこの不ふ名めい誉よな称しよう号ごうを手放す為ためには、この時期からイメージを回復してかなきゃならないってのに……

　ふらのが、少し顔を引き攣つらせながら、ショコラに言葉を投げる。

「見苦しいから、誰だれも見ていない所でやってもら……いや、それも駄目ね……とにかくこの場ではやめなさい」

「わかりました……」

　残念そうに離はなれるショコラ。

　ふう、ここはとりあえず、みんなの誤解を解いて──

「だめです、やっぱりくっつきたいですっ」

「うわわっ」

　再びひっついてくるショコラ。こ、こいつ……

　ふらのの反応はというと──

「やめなさいって……言ったでしょう」

「ぎゃあっ！」

　な、なんで俺が抓つねられるんだ⁉

「という事でショコラさん、あなたが離れないと、甘草君の皮ひ膚ふがねじり取られて、中の肉が抉えぐれる事になるわよ」

「グロッ！」

「わかりました……」

　渋しぶ々しぶ、といった感じで離れるショコラ。

「でもふらのさん、なんでわたしと奏さんがくっついてるのを、そんなに怒おこってるんですか？」

「……別に怒ってるわけじゃないわ。公衆の面前でベタベタしているのが見苦しいから注意しただけよ」

「それはうそですっ」

　ショコラが断言する。

「ふらのさんのこの感じはしってます。えーっと……あ、わかりました、おとといのこすぷれこんぱの時のわたしと同じですっ」

「同じ？　一体どういう事かしら？」

「じぇらしーですっ」

「なっ……」

「わかります。わたしも同じきもちでしたからっ」

「ち、違ちがっ……」

「わたしも、奏さんが、ふらのさんと謳歌さんにきすしようとしたときに、同じことを思いましたっ」

　な、なんでここでそんな事を言うんだこいつはっ⁉

「ゆ、雪平と遊ゆう王おう子じにキスってどういう事だよ……」「三さん股またなの？　サイテー」「いや、会長もいるから四よん股またじゃねえか？」「あ、甘草の穴が遠のいていく……」

　だから最後の奴やつ誰だれだよ⁉

　その追つい及きゆうは後で徹てつ底てい的にするとして……この雰ふん囲い気きはまずいな。

　数々の変態的行動（断じて俺のせいではないけど）に加えて、女ったらしなどというレッテルが追加されてしまったら、もうどうにもならない。

「い、いや、これは違うん──」






【選べ　①女子全員にキスして回る

　　　　②男子全員にキスして回る

　　　　③自分の全身にキスして回る】








　……もう女ったらしでいいから拒きよ否ひさせてもらえませんかね？……無理ですよね、はい、分かってますともさ。




「──んーまっ！　ん──まっ！」

　俺が、肩かた、二の腕うで、腕、手の平、ふともも、ひざ、ふくらはぎ、くるぶし、足の甲こう、という過程を経へて、最終的に足の裏へのキスを完かん了りようさせた瞬しゆん間かん、頭痛は完全に消え去った。

　と同時に、俺の尊厳も消え去った。

　女子達の反応はドン引き中のドン引き。俺が今味わっているのは、おそらく百パーセント中の百パーセントの戸と愚ぐ呂ろを目まの当たりにするのと同等の絶望感だろう。

　本気で帰って引きこもろうかと思ったその時、

「おはよーっ！」

　謳歌がドアを勢いよく開けて入ってきた。

「あれ？　何かみんな変な感じだね」

　首をかしげる謳歌だったが、その登場で空気が変わり、雰囲気が若じやつ干かん弛し緩かんした。

　た、助かった……いや、助かってないな。選せん択たく肢しのせいで、一いつ旦たん皆みなの注意が逸それていたが、謳歌は話題の当事者だ。

　案の定、一人の女子が謳歌に疑問を向けた。

「謳歌ちゃん、あ、甘草君にキスされたってほんと？」

「あ、うん」

「「「──っ⁉」」」

　ひいいいいいいっ！

　即そく答とうする謳歌に教室が騒そう然ぜんとなり、俺の顔面は蒼そう白はくになった。

「あ、正確には、されかけただけだけどね」

　謳歌はコスプレコンパでの顚てん末まつをかいつまんでみんなに聞かせた。

「なんだ、ゲームか……」「そうだよね、甘草君にそんな度胸ないよね」「ふう……待ってろよ、俺が尻しりに突っ込むその日まで」

　……もう最後の奴にはツッコまないんで、突っ込むのやめてもらっていいですかね。

　それはともかく、なんとか事態は収まったな。

「にひひ、大変だったみたいだねっ」

「ああ、助かった」

「ふふん、お安いごよーですぜっ」

　そういってずい、と身を寄せてくる。

「……だから毎回顔が近いって言ってるだろ」

「そーかなー」

　申し訳程度に身を引く謳歌。その顔を見て、ふと思う。

　コスプレコンパの最後の時も感じたんだけど、やっぱりなんか大人っぽくなってるよな……いや、謳歌からそんな印象を受けるなんて信じられないんだけど、事実、表情やちょっとした仕草になんだか艶つやがあるような気が……

「……」

「どしたの？」

　まじまじと見つめる俺に対して、謳歌が不思議そうな表情を向けてくる。

「……いや、なんかお前、雰囲気変わったか？」

「そーだね。ちょっと色々あったからねっ！」

「色々？」

「そーそー。いわゆるシンキョーの変化ってやつかな」

「心境……ねえ」

「むふふ、奏っちには分からない乙おと女め心ごころってやつだよっ。どうどう、大人っぽいでしょ？」

　そう言って、腰こしをくねらせながら楽しそうに笑う謳歌。

「……まあでも、あんまり無理はするなよ」

　謳歌はこの前の模も擬ぎデートで、無理に大人ぶろうとして、とんでもない恰かつ好こうと言こと葉ば遣づかいになっていた事があった。

「あはは。だいじょぶだいじょぶ。今のあたし、全然無理してるよーに見えないでしょ？」

「まあたしかに……」

　本人の言う通り、今の謳歌はごく自然体に見える。

「家でもそう言われたしね。だからね、あたしは自然なまま、ちょっとずつ大人の女になってくんだっ」

　ふらのに続いて、謳歌からも家の話が出た。謳歌の両親といえば、二人とも超ちようがつく有名人だけど……

　謳歌は何かを思い出すように、上方に視線を向けた。







　遊王子家の日常
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「わははははははっ！」

「あははははははっ！」

「待ちなさいこらあああっ！」

　遊王子邸てい内ないに、二つの笑い声と一つの怒ど声せいが響ひびく。

　前の二つはこの家の主である遊王子謳おう真まと、その娘むすめ、謳歌。そしてもう一つは──

「家ん中で駆かけ回るなって言ってんでしょうがああああっ！」

　スカート姿のまま二人を追いかけ回すメイド、謳歌の教育係である蔵くら守もりヒカルだった。

「ふはは、止めたいなら捕つかまえてみたまえっ！」

「ほらほら、鬼おにさんこちらーっ！」

「ぜえ……ぜえ……くっ……」

　体力の限界に達したヒカルはその場に膝ひざを突つく。

「な、なんであんなのが大だい企き業ぎようの社長なのよ……痛つぅ」

　謳真と謳歌の子供じみた行動にいつも振ふり回されるヒカルの胃は、慢まん性せい的に荒あれていた。

「く……いつか辞やめてや──」

「大分お疲つかれのようだね」

「ひゃあっ！」

　不意に後ろから謳真が現れた。

「わはは、顔が暗いぞ、ヒカル君。一体どうした？」

「あ……」

　あんたのせいでしょうが、という言葉を必死に飲み込む。

「ヒカルっち、お疲れさまー」

　謳歌もやってきた。謳真もだが、この二人、あんなに駆け回っていたというのに全く息をきらせていない……一体この一族はどんな体力をしているんだろうか。

「お嬢じよう様さま……お願いですからもう少し慎つつしみを持ってください」

「あはは。それよりヒカルっちさー、お嬢様じゃなくて、謳歌って名前で呼んでよー」

「そういう訳にはまいりません」

「えー、固いなー」

　そこで謳真が割り込んできた。

「そうだぞ、固いぞヒカルっち」

「オッサンはヒカルっちって言うな！」

　反射的にツッコんでしまうヒカル。

「も、申し訳ございません」

　いくらちゃらんぽらんとはいえ仮にも雇やとい主だ。非礼を詫わびるヒカル。

「わはは、気にするなよヒカルっち」

「くっ……」

　ヒカルの肩をぽんぽん、と叩たたく謳真。

「ちょっと気負いすぎだぞ。ほら、これでも食べてリラックスしたほうがいい」

　差し出されたのはセロファン紙に包まれたキャンディーだった。

「はあ……ありがとうございます」

　ヒカルは差し出されたキャンディーを口に運んだ。その瞬間──

「ぶふうっ！」

　思いっきり吹ふき出してしまった。

「わはははっ！　ひっかかった！」「あはははっ！　ひっかかった！」

「臭くさっ！　な、なんですかこれ？　臭っ‼」

「アニマルキャンディーの新作の試作品だよ。あたしが作ったんだ」

「アニマルって……これ、何味なんです？」

「中年のおなら味」

「どこがアニマルなんですか！」

「わはは、ヒカル君をからかってると楽しいな」

「あははっ」

「こ、こいつら……」

　ヒカルは片手で拳こぶしをぷるぷると震ふるわせ、もう片方の手で痛む胃を押さえる。

　そこに、凛りんとした声が響いてきた。

「二人とも、あまり蔵守さんを困らせては駄だ目めよ」

　その声の主は遊王子響きよう歌か。言わずと知れた元アイドルで、現在はコメンテーターとして、数々の報道番組に出演している。

「はい、胃薬。ごめんなさいね、主人と娘が面めん倒どうをかけて」

「あ、ありがとうございます」

　ヒカルはその心こころ遣づかいに感動した。

「でもね、蔵守さん」

「はい、何でしょうか奥様」

　それまでクールな表情を保っていた響歌の顔が、だらしなく緩ゆるんだ。

「胃に穴があくのも、それはそれでイタ気持ちいいわよ」

「ドＭか！」

　そう、世間一いつ般ぱんには理知的なイメージで通っている響歌だが、実態は極度のドＭ体質だ。

「奥様……お願いですからあなただけは、普ふ通つうのままでいてください」

「あら蔵守さん、私は至って普通よ。ただちょっと他ほかの人より、メス豚ぶたって呼ばれるのが好きなだけよ」

「いやそれ普通じゃないですから！」

　声を張り上げるヒカルの後ろから、また別の声が響いた。

「蔵守、こんな所で何をしているのですか？」

「いや、こいつらが──」

　振り向いたヒカルの顔が青ざめる。

「メ、メイド長……」

　振り返った先にいたのは、遊王子家メイド達のトップとして君臨している女じよ帝てい。

「雇い主に対して……こいつら？」

　眼鏡の奥から、鋭するどい眼光がヒカルを射い貫ぬく。

「い、いや、この方達があまりにもおふざけになられるもので……」

　三人の方に視線を向ける。

「旦だん那な様、蔵守はこう申しておりますが」

　謳真は視線を泳がせて、口笛を吹きはじめた。

「僕は何もしてません。ヒカルっちが一人でふざけてました」

「怒おこられた子供か！」

「ヒカルっち、仕事中にキャンディー食べてたよ」

「お前らが食べさせたんだろこのクソガキ！」

「……クソガキ？」

　再び、メイド長の鋭い視線が突つき刺ささる。

「あ、いや、やんちゃなお嬢じよう様……」

　そこで響歌がフォローを入れる。

「そんなに怒らないであげてくださ──あ、やっぱり死ぬほど怒ってあげてください」

「それで興奮すんのあんただけですから！」

「……あんた？」

「い、いや、メイド長、これはその……あの……」

「蔵守、あなたには少し指導が必要なようですね」

　メイド長は、眼鏡を指でくい、とあげて、もう片方の手でヒカルの襟えり首くびを摑つかみ取る。

「わ、私は悪くないいいいいっ」

　ヒカルはそのままメイド長に引きずられていった。

「あーあ、ヒカルっちかわいそー」

「ふはは、心配無用。メイド長もヒカル君の優ゆう秀しゆうさは十分に承知しているだろうからな」

　そう、ヒカルの仕事ぶりは万ばん事じにおいて迅じん速そくかつ丁てい寧ねいだ。それを認め、ここ最近メイド長自ら謳歌の教育係に抜ばつ擢てきしたのだが、いらんツッコミをいれるせいで、本人の心労は増すばかりだ。

「はは、なんかヒカルっちって奏っちみたいだなー」

　なんとなく一人言を漏もらす謳歌。

「奏さんというのはお友達かしら？」

「あ、うん、そうなんだけど……」

　言葉を詰つまらせた謳歌は、両親を見み据すえた。

「ねえねえ、お父さんとお母さんってどうして結けつ婚こんしたの？」

「む、謳歌がそんな事を聞くのは珍めずらしいな」

「どうしてと聞かれると、好きだから、としか言えないのだけど」

　謳真と響歌は顔を見合わせた。

「そうだよね……好きだったら結婚するよね」

　謳歌のその様子から、何かを感じ取ったらしい謳真。

「ふむ、何か雰ふん囲い気きが違ちがうと思っていたが……謳歌、恋こいをしたという事か」

「うん……そうなんだよね」

「あら、じゃあさっきの奏さんというのは、ひょっとして男の子なのかしら？」

「そう……でもあたし、恋れん愛あいとか全然分かんないから、ちょっとでも参考になる話が聞きたくて……」

「そういう事ね。じゃあ、あの話をしましょうか……私が一番嬉うれしかったのはね、お父さんが、ありのままの私を好きになってくれた事よ」

「ありのまま？」

「ええ。ほら私、アイドル時代にクールなイメージで売っていたでしょう？　あれは別にキャラ作りって訳じゃなくて、比ひ較かく的てき素すの状態に近かったのよ」

　たしかに響歌は家でも大体はクール（ドＭモード時を除く）な感じだ。

「でも、お父さんに振り向いてほしくて、ちょっと無理して、他のアイドルの子がやってるみたいに、ちょっとぶりっ子っぽく振る舞まってみたのよ」

「へー。そんなお母さん、想像出来ないなあ」

「でしょう？　でもそれが意外に周りのスタッフさんにはウケがよくてね。今後はこの方針で売りだそうなんて話も出てたんだけど……お父さんが、そんなのは全然かわいくない！　素のままのお前が好きだ！　って、一いつ蹴しゆうしたの」

　話を終えた響歌は、顔を赤らめた。

「へえー、お父さんかっこいい」

「わははははっ！　私は響歌のドＭな所にしか興味がなかったからなっ！」

　ちょっといい話が完全に台無しだった。

（素のままの自分……か）

　しかし、娘むすめは父と母の話から、何か得るものがあったようだった。







「どうした、謳歌？」

　俺は物思いに耽ふけっている謳歌に、声をかける。

「ううん、なんでもないよ。ちょっとお父さんとお母さんと話した事、思い出してたんだっ」

　そこで謳歌は俺に向き直って、快活に笑ってみせた。

「なはは、やっぱりあたし、焦あせらず今まで通り──」

「奏さーんっ！」

　謳歌のセリフは抱だきついてきたショコラによって遮さえぎられた。

「わたしにもかまってくださいっ」

「こ、こらっ」

「えへへー」

　なんとか振ふり解ほどこうとする俺の横で、謳歌が声をあげた。

「ショコラっち……ちょっとくっつきすぎじゃないかな」

　な、なんだ？　随ずい分ぶんと謳歌らしからぬ、低い声だな。

「わたし、奏さんのこと、だいすきですからっ」

　そういうショコラのじゃれつき具合は、既すでに抱きつきを通り越こして、おんぶ状態になっている。

「だ、大好きって……」

　ま、まずい、これじゃあまた、さっきまでと同じ空気に──

「痛いたっ⁉　いででっ！」

　急に襲おそってきた痛みに、下方向に視線を向けてみると、いつの間にか謳歌が俺の足を踏ふんづけていた。

「あ、ごめん、無意識に踏んでた」

「は？　無意識にって……そんな事あるのか？」

　何かがおかしい気がしたけど、とにかく今はショコラを何とかするのが先決だ。

「ショコラ、降りろ」

「いやですっ」

「おかわり三杯ばいまでにするぞ」

「が、がししてしまいますっ」

　慌あわてつつも、それでも降りようとしないショコラ。

「……いい加減にしないと二杯はいまでにするぞ」

「き、きえてなくなってしまいますっ」

　ちょっと涙なみだ目めになりながら、渋しぶ々しぶといった感じで俺の背中から降りるショコラ。

「おてて繫つなぐくらいはいいですよねっ」

　そう言って、ぎゅっと握にぎってくるショコラ。

「いや、お前これもどうかと──いでででっ！」

　急に激しい痛みが襲ってきた。

　何事かと思い見てみれば、謳歌が逆の手の甲こうを思いっきり抓つねっている。

「あ、ごめん、無意識に抓ってた」

「いやありえないだろ！」

　ふらのといい謳歌といい、一体なんなんだよ……

「あ、でも……」

　急に、ぽーっとした表情になる謳歌。

「どうした？」

「いや、なんかね、痛がってる奏っち見たら……ちょっと興奮しちゃった」

「……はい？」

　何言ってんの？……ねえこの人、何言ってんの？

「あたし……変かな？」

　ええ変ですけど一ミリの疑いも無く。

　……これはもしかして、恐おそれていた事が現実になりつつあるのか？

　この前の模も擬ぎデートの時、ひょんな事から俺を素す足あしで踏みつける事になり、それを心底楽しんでいた謳歌……こいつやっぱりＳっ気に目覚めつつあるんじゃないだろうか。

「そんなに痛かった？　ごめんね」

　それは、心の底から俺を気き遣づかっているようで、全く邪じや気きが無い……おそらくさっきのも本当に無意識だったんだろう……自覚の無い潜せん在ざい的なドＳ……これは早い内にどうにかしないとヤバいんじゃないだろうか。

　というか、謳歌の母親ってたしかドＭだったよな。その娘がドＳって……遊王子家は一体どうなってんだ。

「じゃあ、さすってあげるねっ」

　考え込む俺をよそに、手を握ってくる謳歌。

　右手はショコラ、左手は謳歌……当然、クラスメイト達からは冷たい視線が向けられている。

「ち、ちょっと放してもらえると助かるんだが……」

「いやですっ」「まだ全然さすれてないから駄だ目めだよっ」

　そんな俺達三人に、近寄ってくる影かげがあった。ふらのだ。

「甘草君、あなた、童どう貞ていの分際で両手に花とは何様のつもりかしら」

　……いや、たしかに俺童貞ですけど、それ今何の関係もありませんよね？

「いや、これはこいつらが勝手に──」

「どうせ『クク、そんなまだるっこしく指なんて触さわってないで、早く股こ間かんのマグナムを揉もみやがれゲテゲテ』なんて考えているんでしょう？」

「なんか人間じゃねえだろもう！」

「ふらのさん、うらやましーんですか？」

「……は？」

　ショコラのそのセリフに、ふらのの顔が一いつ瞬しゆんで引き攣つる。

「わたしと謳歌さんが奏さんにくっついてるからうらやましーんですか？　やっぱりふらのさんも、奏さんのこと、す──」

「ごふうっ！」

　ボディーブロー、炸さく裂れつ。

　な……なんで俺が……

　たまらず涙目になったその時、




【選べ　①「女子共気をつけろよ、近寄ると俺の股間のマグナムが火を噴ふくぜ！」　②股間がマグナムになる】




　……ダブルパンチってこういう事を言うんでしょうか？　何なの、マジでなんなの？　馬ば鹿かなの？　死ぬの？

　なんだよ股間がマグナムって……おそらくは比ひ喩ゆじゃなくて、そのまんまの意味だろう……選べるか。

「……女子共気をつけろよ、近寄ると俺の股間のマグナムが火を噴くぜ！」

　……女子達の顔が、凍こおり付いた。

　そして次の瞬間、一いつ斉せいに俺から顔を背そむけて、何事もなかったかのようにそれぞれの席に戻もどっていった。

　これぞ『集団技　甘草を見なかった事にしよう』だ。もう何回もやられてるから、なんともないぜ！……噓うそです、辛つらいです泣きたいです帰りたいです。

　俺の周りに残っているのは、ニヤニヤしている男子連中と、ショコラ、謳歌、ふらのという変人トリオだけ。

　くそ……こんな事を続けてたら、『お断り５』から抜ぬけるなんて、夢のまたゆ──




【選べ　①考え得うる限り、最高のエロポーズをとる　②考え得る限り、最高のナルシストポーズをとる】




　……い、いい加減にしろよ。

　なんなんださっきから自分にキスだのマグナムだの訳分からんポーズだの！　温おん厚こうな自覚のある俺でももう我が慢まんの限界だった。こんなに連チャンでこられてやってられるか！　これは断固として拒きよ否ひす──

「ぐあああっ！」

「……甘草君、一体何をしているのかしら」

「ほっといてくれ……」

　上じよう半はん身しん裸はだかで乳ち首くびを摘つまみ、天を仰あおぐナル全開の俺にはさすがのふらのもちょっと引いている様子だった。

「しくしく……」

　ひどいじゃないかよう……拒否権もなく一方的にやらされるなんて、こんなのいじめじゃないかよう。

「ん？」

　いじける俺のポケットの中で、携けい帯たいが振しん動どうした。

　とても確かく認にんするような気分じゃなかったけど、なんか嫌いやな予感がしたんで取り出してみる。

「……やっぱり」

　メールの内容は『神』からの『呪のろい解除ミッション』。もうお馴な染じみになりつつある光景だけど、何回見ても気分が重くなる。

　うんざりしつつ、その内容を確認する。




《今から選せん択たく肢しに対して十回の『拒否権』が発生する。それを使い切らずに残す事　期限　七月三十一日（水）まで》




　ん？　なんだこれ？　拒否権？　一体どういう事だ？

　言葉通りに取るならば、十回まで選択肢をパスできるみたいな感じだろうか。

　七月いっぱいという事は、今日が十六日だから……後二週間と少しか。その短期間に、十回（クリアを考えると九回だけど）も選択肢を拒否できるなんて、何かのサービスとしか思えない。

　でも待てよ。俺にとってそんなに都合のいい展開がありえるだろうか。何か、ろくでもない仕し掛かけがあるんじゃないだろうか。

　考え込んでいる俺に、佐藤が話しかけてくる。

「おい、甘草どうしたんだ」

「いや、なんでもな──」




【選べ　①佐藤とディープキス　②召しよう喚かんされた大だい子こさんとディープキス】




「……ですよねー」




　拒否権、残り九回。







　幕間　ある可能性の話１　α
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「ああ……佐さ藤とう……」

　深夜、ひとりベッドで身を捩よじらせる俺。

　今日の昼間、佐藤とディープキスをした俺の脳のう裏りに電でん撃げきが走った。

　キスって……キスってこんなにいいもんだったのか。

　唾だ液えきを通して、相手の全すべてが流れ込んでくるようなこの感覚……今までこれを知らないで生きてきたなんて……なんという不幸な人生だったんだろうか。

　佐藤の顔、体、仕草、匂におい。その全てが愛いとおしい。

　考えまいとしても、自動的にその顔が脳裏に浮うかんでくる。

「ああ……佐藤……」

　今夜はちょっと眠ねむれそうにない。







　幕間　ある可能性の話１　β
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「おえ……大だい子こさん……」

　深夜、ひとりベッドで身を捩らせる俺。

　今日の昼間、大子さんとディープキスをした俺の脳裏に電撃が走った。

　キスって……キスってこんなに気持ち悪いもんだったのか。

　唾液を通して、相手の全てが流れ込んでくるようなこの感覚……今までこれを知らないで生きてきたなんて……なんという幸せな人生だったんだろうか。

　大子さんの顔、体、仕草、臭におい。その全てが気持ち悪い。

　考えまいとしても、自動的にその顔が脳裏に浮かんでくる。

「おえ……大子さん……」

　今夜はちょっと眠れそうにない。







　第二章　皮剝ぎとパイオツと鱚
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　　　　１






【選べ　①ショコラを好きになる

　　　　②謳おう歌かを好きになる

　　　　③ふらのを好きになる】








「なんだよこれ……」

　ミッション発生から一週間が経たった、夏休み初日。

　俺の脳内には絶望的な選択肢が出現していた。

　どうしてこの三人なのかは分からないが、こんなの選べる訳ないだろ……拒きよ否ひ権けんを行使せざるを得なかった。

　く……今日までの一週間、なんとか拒否権を使わないで頑がん張ばってきたのに……

『ブーメランタイプの水着で水泳の授業を受ける』もやったし、『女子達に土下座して靴くつを舐なめさせてくれと懇こん願がん』もやったし、『深夜に裸はだかエプロン姿で家と学校間を往復』もやった……あれ、思い出したら涙なみだ出てきたぞ。

　残された拒否権は八回。今日が二十三日だから……ミッションの期間が残り約一週間という事を考えれば大分余よ裕ゆうがあるけど、ミッション発生以降、選択肢のえげつなさが増している気がするんで、油断は全くできない。

「はあ……」

　駄だ目めだ、こんな気の休まらない状態が後一週間も続くと思うと、頭痛くなってきた……

「奏かなでさーん」

　そんな俺の悩なやみなどお構いなしに、能天気な声をあげたショコラが後ろから絡からみついてきた。

「えへへー」

「ショコラ……昼間からそんなにくっつくな」

　この時季に、こんなに密着されたら暑苦しくてしょうがない。流石さすがにクーラーはつけてるけど、省エネでそんなに設定温度下げてないから、お互たがいにちょっと汗あせばんでるし。

「だって、せっかくの夏やすみですよ。ずっとずっと奏さんといっしょの夏やすみですよっ。くっつかないなんてありえませんっ」

「いや、意味が分からないんだが……」

「奏さーんっ」

　……聞いちゃいない。

　まあ、汗ばんでるにもかかわらず、ショコラからはなぜか甘い香かおりが漂ただよってきて、こうして抱だきつかれているのは決して不快じゃなかったんだけど……今はもう少し一人で考え事をしたかった。

「いいからちょっと離はなれてくれ」

　無む理り矢や理り引きはがそうとしたその時──

「あれ？」

　ショコラが不思議そうな声をあげる。

「どうした？」

「奏さん、なんだか体があついです」

「そりゃ、こんだけ気温高いんだから当然だろ」

「そーじゃなくて……ちょっとお熱があるような感じですよ？」

「熱？」

　半ば反射的に、自分の額に手を当てる。

「うーん、言われてみれば……ちょっと熱っぽいかもしれないな」

　念ねんの為ため、体温計を引っ張り出してきて、測ってみる。

「六度九分か……」

　人によっては大したことないかもしれないが、平熱が五度台の俺にとっては、比ひ較かく的てき高熱の範はん囲いに入る。なんだか頭が痛いと感じていたのは、心理的問題じゃなくて、こっちのせいだったのかもしれない。

　とはいえ、寝ね込こむ程ほどのもんじゃないから、ソファーでゆっくりしてれば治るだろう。

「ふう……家事はとりあえず後回しだな」

　それを聞いたショコラのしっぽ毛が、ぴょこりと立った。

「まかせてくださいっ、家事はわたしがぜんぶやっておきますからっ」

「いや、少し休んだら俺がやるから──」

「奏さんはゆっくりしててくださいっ」

　制止を振ふり切って駆かけていってしまうショコラ。

　今日まで俺がつきっきりでレクチャーしたんで、少しは上達してきたが、まだまだ一人でやらせるには不安が残る……しかし。

「……まあいいか」

　さっきまではそうでもなかったんだけど、熱があるというのを自覚してしまったからか、微び妙みように気だるく、止めに行く気になれなかった。

「ふわ……」

　そこで、急に眠ねむ気けが襲おそってきた。

「くああ……」

　体が休め、と訴うつたえているんだろうか。徐じよ々じよに強まってくる眠気に抗あらがう事ができず、俺の瞼まぶたはどんどん下がっていった。




「ん……」

　目が覚める。

　反射的に壁かべの時計を確かく認にんすると、もう既すでに五時を回っていた。

「こ、こんなに寝てたのか、夕飯の支し度たくしなきゃ」

　呟つぶやきながらソファーから立ち上がった瞬しゆん間かん、

「あれ？」

　ふらついて、再びソファーの上にへたりこんでしまう。そこへ、エプロン姿のショコラがリビングに入ってきた。

「あ、奏さん、おきましたね……って、さっきより顔がまっかですっ」

　ショコラが駆け寄ってきて、俺の額に手を当てた。

「たいへんです、ものすごく熱いですっ！」

　ショコラに体温計を持ってきてもらい、再度計測してみればなんと八度七分。平熱がどうこうとか関係無く、普ふ通つうに高熱だ。

　幸いにも、買い置きの解げ熱ねつ剤ざいがあったんで、とりあえずそれを飲む。

「これで横になってればよくなるだろ……悪いショコラ……俺ちょっと自分の部屋行ってくるわ」

　立ち上がるが、やはりふらついてしまい、うまく歩けない。

　基本的に体は丈じよう夫ぶな方なんで、ここまで調子が悪くなるのはほんとに久しぶりだけど、熱出るのってこんなに辛つらかったっけ？

「だいじょーぶですか……」

　心配そうに俺の体を支えるショコラ。

「うつるからあんまり近寄らない方がいいぞ」

「へーきです。わたし、ばかですからかぜひきませんっ」

「……ドヤ顔で言う事じゃないな」

　ショコラはいくら言っても、俺の傍そばから離れようとしなかった。なんとか体を支えてもらいながら階段を上り、自分の部屋までたどり着く。

　ベッドで横になり少し落ち着いた所で、高熱の時特有の寒気が襲ってきた。

「うう……」

「奏さん……」

　身を縮こまらせる俺に、心配そうな表情を向けていたショコラだったが、何かを思いついたように、ぽん、と手を打った。

「あ、わたし、おかゆ作ってきますねっ」

　おかゆか……食しよく欲よくは全然ないけど、少しは何か胃に入れといた方がいいよな。しかし、一番の問題は──

「……作れるのか？」

「え？　おゆを沸わかして、ごはんにかけるだけですよね？」

「いや、それただのお湯かけごはんだからな。そんなサラッサラのやつ、おかゆじゃないから」

　おかゆの調理は単純そうに見えて、意外に奥が深い。今のショコラの技量でまともなものが作れるとは思えなかった。しかし、ノリノリのショコラは全く聞く耳を持たない。

「あ、そうだ、まってるあいだ、あれでもよんでいてください」

　そう言って、ショコラが一いつ旦たん部屋から出て持ってきたのは──

『女の子に看病してもらう時の十の方法～これで君もゲホゲホキングだ～』

　……毎回思うんだけど、なんでこんなにピンポイントで俺の状じよう況きように合ったもんが出てるんだよ……

「それじゃー、ちょっとまっててくださいねっ」

「あ、おい……」

　ショコラは止める間も無く降りて行ってしまった。

　残されたのは、枕まくら元もとに置かれた本と俺。

　どうせ、ろくでもない事しか書いてないのは分かりきってるんだけど……何もしないで寒気を我が慢まんしてるよりは気が紛まぎれていいかもしれない。

　いつも通り、要点がまとまっているページに目を通す。

《①　まあ、あなたを看病してくれる女性なんてオカンくらいでしょうが》

　根本から全否定じゃねえか！

《②　体調を崩くずさない事には看病などしてもらえない。まず前提として、仮け病びようを使いましょう》

　……最低だな。

《解説　好きな女の子に、水虫だから看病してくれ、といったら逃にげられました》

　何でそんな病気チョイスした⁉

《補足　『もしうつったらお揃そろいだね♡』とかわいく言ったのに駄目でした》

　当たり前だ！

《③　病人に対しては、誰だれしも態度が軟なん化かします。それを利用して、ここぞとばかりに甘える》

　……甘えるって、具体的に何をする気だよ。

《解説　病気であれば、おっぱいを触さわっても怒おこられません》

　そんなわけねえだろ！

《④　熱でうなされているフリをしておっぱいを触る》

　お前どんだけおっぱい触りてえんだよ！

《解説　この前失敗して、オカンのおっぱいを触ってしまいました》

　結局オカンしか看病してくれねえのかよ！

《補足　その夜、両親の寝しん室しつから何かが軋きしむような音が──》

　やめろ聞きたくねえええ！

《⑤　体を拭ふいてもらう》

　ああ、今みたいな夏場は特に必要だろうな。現に今だって、相当汗ばんでてちょっと気持ち悪いし。

《解説　ちなみに作者は、乳輪の辺りをふっ、と吹ふいてもらうと超ちよう興奮します》

　漢字変わってんじゃねえか！　お前の性せい癖へきはどうでもいいんだよ！

《⑥　食べ物を『ふうふう』してもらう》

　たしかに弱ってる所に、女の子がこれをしてくれたら嬉うれしいだろうな。

《解説　とても癒いやされました。ありがとう……親父おやじ》

　結局家族しか看病してくれねえのかよ！

《補足　その夜、両親の寝室から何かが軋むような音が──》

　親父は一体何に興奮してんだ⁉

《⑦　最近、どうも目の調子がよくないんで、眼科に行こうかと思ってるんです》

　いや、作者の近きん況きよう報告とか別にいらないんだけど……

《解説　十歳以上の女性が、全すべてババアに見えるんです》

　それ心の病気だから！　行く病院間ま違ちがってるから！

《⑧　人は生まれた時から死ぬまでずっと孤こ独どく。他人とのふれあいなど、単なる自己満足に過ぎない。故ゆえに看病など不要》

　なんだこの厨ちゆう二にっぽいの……そもそも、本の主題を根本から否定するなよ……

《解説　でもおっぱいは触りたいです》

　もう看病関係ねえだろ！

《⑨……ネタがなくなってきたんで、ちょっとかんぴょうの話をしてもいいですか》

　いいわけねーだろ！

《解説　と、思ったんですけど、特にかんぴょうについて話す事がありませんでした》

　グダグダにも程があるわ！

《⑩　昔から『なんとかは風邪かぜひかない』と言いますね……はっ！……あなた、この本読んでも意味が……》

　ケンカ売ってるってレベルじゃねーぞ！

「ゲホッ！　ゲホッ！」

　別に声を出してツッコんでいたわけじゃないのに、興奮したせいか思いっきり咳せき込んでしまった。

　やっぱり体調が悪いってのは辛いもん──




【選べ　①体調が今すぐ快復する　②『常に半ケツでいないと死んでしまう病』にかかる】




　これは……

　一いつ瞬しゆん、俺の思考が固まる。いや、勿もち論ろん②なんて論外で、①を選べばいいだけの話なんだけど……実際、この前までの俺だったらすぐさま選んでしまってたかもしれない。

　しかし、拒きよ否ひ権けんというものが存在するせいで、ふと考えてしまった。人知を超こえた力で病気を治しちゃうのって……果たしていいのか？

　考えすぎなのかもしれないが、この選せん択たく肢しは、何か踏ふみ込んではいけないラインのギリギリに存在している気がした。

　そのラインの向こう側を想像する。もしこれが『不治の病が完治する』だったら？　『不老不死の体を手に入れる』だったら？　そして『死んだ人間を生き返らせる』だったら？

「…………」

　悩なやんだ結果、俺は拒否権を行使する事にした……これで残りは七回か。

　これでよかったような気もするし、貴重な一回を浪ろう費ひしただけのような気もする。

　なんだか気持ちの整理がつかずに悶もん々もんとする事数分。ドアがノックされた。

「ショコラか？」

「はい、おかゆ作ってきましたっ」

　お盆ぼんを手に、部屋に入ってくるショコラ。さっきの話みたいに、ただご飯にお湯をかけただけじゃなく、見た目はちゃんとおかゆっぽいけど……

「う……」

　相変わらず微び妙みような味だった。

「これ……何入れた？」

「えっと……けちゃっぷと、いかすみと、カレー粉と、ほうれん草ペーストと、かくし味のチョコレートと、オリーブオイルですっ」

「なんで白いんだ奇き跡せきか！」

　繰くり返すが、見た目は完全に普ふ通つうのおかゆだった……その材料がどんな化学反応をおこしたらこうなるんだ……そしてオリーブオイル自重。

　しかし、どんなものだろうと、せっかく作ってくれたものを残す訳にはいかない……まあ、味は食べられない程ぼどひどいわけじゃないからな……

「……残りもよそってくれ」

「はいっ」

　ショコラが嬉しそうに鍋なべからお碗わんに取り分けた時、

「へ……へ……」

「へ？」

「へくちっ！」

「あちいいいっ！」

　ショコラは盛大なくしゃみと共に、手に持っていたお碗を落とし、宙にばらまかれたおかゆが俺の顔面に降り注ぐ。

「うおおおおおっ！」

　あまりの熱さに、ベッドの上でのたうち回る俺。

「ご、ごめんなさい……」

「こ、氷水でタオル絞しぼって持ってきてくれっ」

「は、はいっ」

　慌あわてたショコラが部屋を出て行って二、三分──

「持ってきましたっ」

　余程急いでいたのか、ボウルに氷水を満たしたまま、その中にタオルを突つっ込んでそのまま持ってきていた。

「よし、じゃあそれを絞って──え？」

「へ……へ……へくちっ！」

「つめてええええっ！」

　ショコラは盛大なくしゃみと共に、手に持っていたボウルを落とし、宙にばらまかれた冷水と氷が俺の顔面に降り注ぐ。

「うおおおおおっ！」

　あまりの冷たさに、ベッドの上でのたうち回る俺。

「あ……あ……ごめんなさい」

　ショコラは、何もできずに、ただおろおろとしているだけだった。




「う、うう……寒っ」

　数分後、なんとか体を拭いて着き替がえを済ませ、ベッドに戻もどった俺は、更さらに酷ひどくなった寒気で震ふるえていた。

　ショコラが寄ってきて、消え入りそうな声で言う。

「あ、あの……なにかわたしにできる事は……」

「いや……今は特にいいかな」

「で、でも、わたしは奏さんのお役にたちたくて──」

「悪い、何もしないでくれ」

「……うう」

　意識が朦もう朧ろうとしてきて、気き遣づかう余よ裕ゆうがなく、かなりぶっきらぼうな言い方になってしまった。

　ショコラはしゅん、とした感じで肩かたを落として部屋から出ていった。

　……ちょっとかわいそうだったかもしれない。

　何かフォローを入れておくべきかとも思ったが、先程までにも増して、気だるさが襲おそってくる。

「まあショコラの事だから、明日にはけろっとしてるだろ……」

　そんな事を思っている内に、俺の意識はまどろんでいった。




「……ん」

　目が覚める。同時に飛び込んできたのは、俺をのぞき込むショコラの姿。

「あ……奏さんっ」

　嬉しそうに顔を綻ほころばせる。

「ショコラ……って、これ朝日？」

　窓からは既すでに陽光が差し込んでいる。うわ、あれから一晩中眠ねむってたのか？

「……ん？」

　よくよく見てみれば、ショコラの瞼まぶたの下が、やたらにはれぼったい。色も微妙に黒ずんでいた。

「お前まさか……ずっと起きてたのか？」

　こくり、と頷うなずくショコラ。

「わたし、そのくらいしかできる事ありませんから」

　額に当てられていた濡ぬれタオルはまだひんやりしている。本当に起きていて、定期的に替かえてくれていたらしい。

「あの……きのうはごめんなさい」

　申し訳なさそうにのぞき込んでくるショコラ。

　俺は、くしゃくしゃと頭をなでる。

「いや、俺もちょっと言い方がきつかったかもしれない……ありがとな」

「えへへ」

　気持ち良さそうな笑えみを浮うかべるショコラ。この顔みてると、こっちまで嬉うれしくなってくるんだよな。

「あ、お熱はかってみましょーか？」

「ああ、そうだな」

　ショコラの言葉に従い熱を測ってみると、七度八分。まだまだ高熱の範はん囲いだが、寒気はほとんどなくなってるし、昨日よりは大分楽になっていた。

「ショコラ、自分の部屋で寝ねてきていいぞ」

「でも……まだ奏さんが」

　心配そうな表情を向けてくる。

「いいから。もう普通に起き上がれるし、これ以上無理したら、今度はお前が調子悪くなっちゃうかもしれないだろ？」

「……はい、奏さんがいうならそうします」

　ちょっと寂さびしそうに歩いて行くその背中に、声を投げかける。

「ショコラ」

「なんでしょうか？」

「俺が治ったら、二人でうまいもの食べような」

「おいしいものですかっ」

　ショコラの目が瞬しゆん間かん的に輝かがやいた。しっぽ毛がぴょこりとそそり立つ。

「それでは、特上のおすしをよやくしておきますっ」

「待てい！」

　……どうしてこいつはこう極きよく端たんなんだろうか。

「あ、奏さん。なおったらもういっこお願いがあるんですけど、いいですか？」

「なんだ？」

「おまつり、いっしょにいってほしいですっ」

「お祭り？　ああ、神社の一帯でやるやつか」

　それは、毎年七月の最後に催もよおされる恒こう例れい行事だ。最近は行かなくなったけど、ちっちゃい頃ころは友達とか親とよく行ってたっけ。

「よし、じゃあ久しぶりに行ってみるか」

「ほんとですかっ」

　ミッションの期限と被かぶるのが気になるが、別に家にいれば被ひ害がいが少ないってわけじゃないしな……昨日の『ショコラ達三人の内、誰だれかを好きになる』とか、その前の『学校まで裸はだかエプロンで行ってこい』とかを考えると。

「たのしみです～。おまつりとおすしっ」

「だから寿す司しは無いって言ってんだろが！」

　こいつ……下手へたすると勝手に頼たのみかねないな。少し他ほかの食べ物に興味を向けさせるか。

「棚たなの所にとっておきのクッキー缶かんあっただろ？　お前が起きたらあれを開けよう」

　これでも相当喜ぶかと思ったが、ショコラのリアクションは、俺の想定とは違ちがったものだった。

「……ぎくり」

　表情を固まらせるショコラ。

「お前今……ぎくり、って言ったよな？」

「な、なんの事でしょうか？」

　視線を泳がせ、ひゅー、と口笛を吹ふくショコラ。この反応……間ま違ちがい無く勝手に食っている。

「……怒おこらないから正直に言いなさい」

「わ、わたしじゃありません……わたしの胃がやりましたっ」

「お前じゃねえか！」

「ね、眠いんでねてきますっ」

「あ、こらっ！」

　脱だつ兎との如ごとく駆かけだしていくショコラ。

「まったく……」

　ぐうたら具合は改善されてきたけど、食しよく欲よくに関しては以前のままだった……まあ今回は献けん身しん的な看病をしてくれた事だし、それに免めんじて許してやるか。

「さて、と」

　ためしに立ち上がってみると、まだ体がだるく、歩くと少しふらついてしまう。手すりを摑つかみながら、慎しん重ちように階段を降りる。

「解げ熱ねつ剤ざいの買い置きは……もうなさそうだな」

　昨日の解熱剤は、箱の中の最後の一回分だった。薬類がまとまっている所を探してみるが、全然見当たらない。

「しょうがない、買いに行くか……」

　まあ近くの薬局に行くくらいなら問題ないだろう。ふらつく足取りのまま玄げん関かんに向かう。

「うう、だる……」

　独りごちながら玄関のドアを開ける。

「……え？」

「……へ？」

　そこに立っていたのは──

「……ふらの？」

　見慣れたクラスメイトの姿だった。

「あ、甘あま草くさく──な、なんで？」

　いや、なんでって言われても……そりゃあ俺んちなんだからいるのは当たり前だろ。

「どうしたんだ？」

「い、いや、あのその……私は怪あやしい者ではなくっ」

　いきなり手をわたわたさせて、キョドり始めるふらの。

「どうしたんだ？　とりあえず落ち着いて話を──」

　そこまで話した所で、急に足あし下もとがふらついた。

「うわっ！」

　バランスを崩くずし、そのままふらのに向かって倒たおれこむような形になってしまう。

「へ？　へ？　ひゃああああっ⁉」

　普ふ段だんからは考えられない程ほど、甲かん高だかい声をあげるふらの。

「わ、悪い……って、え？」

　次の瞬間、顎あごにもの凄すごい衝しよう撃げきが走り──俺の意識は断たち切られた。
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　時を遡さかのぼる事少し。

　雪ゆき平ひらふらのは、一人甘草奏の家の周りをウロウロしていた。

（勢いでここまで来てみたはいいけど……チャイム押せないよ）

　ふらのは教室でのショコラの言動に、大いなる危機感を抱いだいていた。

　今までは飼い犬がじゃれつくように奏を慕したっていたショコラだが、コスプレコンパを境にして、明らかに態度が変わっていた。

　……あれは、明らかに恋こいをしている女の子の顔だ。自分自身がそうなのだから、間違い無い。

　そんな状態のショコラが奏と二人っきり……色々と悪い想像が頭をよぎり、夏休み初日を悶もん々もんと過ごしたふらのだったが、今日になり、もういても立ってもいられず、衝しよう動どう的にここまで来てしまっていた。

（こ、この際だから、夏休み前から言えなかった事、言っちゃおうかな……）

　七月三十一日に、この近くで行われるという夏祭り。ふらのは、それに奏を誘さそうのを今日の最終目標に決めた。

（一いつ緒しよにお祭り行けたら……楽しいだろうなあ）

　並んで歩く浴衣ゆかた姿の自分と奏を想像して、頰ほおを緩ゆるませるふらの。

　しかし、それにはまず奏の家に入らなければならない。それは分かっているのだが……どうにも決心がつかずかれこれ三十分程、ウロウロしている。これでは完全な不ふ審しん者だ。

　……もうそろそろ覚かく悟ごを決めよう。

「すう～、はあ～」

　念入りに深呼吸して、玄関の前に立つ。

「……だ、駄だ目めだあ～」

　しかし、どうしてもチャイムを押す事ができない。

（私って、なんでこうなんだろう……）

　再び自己嫌けん悪おに陥おちいり、うなだれていたその時──

「……え？」

「……へ？」

　急にドアが開いて、甘草奏が姿を現した。
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「うう……ん？」

　目が覚める。ここは……リビングか？　で、俺は布ふ団とんで寝てる？　何で？　一体誰がやってくれたんだ？　一いつ瞬しゆんにして様々な疑問が浮かんでくる。

　えー、最後の記き憶おくは……あ、そうだ、解熱剤を買いに行こうとしたら玄げん関かん先さきにふらのがいて──

「そうだ、ふらの」

　体を起こしてあたりを見回すと、キッチンの方で何やら音がした。

「ふら……の？」

「あら、起きたのね」

　ふらのが、淡たん々たんとした声と共に振ふり返る。

「悪いけど、勝手にエプロンを借りているわ」

　ふらのは、エプロンの前部分で手を拭ふきながら、俺の方まで歩いてきた。

「熱はもう大分下がっているみたいだけど、無理しないでそのまま寝ねていた方がいいわ」

「この布団……お前が敷しいてくれたのか？」

「ええ、さすがにあなたを背負って二階の部屋まで行くのは無理だったから、来客用らしき布団を使わせてもらったわ」

「それは助かったけど……あれ？」

　そこでもう一つの疑問が浮うかぶ。

「あのさ、一個聞いていいか？」

「何かしら？」

「俺、何で意識を失ってたんだ？」

　いくら熱が残っているとはいえ、いきなり気絶する程のものじゃなかったはずだ。少しふらついて、ふらのの方に倒れ込んでしまって……そこからの記憶が無い。

「……知らないわ」

「いや、知らないって、そんなはずないだろ」

「……」

　無言のまま睨にらみ付けてくるふらの。

「だってお前に向かって倒れ込んでからの記憶が──ふがっ」

　思いっきり頰を摑まれた。

「知・ら・な・い・わ」

「そ、そうですか……」

　怖こわい……どうやらこれ以上触ふれない方がよさそうだ。

「あと、顎が割れそうな程に痛いんだけど……」

「何か……言ったかしら？」

「……いえ」

　……これについても深く追つい及きゆうしない方がよさそうだ。

「あ、そういえば、洗せん濯たく物もの終わらせて、そこに畳たたんでおいたから」

「え？」

　見てみれば、リビングの隅すみの方に、畳まれた洗濯物がまとめて置いてあった。遠目からでも全く乱れがないのが分かる、きっちりとした畳み方だ。

「勝手に洗濯機を使っていいか迷ったんだけど、これだけいいお天気で何もしないのはもったいないから、やらせてもらったわ」

「な、なんか悪いな……」

「気にしないで。さすがに、病人を置いて帰る訳にはいかなかったし、その間の暇ひま潰つぶしだから」

　何でも無い事のように、淡々と話すふらの。というか、そんなに長い時間気を失ってたのか……体調のせい（最後のはちょっと違ちがう気がするけど）とはいえ、昨日からこんなんばっかりだな。

「それと、そろそろ目を覚ますかと思って、おかゆを作っている所だったの。ちょっと待っていてもらえるかしら」

　そう言って、再びキッチンの方へ向かっていった。

　待つ事数分、運ばれてきたのは食欲をそそる香かおりを放つ卵たまご粥がゆ。

「お前、家事とか得意なんだな」

「……いけないかしら」

「い、いや、そんな事はないけど」

　正直、教室での立ち振ふる舞まいからすると、こういう事、全くできないようなイメージだったんで、かなり意外だった。

「じゃ、いただきます」

「……どうぞ」

　レンゲで掬すくって口に運んだ。

「……うまい」

　それは、お世辞じゃなく、本当にうまかった。包み込むような卵の優やさしい口くち触ざわりに、ネギの食感のアクセント。醬しよう油ゆの香りも絶ぜつ妙みようで、病人食じゃなくて、普ふ通つうの料理としても食べたくなるような一品だった。

「……それはどうも」

　枕まくら元もとで正座しているふらのは、相変わらずの無表情だったが、鼻がぴくぴくと動きまくっている。これは……喜んでるのか？

「でもちょっと熱いな。もうちょっと冷ましてから食べるわ」

「あら、猫ねこ舌じたなのね」

「まあ、微び妙みようにそうかもしれないな」

　そのまま一回お盆ぼんに食器を置く。

「ん？　どうした？」

　そこでふらのが急にそわそわし出した。

「なんでもないわ」

　いや、足を思いっきりもじもじさせていて、どう見てもなんでもない感じじゃないんだけど……

「あの……その……」

　おかゆに視線を落とす。

「甘草君さえよければ『ふうふう』して食べさせてあげても……いいんだけど」

「え？　ふう何だって？」

「だから『ふうふう』してあげようかなって……」

「え？　悪い、もうちょっと大きい声で言ってもらえるか？」

「……ふうふう」

「え？　夫ふう婦ふ？」

「⁉」

　ふらのの顔が、瞬しゆん間かん的に真っ赤に染まる。

「ど、どうした？」

「な、なんでもないわ、この破は廉れん恥ちゲス野や郎ろう」

「なんで⁉」

　いきなりもの凄すごい勢いでディスられた。いや、普ふ段だんのあなたの方がよっぽど破廉恥だと思いますけど……

「……まあそれはいいや。ところでさ」

「何かしら？」

　まだ食べ終わっていないからなんだけど、ふらのがふざけまくると、機会を失うかもしれないから早めに言っておいた方がいいだろう。

「その……ありがとうな」

「……え？」

「いや、洗せん濯たくとか料理とか、この病やみ上がりの状態じゃ、満足にできなかっただろうからさ。いくら暇潰しとはいえ、ほんとに助かったよ」

「な、何を言っているのかしら。べ、別に私はその……やりたかったからやっただけというか、むしろご褒ほう美びというか……」

　後半はごにょごにょしてて、よく聞き取れなかったが、俺はもう一度、感謝の言葉と共に、笑え顔がおを向けた。

「ふらの、ありがとう」

「あ……う……」

　なぜか言葉を失い、下を向いてしまうふらの。なんだ？　別に変な事は言ってないと思うけど……

　そこで、別の疑問が頭をよぎる。

「あ、そうだ。ところでお前、なんで俺ん家ちの前にいたんだ？」

「⁉」

　その瞬間、ふらのの体が、びくん、と揺ゆれた。

　玄げん関かんのドアを開けたらその真ん前にいたんだから、目的地はこの家で間ま違ちがい無いだろう。

「……………………こほん」

　ふらのは、長い沈ちん黙もくの後顔を上げ、咳せき払ばらいをしてから、いつも通りの調子で口を開いた。

「玄関前に、引くほど大量の生ゴミをばらまいてやろうと思って」

「悪戯いたずらってレベルじゃねーぞ！」

「冗じよう談だんよ。本当は門もん扉ぴの突とつ起き物を人差し指の先せん端たんで圧あつして、鳴り響ひびく福ふく音いんを背に、脱だつ兎との如ごとく辞去するという神々の遊ゆう戯ぎをしようとしていたのよ」

「要はピンポンダッシュだな！」

「ピンポンダッシュの何がいけないのよ‼」

「何で逆ギレ⁉」

「じゃあ、何ダッシュだったらいいのかしら」

「は？　いや、何ダッシュとかそういう問題じゃ……」

「現金奪だつ取しゆ」

「普通に犯罪だ！」

「ノンタン脂あぶらギッシュ」

「怒おこられるぞお前⁉」

「ダンカンとダルビッシュ」

「お前もう言いたいだけだろ！」

「ダルビッシュはスタイリッシュ」

「ただのダジャレじゃねえか！」

「ダンカンはスタイリッシュじゃない」

「だから怒られるぞお前！」

「ボスの娘むすめはトリッシュ」

「スパイスガール！」

「頻ひん繁ぱんティッシュ」

「ただの花か粉ふん症しようの人じゃねえか！」

「花粉症？　違うわ、もっと卑ひ猥わいな用よう途とのつもりで言ったのよ」

「お前最低だな！」

　ひどい……いつもの事とはいえ、ふらののおふざけがひどい。

「今までのは全部冗談よ。本当は……あなたの家に来たかったの」

「……え？」

　不意打ちのようなそのセリフ。

　俺の顔を見み据すえたふらのは、真しん剣けんな表情をみせた。

「駄だ目めだったかしら？」

「い、いや、そんな事はないけど……」

　濡ぬれた目で見下ろしてくるふらの。

「あなたの家に来て……」

「俺の家に来て？」

　その表情が妙みように艶なまめかしかったんで、思わず息を吞のんでしまう俺。

　ふらのは、そんな俺の反応を確かめてから、ポケットから何かを取り出した。

「これを手に入れたかったのよ」

「……なんだそれ？」

　ふらのはすぐにそれを後ろ手に引っ込めてしまったんで、一体何だったのか、確かく認にんがとれなかった。

「時に甘草君、あなたの家のメインバンクはみすほ銀行で間違いないかしら？」

「あ、ああ。でも、それがどうしたんだ？」

　一いつ瞬しゆん、なんでふらのがそんな事を知ってるのかと思ったが、書類ボックスの上に、みすほからの書類が置いてあるので、知ってる事自体はさして不思議じゃないか。

　ふらのは、再び長方形の青い物体を体の前に持ってくる。

「その預金通帳がここにあるのだけれど」

「なんで⁉」

　ふらのの手にあったのは、みすほ銀行の青い通帳だった。

「た、簞たん笥すの二重底に隠かくしてあるのに一体どうやって……」

　その瞬間、ふらのの口の端はしが、にやりと歪ゆがんだ。

「ふ……ひっかかったわね」

「は？」

「これは、あなたが寝ねている間に私が捏ねつ造ぞうしたレプリカよ」

　よくよく見てみれば、ふらのの持っている物体は、ただの折り紙だった……先入観って恐おそろしいな。

「ふ……これで本物の場所はバレバレね」

「く……」

　……くだらない。こんな事の為ために、わざわざ手間をかけてレプリカを作ったのか。

　しかし、預金通帳を盗ぬすみに来たというのはさすがに冗談だろうし（そう思いたい）、ほんとに一体何しに来たんだろうな？

　そんな事を考えている内に、ふらのがまたもじもじしはじめた。

「あの……」

「どうした？」

「よければ……タオルで背中を拭ふいてあげましょうか？」

　そう言えば、じっとりと汗あせをかいている。

「俺、臭くさかったか？」

「いや、甘草君の匂においならなんでも……じゃなくて……ええ、くさやより臭いわ」

「マジでか！」

「冗談よ。腐くさったくさやより臭いわ」

「よけい臭くなってんじゃねえか！」

「それも冗談よ。実際は『閑かん職しよくに追いやられて心が腐った草くさ屋や課長（四十五）の加か齢れい臭しゆう』くらいの臭さね」

「もうよく分かりませんけど！」

　まあ程度はともかくとして、汗臭いのは間違いないよな……でも、ふらのに背中を拭いてもらうなんて恥はずかしすぎるから、断っ──




【選べ　①ふらのに背中を拭いてもらう　②ふらのに背中の皮を剝はいでもらう】




「大だい惨さん事じじゃねえか！」

「……いきなりどうしたの？」

「い、いや……何でもない」

　まあこれは、選せん択たく肢しで無む理り矢や理りやらせてる訳じゃなくて、本人からの提案を受け入れてるだけだから問題ないだろう。

「……悪いけど、拭いてもらえるか？」

「分かったわ」

　淡たん々たんとした調子で答え、キッチンに向かうふらの。

　そして数分後、タオルを手にして戻もどってくる。

「ん？　何で二つ？」

「この『普ふ通つうに温かいタオル』と『リアクション芸人も真っ青の激熱なタオル』どっちがいいのかしら？」

　……意味が分かりませんけど。片方ゴム手て袋ぶくろして持ってるし……そんなに熱いのかよ。

「いや、ふつうにあったかい方に決まってるだろ」

「え？……え？」

「いやリアクションおかしいだろ！」

　なんで、『やだちょっと信じらんない』みたいな顔してんだ……

「……つまらない男ね」

　なんでそこで蔑さげすまれなきゃならないんだよ……うんざりしながら上半身の服を脱ぬいだその瞬しゆん間かん──

「あっ……」

　ふらのが、『しまった』みたいな声をあげ──

「ぎゃああああああっ！」

　背中に、とんでもない熱さの物体が降ってきた。

「ぐああっ！」

　あまりの熱さに、その場でのたうち回る俺。

「……ごめんなさい、わざと手が滑すべったわ」

「なんだその日本語は！」

「冗談よ、本当に手が滑ってしまったのよ、ごめんなさい。ただ、私の今の心境は『ざまあ』だけれども」

「最後の言う必要ありますかね⁉」

　幸いにも、すぐに振ふり払はらったんで火傷やけどとかにはならなそうだった。

「……ふう、じゃあまずは自分で体拭くから、そっちの普通のタオル貸してくれ」

「え？　せ、背中以外は自分で拭いちゃうんだ……」

「え？」

「なんでもないわ……」

　微び妙みように不ふ機き嫌げんになってタオルを手て渡わたしてくるふらの……相変わらず、感情の変化するタイミングが分からない奴やつだな。




「……よし、こんなもんだろ」

　数分後、体を拭き終わる。

「……じゃあ、そろそろ始めるわよ」

　タオルを手に、準備万ばん端たんといった感じのふらの。というかこいつ、なんで背中なんか拭きたがるんだろう。

　また何かくだらない事をしようとしてるのかもしれないけど、選せん択たくしてしまった以上、逃のがれる術すべは無い。

「……どうかしら」

「あ、うん。大だい丈じよう夫ぶだ、気持ちいい」

　ふらのの力加減は丁度よく、非常に心地ここちよかった。

　予想に反して、別に変な事をするわけでもなく、優やさしい手つきで背中を拭いてくれている。まあ、さっきの激熱タオルが当たった部分はまだちょっとひりひりしてるけど。

「さっきも思ったけど……お前、こういう家庭的な事、得意なんだな」

　ぴく、とふらのの動きが止まった。

「……何か問題があるかしら」

「いや、教室でのお前を見てると、ちょっと意外だなって思って」

「や、やっぱりそういう風に思われてるんだ……」

　ふらのが何事かを呟つぶやくが、よく聞こえない。続いて俺も、何気なく言葉を漏もらした。

「ふらのってさ、案外いい嫁さんになりそうだよな」

「⁉」

　ふらのが息を吞む音が聞こえたと思った次の瞬間──

「ぎゃああああっ！」

　とんでもない勢いで背中をタオルで擦こすられる。

「お、およ、お嫁さんって！」

「いでええええええっ！」

「そ、それはつまりプ……プロ……プロポ──ッ！」

　何かを叫びながら背中を思いっきり擦りまくるふらのだが、俺自身のそれ以上の絶ぜつ叫きようにかき消されて、何を言っているか全然聞こえない。

「っはあっ！」

　なんとか転がって、摩ま擦さつ地じ獄ごくから抜ぬけ出した俺は、なぜだか鶏にわとりの物もの真似まねをしているふらのの肩かたを揺ゆすった。

「……おい、ふらの」

「け、けっこ……けっこ……けっこ！……はっ！」

　そこでようやく正気に戻った様子のふらのは、真っ赤に腫はれ上がっているであろう俺の背中をながめながら、淡々とした口調で、言い切った。

「……何をしているの、甘草君。背中の傷は、剣けん士しの恥はじよ」
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「全部アンタのせいですけど！」




【選べ　①「パイオツも拭いてくれないか」　②「尻しりも拭いてくれないか」】




「なんちゅうタイミングで出てくんだ！」

　思わず声を張り上げる。

「どうしたの？」

「い、いや、気にしないでくれ」

　……まあ別に、強制的に行動を操あやつるわけじゃなくて、セリフを言うだけだから、すぐに訂てい正せいすれば問題ないか……いや、問題なくはないよな。むしろ、問題しかない気がするけど、ここで貴重な拒きよ否ひ権けんを消費する訳にはいかない。

「し、尻も……ふ、拭いてくれないか」

「っ⁉……」

　無言のまま目を見開くふらの。そりゃ、いきなりこんな事言われたら驚おどろくのも当たり前だよな。早く訂正しないと。

「じ、冗じよう談だんだぞ冗談！　だからそんなに──」

「……やるわ」

「……は？」

「甘草君がしてほしいのなら……やるわ」

「あの……ふらのさん？」

「じゃあ……うつ伏ぶせになってもらおうかしら」

「い、いや、だから冗談だって──うわっ！」

　何かに取り憑つかれたようなふらのは、聞く耳を持っていなかった。強制的に転がされる俺。

「甘草君の……お尻……」

「よ、よせっ」

　ふらのの力はさほどでもないが、本調子じゃない俺は力が全然入らず、抵てい抗こうできない。

　その手が、ズボンのウエスト部分の縁ふちにかかる。

　ただのセリフだから、強制力がある訳ないんだけど、さっきも変な感じになってたし、何か妙みようなスイッチが入ってしまったのかもしれない。

「あ、ちょ、やめっ……ん？」

　そこで、ふらのの手が、ふっ、と緩ゆるんだ。

「はっ！　わ、私なんでこんな事……」

　我に返った様子のふらの。その眼前に広がるのは……俺の尻。

「き、きゃああああああっ！」

「ぎゃああああああああっ！」

　なんで背中擦るんだよ⁉




　その数分後。

「嫌きらわれた嫌われた嫌われた……うう、頭真っ白になって変な事しちゃった……絶対嫌われたよお」

　ふらのは部屋の隅すみで体育座りになって、何やら落ち込んでいた。

「お、おーい、ふらの」

　遠えん慮りよがちに声をかけてみると、もの凄すごい形相で振り返った。

「……何かしら」

「うっ……」

　怖こわい……まるで親の敵かたきでも見るような形相だった。

「わ、悪かったな、俺の冗談に付き合わせて」

「……え？」

　落ち着いて考えてみれば、ふらののあの態度はどう考えてもおかしい。尻を拭ふいてくれという悪質な冗談に乗ってくれたと考えるべきだろう。

「変な雰ふん囲い気きにならないように、わざわざあんな事したんだろ？」

「……こ、今回ばかりは鈍にぶくて助かった」

　なぜだか一いつ瞬しゆんだけほっとしたような表情を浮うかべたふらのは立ち上がり、俺の傍そばまで歩いてきた。

　そして、いつも通りの淡々とした口調で言う。

「まあ甘草君にしてはなかなかのジョークだったけど、お尻ではまだまだ手ぬるいわ。どうせならパイオツを拭いてくれ、くらい言うべきだったわね」

「エスパーか！」

「？」

　……いやまあ、偶ぐう然ぜんなのは分かってるけども。

「でもお前、いくら何でもこれはやり過ぎだろ……」

　真っ赤に腫れ上がっているであろう背中を見せる。

「ごめんなさい……今回だけは……今回だけは……今回だけは、ほんのちょっとだけ私が悪いわ」

「どんだけ自分正当化してんだ！　お前俺に対して今までどんだけひでえ事してると思ってんだ！」

「ごめんなさい……ほんとに」

「え？」

　ふらのは、不意打ちのように真しん剣けんな表情になり、消え入りそうな声で呟いた後、振り返って、キッチンの方へ歩いていってしまった。

　じ、冗談だったんだけど……

「……やっぱりあいつの心境はさっぱり分からないな」

　呟きながらその後ろ姿を見つめる。仮にふらのが将来結けつ婚こんするとして、よっぽど器うつわの大きい人じゃないと、あいつの旦だん那なは務まらないだろうな……どんな人か全然想像つかないけど。




「さて、洗い物も済んだわよ」

　エプロンを外したふらのが、枕まくら元もとに腰こしを下ろす。

　俺は、体を起こしてふらのに頭を下げた。

「ふらの、今日は本当に助かった」

「あら、随ずい分ぶんと水くさいわね。私達、互たがいに呪のろいのわら人形に釘くぎを打ち付け合っている仲じゃない」

「お前そんな事してたのか⁉」

「冗談よ。暇ひま潰つぶしって言ったでしょ。そんなに気にしなくていいわ」

「いやでも、ここまでしてもらって何も返さないって訳にも……俺に出来る事ないか？」

「出来る事……あ」

　そこで、何かを思いついたようなふらの。

「じ、じゃあ……あの……」

「どうした？　遠慮無く言ってくれ」

「い、一いつ緒しよに、おま……おまつりに……」

「おま？」

　どんどん尻すぼみになっていって後半が聞こえない。

「だ、だから……おま……おまつりに一緒に……」

「おま？」

「おま……お前を食べる為ためだよ」

　……何故なぜに赤ずきんちゃんの狼おおかみ？

「……つまりは、甘草君に死んでほしいという事ね」

「嫌いやですけど⁉」

　いや、遠慮無くとは言ったけど……無さ過ぎだろ。

　さすがにそれは本当の要望ではなかったらしく（当たり前だ）ふらのは、何かをもごもごと呟いた。

「おま……………………つり」

「おまつり？　ああ、お祭りか。それがどうしたんだ？」

「その……甘草君はどうせ暇ひますぎて、日がな一日ウォー○ーを探すくらいしかやる事がないんでしょうから……一緒に……行ってあげても……いいわよ」

　いや、さすがにもうちょっとやる事ありますけど……

「つまり、一緒にお祭りに行けばいいのか？」

「………………」

　無言のまま、こくりと頷うなずくふらの。そんなので今日の借りが返せるなら安いもんだ。

「分かった、じゃあそうしよう」

「あ、甘草君がそこまで言うならしょうがないわね……」

　その鼻が、ひくひくと動いていた。

「あ、でもショコラとも約束してるから一緒にだけど、それでもいいか？」

「──っ⁉」

　ふらのの顔が、瞬しゆん間かん的に引き攣つった。

「……それならいいわ」

「え？　なんで？」

「……ウォ○リーに食べられて死んでしまえばいいのに」

「なんか混ざってますけど⁉」

　な、なんでいきなりそんな不ふ機き嫌げんになるんだ？　ショコラとふらのってそんなに仲悪かったっけ。

「……それはそうと甘草君、あなたの体調、快復傾けい向こうにはあるようだけど、まだまだ全快というわけじゃないわ。もう少し眠ねむったらどうかしら」

「あ、ああ、それはそうかもしれないけど……でも何で急に？」

　ふらのは能面のような表情になっているが、その下に何かとてつもない怒いかりが潜ひそんでいるのは容易に見て取れた。

「甘草君の為を思って言っているのよ。起きていると、あなたの声と動きが不ふ愉ゆ快かいすぎて、永えい眠みんさせたくなるから」

「怖いんですけど！」

「今すぐ自分で寝ねるか、私に永眠させられるか選びなさい」

「だから怖いんですけど！」

「早く寝ないと、ウォーリ○全部に丸をつけるわよ」

「お前それ犯罪だからな！」

　……楽しいはずの夏休みに、『早く寝ないと殺す』とクラスメイトに脅おどされている……俺、なんか悪い事しただろうか？
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「すう……すう」

　奏がなんとか眠りについたのを確かく認にんし、ふらのは心の中で激しく嘆たん息そくした。

（は、はあああああああ……）

　せっかく……せっかく一緒に夏祭りにいく約束をとりつけたのに、先にショコラと約束していたとは。

　何とかそれらしき理由をつけて寝てもらったが、あれ以上本人と話していたら、泣いてしまったかもしれない。

（うう……やっぱショコラちゃんには敵かなわないのかな。かわいいし、何より一緒に住んでるし……ううん、人と比べる以前に私、甘草君に酷ひどい事しちゃったし）

　いつもの毒どく舌ぜつに加えて今日は、背中に火傷やけどを負わせるなど、物理的な被ひ害がいまで与あたえてしまっている。

（ごめんね……ごめんね、甘草君）

　どうしてこういう気持ちを素す直なおに伝えられないのかと思うのだが、奏本人を前にすると、どうしても素の自分を出す事ができない。

　焦あせらず、少しずつやっていこうと決めたとはいえ、これでは女の子として、あまりに駄だ目めすぎるんじゃないだろうか。

（でも、家事とかお料理が出来るって、知ってもらえたのはよかったかな……いいお嫁よめさんになるって言ってくれたし……嬉うれしい）

　勿もち論ろん、そこに、『奏』のという前提がついていない事は分かっていたが、それでも喜びを隠かくしきれないふらのだった。

　しばし、一人で悶もだえていたふらのは、改めて奏の寝ね顔がおをのぞき込む。

（……かわいいなあ）

　元から非常に顔立ちが整っており、どちらかといえば童顔傾向にある奏だが、安心して眠っている様は、更さらに年ねん齢れいがいくつか幼くなったように見えた。

（お、起こさないように……）

　軽く、頰ほおを人差し指でつついてみる。

「う……うん」

　その肌はだは、男子とは思えない程ほどに柔やわらかく、すべすべだった。

（き、気持ちいい～）

　にへら、と頰を緩ゆるませる。

（も、もうちょっと近くで顔見ようかな）

　ふらのが、奏に覆おおい被かぶさるような体勢で、顔を近づけた瞬間──

「奏さん、なおりましたかっ？　いっしょにおいしーものたべま──」

　いきなり聞こえてきた声に、びくりと体を震ふるわせたふらのの唇くちびるは、奏の頰に僅わずかに触ふれてしまった。

「あ……」

「え……？」

　部屋に入ってきたその声の主は、その様子を見て、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「シ、ショコラ……ちゃん」

「か、奏さんとふらのさんが……キスしてます」

「ち、違ちがっ……」

　愕がく然ぜんとした表情をみせるショコラ。

「奏さんが……奏さんが」

「ち、違うのショコラちゃん、こ、これはそんなんじゃなくて──」

「う……うん？」

　そして、最悪のタイミングで奏が目を覚ました。




　　　　[image: ]




　目が覚めると、そこには見慣れた金きん髪ぱつの少女がいた。

「お、ショコラ、お前も起きてきたのか……ん？」

　なんだ？　ショコラは呆然とした表情で立ち尽くしている。どうしたんだ？　こんなショコラの表情は初めて見るな。

　一方のふらのは顔面蒼そう白はくになっている……俺が寝てる間に何があったんだ？

「おいショコラ、どうしたんだ」

「か……か……」

「か？」

「奏さんの、すけべやろうですーっ！」

　言うが早いか、二階へと駆かけ上がっていってしまうショコラ。

「……え？」

　……意味が全く分からない。状じよう況きようを確認しようと、ふらのに向き直る。

「ふらの、一体何があったんだ？」

「え、ええ……何でもないわ」

「いやいや、さすがにこれで何でもないって事はないだろう？」

「……ちょっとした事故があっただけよ」

「事故？　事故ってなんだ？」

「……なんでもいいじゃない」

「いや、お前、顔面蒼白だし、なんでもよくないだろ」

　なにか体調にかかわる事があったんなら、ここは多少強ごう引いんにでも聞き出さなければならない。少し強めに言うと、ふらのはおずおずと口を開いた。

「そ、その……私が甘草君に、キ……キ……」

「キ？」

「キ……キ……」

「キ？」

　ふらのの声が、どんどんと消え入りそうになっていくんで、聞き漏もらすまいと、身を乗り出す俺。そこで──




【選べ　①ふらのに鱚きすとキスさせられた挙げ句、一いつ緒しよに海に突つき落とされる　②ふらのに大だい子こさんとキスさせられた挙げ句、一緒に海に突き落とされる】




「選べるか！……って、うわわっ！」

　無理な体勢のまま声を張り上げたのが良くなかった。バランスを崩くずした俺は、足を滑すべらせ──

　ま、まずい！　この角度だと、ふらのの顔に、俺の顔がぶつか──

「きゃあああああああああああああっ‼」

　ふらのの、この世の終わりかと思うような絶ぜつ叫きようと共に、俺の意識は断たち切られた。







　幕間　ある可能性の話２　α
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「チュッ……ん……チュッ……」

　とある漁船の上。

「チュッ……あ……チュッ……」

　甲かん板ぱんで後ろ手に縛しばられ、延々鱚とキスさせられ続ける俺。

「や、やめろふらの……なんで急にこんな真似まね──ん、チュッ……」

　ふらのは手に鱚を握にぎったまま、淡たん々たんと告げた。

「ごめんなさい、急にあなたを『鱚とキスさせた後、海に突き落としたい』衝しよう動どうに駆られてしまったのよ」

「どんな衝動だ！」

　ふらのの目は虚うつろで全く生気が感じられない。だ、駄目だ……これは選せん択たく肢しによって完全に行動を操あやつられている。

「さて……そろそろお別れね」

「え？　いや、ちょっと待っ──」

　そのまま船の縁へりまで転がされていく俺。

「お、おい冗じよう談だんだろ……」

　握った鱚を先に海に投げ込んだふらのは、無情にも最後の一転がしを決行した。

「さようなら」

「う、うわああああああっ！」

　暗い海うな原ばらへと落ちる直前、微かすかにふらのの声が聞こえた気がした。

「ほんとは……私があなたと……したかったのに」







　幕間　ある可能性の話２　β


[image: ]






「チュッ……ん……チュッ……」

　とある漁船の上。

「チュッ……あ……チュッ……」

　甲板で後ろ手に縛られ、延々大だい子こさんとキスさせられ続ける俺。

「や、やめろふらの……なんで急にこんな真似──ん、チュッ……」

　ふらのは気絶した大子さんを抱かかえたまま、淡々と告げた。

「ごめんなさい、急にあなたを『大子さんとキスさせた後、海に突き落としたい』衝動に駆られてしまったのよ」

「どんな衝動だ！」

　ふらのの目は虚ろで全く生気が感じられない。だ、駄目だ……これは選択肢によって完全に行動を操られている。

「さて……そろそろお別れね」

「え？　いや、ちょっと待っ──」

　そのまま船の縁まで転がされていく俺と大子さん。

「お、おい冗談だろ……」

　気を失ったままの大子さんを先に海に投げ込んだふらのは、無情にも最後の一転がしを決行した。

「さようなら」

「う、うわああああああっ！」

　暗い海原へと落ちる直前、先に落ちた大子さんが、水面から顔を覗のぞかせた。

「安心して奏ちゃん。私、アザラシとトドに知り合いがいるから」

　どんなコネだ！







　第三章　下半身と受けと尻
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　　　　１




　ショコラがおかしい。

「ショコラ、どうしたんだ？」

「……なんでもありません」

　そう答えるショコラのほっぺが、ぷくーっと膨ふくらんでいた。

「お前……それでなんもないって事はないだろ」

「しつこいです、なんでもありませんっ」




　今日の朝、目を覚ました俺は布ふ団とんに寝ねかせられていた。おそらくは、ふらのに倒たおれ込もうとして殴なぐられ（顎あごが死ぬほど痛い）、気を失ってしまったんだろう。

　まあそれはいい（よくはないんだけど）として、問題は昨日俺が寝ている間にあった出来事だ。

「ぷいっ、です」

　ふらのに電話してみても出ないし、答えを知っているであろうもう一人はこの有り様だ。

「おい、何か気に入らない事があるなら、はっきり言ってくれ」

「ですからなんでもないです………………………………でもこのごはんはおいしいです」

　むくれたまま、いつもと何ら変わりないペースで食事をぱくついていた。

「そっか、そりゃよかった。おかわりいるか？」

「はい、ほしいですっ」

「ほい。そんで、何怒おこってるんだ？」

「それは奏かなでさんとふ──はっ⁉」

　慌あわてて口をおさえるショコラ。惜おしい、あと少しだったのに……

「だ、だましましたね」

「いや、騙だましたっていうか……」

「ゆるせません、なんというこうかつな……」

「いや、お前が単純すぎるだけだろ……」

「言いわけしないでください。わたしはその……あの……ぷりぷりしてますっ」

　何にも思い浮うかばなかったのか、非常に頭の悪い表現をするショコラ。

「そっか。じゃあ俺の事嫌きらいになったんだな」

「だいすきですっ──はっ⁉」

　慌てて口をおさえる。

「さ、さっきからきたないですっ。か、奏さんがこんなにひれつな人だとは思っていませんでした」

「いや、卑ひ劣れつってお前……」

「もうしりませんっ」

　ぷい、と横を向いてむくれるショコラ。

「しょうがないな……」

　これ以上聞いてもどうにもならない感じなんで、しばらく放置する事にした。

　双そう方ほう、無言のまま食事が続く事数分、

「…………」

　ショコラが茶ちや碗わんを載のせた手をそっと差し出した。

「その手はなんだ？」

「う……その」

　ショコラは非常にか細い声で呟つぶやいた。

「……おかわりほしいです」

　怒いかりよりも食しよく欲よくが勝まさる所は非常にショコラらしい。

「…………」

「……あの」

　これを利用しない手はなかった。少しかわいそうかとも思ったが、わざと無視を決め込む事にする。

「…………」

「奏さん、おかわり……」

　少し目を潤うるませながら、物欲しそうな視線を向けてくる。思わずよそってしまいそうになるが……駄だ目めだ、もう少し我が慢まんだ。

「…………」

「……おかわり……ください」

　よし、溜ためとしてはこの辺で十分だろう。

　おかわりを対価に、なんとか昨日の事を聞き出して──

　ぐるうううううう。

　そのタイミングで、ショコラの腹の虫が思いっきり鳴った。

「ぷっ、ははははっ！」

　我慢できずに吹ふき出してしまう俺。

　ショコラは俺を、きっ、と睨にらみつけた。

「な、なんですか、人がしんけんにおこっているのに、なんで笑うんですかっ」

「ああ、いや、悪い悪い」

「ぜ、ぜんぜんわるいと思っていない言いかたですっ」

　うん、まあその通りなんだからしょうがない。

「分かりますかっ、わたしはその……あの……とてもぷんすかしていますっ」

　……ボキャブラリーもうちょっとどうにかならんのか。

　おかわり作戦が失敗したんで、別の方向から攻せめる事にする。

「そっか、じゃあ俺の事、嫌いになったんだな」

「だいすきですっ──はっ⁉」

　思い出したように口をおさえる。

　……ショコラさん、あなたに学習能力というものは存在しないんでしょうか。

「もうっ、もーっ！」

　手をぶんぶんと振ふって、じたばたと悔くやしがるショコラ。

「わたしが奏さんの事きらいになるわけないじゃないですか……でも……でも……」

「でも？」

　ショコラは俺の顔を見み据すえた。

「奏さんの……奏さんの……ばかーっ！　ですっ」

　茶碗を置いて、すごい勢いでリビングを出て行ってしまった。

「なんのこっちゃ……」

　まったくもって、何がなんだか全然分からない。

　反はん抗こう期きの子を持った親って、こんな感じなんだろうか。




　そしてその日の午後。

「じーっ」

　背後から明らかに視線を感じる。

　しかし、振り返ると──

「ぷいっ」

　顔を逸そらしてしまう。首をかしげた俺がまたテレビの方に視線を向けると──

「じーっ」

　これの繰くり返しだった。原因不明の不ふ機き嫌げんは時間が経たてばおさまるかと思ってたけど、全くそんな気配がない。それどころか、悪化しているようにさえ見える。

「じーっ」

　……とりあえず、擬ぎ音おんを口に出して言うのはバカっぽいからやめた方がいいと思う。

「ショコラ、言いたい事があるんならはっきり言ってくれよ」

「いいたい事？　いったいなんのはなしでしょうか」

「いやお前、さっきからずっと俺の事睨んでるだろうが」

「じいしきかじょうです。奏さんの事なんて、なんとも思ってないですっ……たいちょうがよくなったみたいでよかったとか、これっぽっちも思っていません」

　思ってるのか……

「何とも思ってないなら、そんなにむくれるなよ」

「むくれてないですっ」

　言いながら、頰ほおを思いっきりぷくっと膨らませている。

「ふーん」

　俺はショコラの傍そばまで寄っていき、膨らんだそのほっぺを指でつついた。

「あうっ」

　ぷしゅー、と息を吹き出して、軽くよろけるショコラ。

「こ、こらーっ」

　なんだそのぎこちない怒り方は……慣れてない奴やつが無理して怒るとこうなるのか。

「ああ、悪い悪い」

　そういって、頭を撫なでてやる。

「えへへ……はっ⁉」

　満面の笑えみを浮かべた後、ばっ、と一歩後ずさるショコラ。

「な、なにしてるんですかっ。あたまなんかなでられたら、うれしいにきまってるじゃないですかっ」

「嬉うれしいんならいいんじゃないか？」

「あ、そうですねっ……じゃなくてっ！　わたしは今、ぷんすかしてるんですーっ！」

　……扱あつかいやすいんだか、そうじゃないんだか。どっちにしろ、このままじゃ埒らちが明かないな。しょうがない、俺が折れるとするか。

「ショコラ、本当に全く見当がつかないんだ。俺が何か悪い事したんなら謝るから、教えてくれないか？」

　ショコラの顔が、一いつ瞬しゆんにして後ろめたさを帯びる。

「う……そ、そんなたいどをとられたら、わたしがひとりで勝手にむくれているだけなのが、めだってしまうじゃないですか……」

　やっぱり自覚あるんだな……

「とにかく、何が気に入らなかったのか、教えてくれ」

「そ、そこまで言うんなら、おしえてあげましょう」

　ショコラは、言いづらそうに、おずおずと口を開いた。

「その……奏さんはきのう、ふらのさんと……」

「ふらのがどうしたんだ？」

　まあ、ふらのの様子もおかしかったし、そこに何かあるのは間ま違ちがいないだろう。

「奏さんとふらのさんが……その……き、き……」

「き？」

　なんか、ふらのも昨日、同じ感じで何かを言いかけてたよな。

「うう……」

　どうしても続きを言う事ができないショコラは、大きく深呼吸をした。

「あの……きのう、ふらのさんとしてたのとおなじ事、してほしいです……」

「同じ事？」

　だからそう言われても、何をしてたのか言ってもらわないと、どうしようもないんだけどな。

　えー、俺とふらのがした事で、ショコラが怒おこりそうな事は……

「ああ、あれの事か」

　思い当たる節が一つあった。

「んじゃ、ちょっと準備するな」

「え、ええっ！　ほ、ほんとにするんですか？」

　びっくりしたように身を引くショコラ。

「いや、お前がやれって言ったんだろ……」

「そ、それはそうなんですが……」

「じゃあ、十分くらい待っててくれ」

「十分？　あ、ああ、そうですね。こころのじゅんびで、そのくらいはひつようですよね」

　よく分からない事を呟くショコラを置いて、準備の為ために席を立つ。

　そして、十分後。

「お待たせ、準備できたぞ……ん？」

　何故なぜか、ソファーに座って、目をつむっているショコラ……この状態でずっと待機してたのか？　なぜだか顔も赤いし、いまいち心境が分からない。

「い、いつでもどーぞっ！」

　なんでそんなに気合い入ってるんだかも分からないが、これで機き嫌げんが直るんなら、それでよしとしよう。

「よし、ちょっとだけ口開けてくれ」

「は、はいっ……あの……やさしくお願いします」

　優やさしく？　どういう事だ？　ゆっくりやれって事か？　いまいち分からなかったが、俺は、ショコラの口の中に、それをそっと滑すべり込ませた。

「んぐっ？」

　瞬しゆん間かん、ショコラがびっくりしたような声をあげて、目を開ける。

「……これはなんですか」

「何って、卵たまご粥がゆだけど？」

「…………」

　ショコラの顔から、一瞬にして赤みが引いていった。

　あれ？　何か間違ったか？　てっきり、俺がショコラをさしおいてうまい卵粥を食べてたのが気に入らなかったんだと思って、今、急いで作って来たんだけど……あ、でも落ち着いて考えてみれば、ショコラが目もく撃げきしたのはその場面じゃないよな。

「いや、お前が怒るなんて、食べ物の事しかないかと……」

「か、奏さんの……奏さんの……」

　再び紅潮していくショコラの顔面。

「ばかーっ、ですっ！」

　少し涙なみだ目めになりながら二階に駆かけ上がっていくショコラ。

「お、おい……」

　そのまま一人取り残される俺。

　そんな、理由も分からず馬ば鹿かって言われても──






【選べ　①馬と鹿しかが出現、ひたすら舐なめ回される

　　　　②馬と鹿が出現、ひたすら嚙かみ倒たおされる

　　　　③馬と象が出現、ひらすら踏ふみ倒される】








　……馬鹿なの？　小学生なの？　ただのダジャレじゃん。②とか下手へたしたら死にますよね？　③とか確実に死にますよね？

　まあ文句を言っても、出てしまった選せん択たく肢しはもうどうしようもない。

　とりあえず状じよう況きようを整理するか。

　今日が二十五日だから、ミッションの残り日数は後六日。拒きよ否ひ権けんは残り六回。最低一回は残さなきゃいけないから、使えるのは後五回……当然こんな所で使ってしまう訳にはいかない。

　ビクビクしながら①を選んだ次の瞬間──

「馬でかっ！　鹿も意外にでかっ！」

　マジで馬と鹿が甘あま草くさ家のリビングに出現していた……物理法則どこ行った。

「「ハッ！……ハッ！」」

　ちょっとこの人ら超ちよう鼻息荒あらいんですけど……

　俺を挟はさみ込むように寄ってくる馬と鹿。

「い、いや落ち着こうキミタチ。こっちにも心の準備ってもんが……」

「「ハッ‼……ハッ‼」」

　やだこの人達荒あらぶりすぎぃ……だ、駄だ目めだ、もう覚かく悟ごを決めるしかない。

「お、お手て柔やわらかに願いま──うあっ、ちょっ、待っ……ああああああああっ」




　……二人共、相当なテクニシャンでした。







　そして、次の日の朝。

「うう……まだ全身ベトベトしてる気がする……」

　昨日の後こう遺い症しように悩なやまされながら、リビングに降りて来ると──

「ん？」

　何やらテーブルの上に書き置きがあった。




《さがさないでください……奏さんのばか》




「なんじゃこら？」

　普ふ通つうに考えると、家出する時の書き置きなんだけど……

「？」

　裏にも何か書いてあるのが透すけて見えたので、めくってみる。




《でもほんとうはさがしてほしいです……しょうてんがいあたりを》




「……何考えてんだ、あいつは」

　結局、むくれている原因も全然分からずじまいだったし。

　……まったくしょうがないな。体調もほぼ元に戻もどった事だし、数日ぶりに外に出るとするか。




　　　　２




「ふいー」

　やっぱり久しぶりの外は気持ちよく、思わずどっかの魔ま法ほう使つかいみたいな声が漏もれてしまった。うだるような暑さだけど、何日も外出できなかった反動か、それすらも心地ここちよく感じられる。

「さて、どうするかな……」

　ショコラを捜さがすといっても、特にあてがあるわけじゃない。まあ、あいつの事だから腹減ったら帰ってくるだろうから、そんなに真しん剣けんになる必要もないだろうけど。

「ん？」

　商店街を少し進んだ所で、何やら人だかりができていた。

「きゃーっ！」「かわいーっ！」

　覗のぞいてみれば、何かの着ぐるみに、子供達が群がっていた。何か、簡単なイベントみたいな事が行われているらしい。

　あ、このキャラは知ってるぞ。たしか……キレたぬ君だったか。

　タヌキがモチーフのその愛らしい見た目に反して、言葉は乱暴、思想は過激、すぐに手が出る、という三さん拍びよう子しが揃そろったなんとも物ぶつ騒そうなキャラだった。具体的にどういう感じかというと──

『見てんじゃねえぞコラ！』

『気安く頭撫なでんなテメエ！』

『殴なぐられてえのかアア？』

　このように、常に何かにキレている、という意味不明な設定のキレたぬ君。にこやかな表情のままで言っているので余計にシュールだ。それに対する子供達の反応は──

「きゃーっ！」「かわいーっ！」

　……かわいいか、これ？　なんでもそのギャップが萌もえるらしいけど……最近の子のセンスはよく分からない。

　まあキレたぬ君の可愛かわいさの是ぜ非ひに関してはどうでもいいとして……ちょっと確かく認にんしておかなきゃならない事がある。

　俺は、キレたぬ君に近付いていって、後ろからそっと声をかけた。

「……先生、何やってるんですか？」

　それに反応したキレたぬ君は、こっちに向き直った。

『ん？　お、甘草か』

　……やっぱり宴うたげ先生だったか。

　ボイスチェンジャーで、やたらに高く声を加工してるけども、あの柄がらの悪い喋しやべり方を聞き間ま違ちがえるはずがない。

「お前、なんでこんなとこにいるんだ？」

　子供達に聞こえないよう、ちっちゃく素すの声で話してくる宴先生。

「いや、なんでってここ、家の近くですから。先生こそ何やってるんですか？」

　再び同じ質問を投げる。

「ボランティアだ」

「は？」

「さっき、調子に乗ってたヤンキーをシメてたら、声掛かけられてな。用意してた中の奴やつより断然キレたぬ君らしいから、イベントに協力してくれないか、ってな」

　そんなスカウトがあるのか……まあ俺も違ちがう着ぐるみには入った事あるけど。

「それで、承しよう諾だくしたんですか」

「ああ。ガキ共の笑え顔がおを見るのは、何よりも楽しいからな」

「……先生、なに先生みたいな事言ってるんですか？」

「……テメエ喧けん嘩か売ってんのか？」

「す、すみません……ちょっとイメージと違ったもんで……先生、子供好きなんですね」

「ああ、将来は三人は欲し……って何言わせんだコラァ！」

「あんたが勝手に言ったんでしょうが！」

「キレたぬ君、どうしたのー？」「そのお兄ちゃん、だれー？」

　不思議そうな視線を俺達に向ける子供達。

「おっとやべえやべえ」

「俺、そろそろ離はなれますね」

「……ちょっと待て。お前、この際だから協力しろ」

「協力？」

　キレたぬ君はこく、と頷うなずいて、子供達に向き直り、ボイスチェンジャーを通して声を張り上げる。

『いいか、お前ら。今からいいもん見せてやる』

「えーっ」「なになにー？」

　そして、俺をすっ、と指差す。

『今からこの野や郎ろうを血祭りにあげる』

　……え？　ちょっと何言ってるのこのタヌキ？

　全く意味が分からない俺だったが、子供達の反応は──

「きゃーっ！」「かわいーっ！」

　……いや、君らちょっと感性おかしいですよ。

「甘草、このキレたぬ君の必ひつ殺さつ技わざ知ってるか？」

　再び肉声で囁ささやいてくる先生。

「いや、知りませんけど……」

「思いっきり腹殴って、こみ上げてきた吐と瀉しや物を、喉のどを絞しめあげて、強制的に体内に戻すってコンボだ」

「エグすぎるだろ！」

「って事で、覚悟しろや」

「は？　え、いや、ちょ、ちょっと待っ──」

『キレたぬブローッ！』

「ごふうっ！」

　キレたぬ君のその拳こぶしが、深々と俺の腹に突つき刺ささった。

「きゃーっ！」「かわいーっ！」

　どこがだよ！

　続いてキレたぬ君は、俺の首を摑つかみ、思いっきり絞めあげた。

『キレたぬチョークッ！』

「ぐえええっ！」

「きゃーっ！」「かわいーっ！」

　お前ら目が腐くさってんのか！

「げ、げほっ……げほっ」

　たまらずかがみ込んでむせる俺。

「悪わりぃ甘草、加減しすぎて吐瀉物が出なかったよな」

「謝るとこ間違ってるから！」

　俺は、ふらふらになりながら立ち上がった。

「な、なんで俺がこんな目に──」






【選べ　①キレたぬ君の頭を撫でる　子供達「きゃーっ！」「かわいーっ！」

　　　　②下半身を出す　　　　　　子供達「きゃーっ！」「かわいーっ！」

　　　　③バント職人の真似まねをする　子供達「きゃーっ！」「川相かわいーっ！」】








　②とか馬ば鹿かにしてんのか！　かわいくないわ！　むしろグロいわ！　子供とか泣いちゃうわ！……ごめんなさい噓うそつきましたどっちかというとかわいい部類かもしれないです。③もお前……今の子達は川相とか知らないだろ。俺は大好きだけどね。いぶし銀最高。

　しかし珍めずらしく、どっちを選んでも大して害にならなそうなものが二つある。まあここはより無難な方を選んどいた方がいいよな。

　後ろから、キレたぬ君の頭を撫でる。

「きゃーっ！」「かわいーっ！」

　選せん択たく肢し通り、もの凄すごく嬉うれしそうなリアクションを取る子供達。そうそう、こういうのが普通の反応だよな。

　宴先生も満足しているような雰ふん囲い気きが、なんとなく着ぐるみ越ごしに伝わってきた。

「甘草、いくらガキ共の笑顔の為ためとはいえ、さっきはいきなり殴ったり絞めたりして悪かっ──」

「あっ……」

　いきなり振ふり向いたもんだから、頭を撫でていた俺の手が滑すべってしまい……それがキレたぬ君の胸の部分に触ふれる。

「う……」

　伝わってきたのは、僅わずかな、本当に僅かな膨ふくらみの感かん触しよく……それはつまり……

「せ、先生、こ、これは不ふ可か抗こう力りよくで……」

「…………」

　無言のまま体をぷるぷると震ふるわせ、俺に一歩歩み寄るキレたぬ君。な、なんかドス黒いオーラ出てますけど……これは………………殺気？

「死に……さらせええええええっ！」

「うぎゃああああっ！」

　ちょっ！……痛！っ……ぐえっ！……ひいっ！……か、顔は止やめっ……痛っ‼……へぶっ！……も、もう許し……い、意識が……

「きゃーっ！」「かわいーっ！」

　お前らいい加減にしろ！




　　　　３




　家出を敢かん行こうしたショコラは、頰ほおを膨らませながら商店街を歩いていた。

「まったく、奏さんは……まったく……もーっ、ですっ！」

　何か悪口を言いたかったのだが、うまい言葉がみつからず、唸うなる事しかできない。

　そこからしばらくの間、ぷんすかしていたショコラだったが……

「やっぱりわたしでは、奏さんに好きになってもらえないんでしょうか……」

　怒いかりという慣れない感情は持続せず、すぐに気持ちが萎しぼんできた。

「わたし、やっぱりひとりで勝手にやきもちやいてるだけです……」

　ショコラが奏を好きであるように、奏が誰だれを好きになろうと、それは本人の勝手だ。

「でも……でも……ううう～、ですっ！」

　奏とふらのがキスしている場面を想像すると、胸が締しめつけられて、いたたまれない気持ちになってくる。

「こいするおとめはつらいです……」

　奏を好きだという気持ちと、奏を許せないという気持ちがせめぎ合った結果、ショコラの脳が導き出した結論は──

「やっぱり……奏さんにあいたいです」

　ショコラはくるりと振り返り、奏の姿を捜さがし始めた。




　　　　４




「ひ、酷ひどい目にあった……」

　若じやつ干かん足を引きずりながら商店街を歩く。

　そういえば、キレたぬ君（宴先生）に殴なぐられ、意識が朦もう朧ろうとする中、『もうお嫁よめに行けない』というやたらにかわいらしい声がどこかから聞こえて来た気がしたんだが、あれは一体何だったんだろう？

　まあいいや、気を取り直してショコラを捜そう。

　しかし。




「………………いないな」

　うだるような暑さの中（心地ここちよく感じたのは最初だけだった）、しばらく歩いてみても、その姿が全く見あたらない。自分で書き置きを残したからには商店街のどこかにいるんだろうけど……そこで、ふと思う。これ、捜す必要あるのか？

　俺が何かショコラに酷い事をしてしまって、それで飛び出してった、とかならともかく、勝手にむくれて勝手に家出した奴を、この炎えん天てん下かの中……俺が気付かない間に何かしてしまった可能性はあるけど、それにしたって理由を教えてもらわなきゃ、謝る事もできない。

　さっきも思ったけど、腹減ったら戻もどってくるだろうし、家で待ってた方が──

「あ、奏っちだっ！」

　聞き慣れた声がして、そちらに向き直ると、そこには謳おう歌かの姿があった。

　ダッシュで傍そばまで寄ってくる謳歌。

「どうしたんだ、こんな所で？」

「今ちょうど、奏っちの家に遊びに行こうと思ってたんだっ！」

「俺の家に？」

「へへ、ちょっとお願いしたい事があったからさ」

「お前からお願いってなんか嫌いやな予感しかしないな……ん？　どうしたんだその髪かみ？」

　会話の途と中ちゆうでふと気付く。謳歌は、ストレートのいつもとは違ちがい、髪を束ねてポニーテールにしていた。

「ああこれ？　ヒカルっちが、たまには違う髪形にしましょう、ってやってくれたんだ」

「ヒカルっち？」

「うん、うちのメイドさんで、あたしの教育係の人」

　謳歌の教育係か……想像しただけで胃が痛くなってくる。俺だったらどんなに給料が高くてもやりたくないな。

「どうどう、変じゃないかな？」

「あ、ああ、似合ってると思うぞ」

「ほんとに？　ありがとっ！」

　謳歌は嬉しそうに、その場でくるり、と回ってみせた。それを追うように、髪の束も綺き麗れいな弧こを描えがいていく。活動的な謳歌には、ぴったりの髪形かもしれないな。

「あ、ちょっと話が逸それちゃったね。そのお願いなんだけど……」

　少し恥はずかしそうに口ごもる謳歌。何か言い辛づらい事なんだろうか。

「どした？」

「うん……今月の最後にあるお祭り……一いつ緒しよに行かない？」

「祭り？　お前もか」

「え？……お前もか、って？」

「ああ、一昨日おととい、ふらのにも同じ事言われたからさ」

「ふ、ふらのっちにも？」

　なぜか、謳歌の顔が一いつ瞬しゆんにして曇くもる。

「ああ。でもすぐに、やっぱりいいとか言い出したから、無しになったんだけどな」

「あ、ああ……そうなんだ」

　少しほっとしたような表情をみせる謳歌。

「それで……どうかな？」

「え？　ああ、行くのは全然構わないぞ」

「やったーっ」

　謳歌の顔が、ぱっと輝かがやく。子供みたいに純じゆん粋すいな喜び方だった。

「あ、ショコラも一緒だけどいいか？」

「……え？」

　その瞬間、謳歌の表情が固まった。

「ふらのよりも前に約束しててさ。ふらのはそれ聞いたら、やっぱりいい、って言い出したんだよなー」

「……奏っち、それ、ショコラっちに、他ほかにも誰か来るかも、って言ってある？」

「いや？　でもみんなで行った方が絶対楽しいし、何か問題あるか？」

「…………」

　俺のそのセリフを受けた謳歌は、ちょっと固まった後、ぎこちない笑えみをみせた。

「あ、あはは、ご、ごめんね。やっぱりあたしもいいや……」

　どういう事だ？　ふらのもそうだったが、何でショコラと一緒なのを嫌がるんだろう。

「ショコラと何かあったのか？」

「あたしとショコラっちが……どうこうじゃないんだけどね……」

　よく分からないが、謳歌のテンションが明らかに急降下していってる。

「か、奏っち。あたし、ちょっと用事があるから……帰るね」

「は？」

　そのまま振り返って、がっくりと肩かたを落とし、歩き出す謳歌。用事って……今からうちに来る予定だったとか言ってなかったっけ？

「謳歌、ちょっと待て」

　寄っていって、その肩を摑つかむ。

「……どしたの？」

「いやお前、そんな顔されて、はいさよならって訳にいかないだろ」

「そんな顔……あたし、そんなに落ち込んでるように見える？」

「ああ、これでもかってくらいに……お前、そんなに祭りに行きたかったのか？」

「う、うん……まあその……お祭りがどうっていうより……奏っちと一緒に……遊びたいなって……」

　遊びたい……そんなのいつもやってる気がするし、なんでそこにショコラがいちゃいけないんだか分からないけど、ここまで落ち込むという事は何か、本人にしか分からない事情があるのかもしれない。

「じゃあ、今からちょっと遊ぶか？」

「……え？　いいの？」

「ああ、ちょうど商店街、ぶらついてたとこだったしな」

　まあほんとは帰ろうかと思ってたんだけど、この状態の謳歌をほっとく訳にいかないしな。

「……二人で？」

「まあ、そうなるよな」

「やったーっ‼」

　謳歌は、再び子供みたいな純粋な笑顔をみせた。




　謳歌と二人並んで、商店街を歩く。

「ふんふ～ん」

「ご機き嫌げんだな」

　先さき程ほどまでとは一転して、満面の笑みを浮うかべる。

「だって、奏っちと遊べるの嬉うれしいんだもんっ」

「う……」

　夏の日差しを思いっきり受けた謳歌のその笑顔はものすごい眩まぶしくて……俺は思わず目を逸らしてしまった。

「どしたの？　奏っち」

「いや……お前って、なんか夏が似合うよな」

「あはは、ありがとっ！」

　屈くつ託たくのない笑みを浮かべる謳歌。そこには、健康的な魅み力りよくとはまた別の、何か妙みような色気も混ざっていて……やっぱりこいつ、何か変わったよな。

「あ、そう言えば奏っち」

「どうした？」

「この前の模も擬ぎデートでさ、あたしが奏っちを踏ふんだ事あったよね」

「ああ、あったな……」

　あれは無理して大人ぶってもいい事がない、って事を伝えたかっただけなんだけど……まあそれは伝わったけど、方法に大分問題があったよな……

「あれ以来さ……」

　目をキラキラと輝かせながら俺を見み据すえる謳歌。

「あたし、人が痛がってるのとか苦しんでるの見ると、ドキドキするようになっちゃった」

「……は？　なんて？」

　……ちょっと何言ってるか分かんない。

「あたし、人が痛がってるのとか苦しんでるの見ると、ドキドキするようになっちゃった」

「ちょっとこの人何言ってんの⁉」

[image: ]

　綺麗に言い直されても、何言ってるか分かんなかった。

「後ね、バラエティで、蠟ろう燭そくとか垂らされたり、熱湯に落ちてヒーヒー言ってるの見ると、ワクワクするんだっ！」

「それ遠足前の小学生みたいな表情で言うセリフじゃねえから！」

　ヤバい……教室でもちょっと心配になったけど、これ完全にヤバい方向に目覚めちゃってるだろ。

「待て待て待て、ちょっと落ち着こうか、謳歌さん」

「ん？」

「あのな……個人の嗜し好こうに口を出す気はないけど、それはあまりよろしくない事だから、何とかした方がいいと思うぞ」

「え、でもお母さんに話したら喜んでお赤飯炊たいてくれたよ？」

「どんな反応だ！」

「その後、『早さつ速そくちょっと踏んでみてくれないかしら』って言われた」

「おかしいだろ！」

「そんでね、あたしがお母さんを踏んでる所、お父さんが指咥くわえて羨うらやましそうに見てたよ」

「駄だ目めだここの家もう手て遅おくれだ！」

　……天下のＵユーＯオーＧジーの社長一家は、とんでもない事になっていた。

「つまり奏っちの事、踏んでいい？」

「接続詞の使い方おかしいですけど！」

「ところで奏っちの事、踏んでいい？」

「閑かん話わ休きゆう題だいってレベルじゃねーぞ！」

「すべからく奏っちの事、踏んでいい？」

「お前もう言いたいだけだろ！」

「だいじょーぶ。本気で酷ひどい事するのはあたしも好きじゃないから。軽く痛がったり、ちょっと泣きそうになってるのが好きなだけだから！」

「どこがどう大だい丈じよう夫ぶなのか説明してくれませんかね！」

「あ、あそこのベンチがいい感じだね」

「なんでもう了りよう承しようしてる感じになってんだ！」

「……駄目？」

「う……」

　な、なんだこいつ……こんなあざとい表情が出来たのか。思わず首を縦に振ふってしまいそうになった。

「ねえ奏っち……駄目？」

「お、おい……」

　そのまま、しなだれかかってくる謳歌。お、おかしい……なんだこの色気は……

　そのまま、俺の耳に息を吹ふきかけた。

「ひゃうっ！」

「絶対気持ちいいから……ね？」

　そ、そんな事を認める訳には──




【選べ　①謳歌の提案を受け入れる　②受けになって入れられる】




　……②とか、一体誰だれに何をだよ。おそらくはショコラが喜びそうなネタだろうけど……

　尻しりの純血を失いたくなければ①を選ぶしかない訳で……とはいっても、そしたら公衆の面前で変態プレイみたいな事をしなきゃならない訳で……拒きよ否ひ権けん使うか？　いや、それで残り一回の時に、両方とも②みたいな選せん択たく肢しだったら、悔くやんでも悔やみきれないよな……

　くっ………俺は、渋しぶ々しぶ口を開いた。

「……今回だけだぞ」

「やったーっ！」

　一転して、子供みたいな笑顔に戻もどる謳歌。

「お前さっきの……演技じゃないよな」

「へ？　何が？」

　まあ、計算してあんな色っぽい誘さそい方ができる奴やつじゃないよな……天然で、ドＳと妙な色気に目覚めつつある謳歌……俺にはもう止められそうになかった。

　そのまま謳歌に手を引かれて、ベンチに横たわる俺。それを見下ろすようにして立つ謳歌……何やってんだこれ……マジで。

「うっ……」

　そうこうしているうちに、裸足はだしになった謳歌が、おれのヘソのあたりを踏んできた。

「うりうりっ！」

　そのまま（服越ごしにではあるが）ヘソを抉えぐってくる謳歌。

「あ、そ、そこはっ……」

　思わす変な声が漏もれてしまう。

「あははっ、奏っちいい顔ー」

「く……や、やめ……あっ！」

「奏っち、反応が女の子みたーい」

　嬉しそうにヘソを攻せめてくる謳歌。

「お母さんに、やられて気持ちいい場所、教わったんだ」

「ち、ちょっと待て謳歌っ」

「あはは、やめないよーっ！」

「い、いや、お前、そこ……そこはやばいって！」

「気持ちいいでしょー？」

「そ、そんな事は……ああっ！」

「むふふ、体は正直だね」

「だ、だめだ、もう限か──」

「あははははーっ‼」

「ら、ら、らめええええええええっ！」

　俺の頭は真っ白になった。







「奏さんが見つかりません……」

　ショコラは一人、商店街を歩いていた。

「奏さんにあったら……ふらのさんとの事、ちゃんとおはなしをききましょう。なにかのごかいかもしれませんし……ん？」

　そのタイミングで、何やら聞き慣れた声が耳に入ってきた。

「い、いや、お前、そこ……そこはやばいって！」

「あ、奏さんの声ですっ！」

　すぐさま駆かけ寄ろうとしたショコラだったが、

「奏さ──」

　その姿を見て、

「ら、ら、らめええええええええっ！」

「──っ⁉」

　体が、凍こおり付く。

「か、奏さんと謳歌さんが……なにかえっちな事してます……」

　気持ち良さそうに奏を踏む謳歌と、それに輪をかけて気持ち良さそうな顔で気を失っている奏……何をしているのかは分からないが、いかがわしい事なのは間ま違ちがいなかった。

「やっぱり……やっぱり……」

　ショコラは体を震ふるわせながら、大声を張り上げた。

「奏さんの……すけべやろうです───っ！」







「はっ⁉」

　急速に、意識が覚かく醒せいする。

「あ、起きた」

　上方に謳歌の顔。これは……膝ひざ枕まくらされてる？

「あ、そのままでいいよ。ごめんね、あたしもやりすぎちゃったから、もうちょっと休んでて」

　身を起こそうとする俺を、謳歌が手で制する。

「俺……どのくらい気を失ってた？」

「ああ、一分くらいだよ」

　そんなもんか……しかし、時間は短いとはいえ、まさか意識が飛んでしまうとは……

「ねえ、奏っち……」

「な、なんだ？」

　謳歌が真上から話しかけてくる。

「さっきの……気持ちよかったでしょ？」

　その表情に、背筋がぞくりとした。

「あたしもね……すっごい気持ちよかった」

　目をとろん、とさせ恍こう惚こつの表情を見せる謳歌。

　しかし、次の瞬しゆん間かんには、いつもの子供みたいな表情に戻っていた。

「奏っち、ドＭだねっ！」

　いや、そんなにニコニコしながら言われても……しかし、謳歌にヘソをいじられるのはたしかに気持ちよかっ──

「いやいや何考えてんだ俺！」

　がばり、と身を起こす。

「いいか、こんな事は、今後二度とやらないからなっ！」

「えーっ……」

　つまらなそうに口を尖とがらせる謳歌。

「そんなの当たり前──」




【選べ　①ヘソに指をつっこまれ、何かに目覚める　②尻に指をつっこまれ、何かに目覚める】




　……表面いじられただけであの有り様だったのに、指つっこまれたらどうなってしまうか分からない。刃バ牙キは同じ事されて範はん馬まの血に目覚めたけど、甘草は一体何に目覚めるんだよ。

　②は考えるまでもなく論外……何かホモネタ入れなきゃなんない決まりでもあるのかよ。

　とにかく『何か』が具体的に分からない限り、選ぶ訳にはいかない。ここは……拒否権を使うしかない。く……残り五回になってしまった。

「奏っち、どしたの？」

　顔をしかめる俺に、疑問の声をかける謳歌。

「いや、何でもな──」

「あ、見つけましたよっ！」

　そこで、不意に後ろから声が聞こえてきた。

「あ、ヒカルっちだ」

　見てみれば、メイド服を着た二十代前半位の女性が、こちらへ向かって走ってくる所だった。ヒカルっち……という事は、この人がさっき言っていた謳歌の教育係だろうか。

「ヒカルっち、どしたの？」

「どしたの？　じゃないでしょうが！　何逃にげ出してんですか！　今日は夜からＵＯＧ製薬の記念パーティーだから準備が色々あるって言っといたでしょ！」

「だってさー、パーティーとかつまんないんだもん」

「そんなわがまま言わないでください。二、三時間だけ、大人しくしてればいいんです」

「うーん。それが難しいんだよねー。この前も、偉えらそうに威い張ばってたおじさんのカツラ取って逃げ回ってたら怒おこられたし」

「当たり前でしょ！」「当たり前だ！」

　俺とメイドさんのツッコミが被かぶる。

　メイドさんは、そこで初めて俺の存在を意識したみたいで、こっちに向き直る。

「もしかしてお嬢じよう様さまのお友達ですか？」

「あ、はい。甘草奏です」

「申し遅おくれました。私、遊ゆう王おう子じ家のメイドを務めております、蔵くら守もりヒカルと申します」

「あ、どうもご丁てい寧ねいに」

　ヒカルさんが深々と頭を下げたんで、俺もそれに倣ならう。

　その物もの腰ごしは非常に洗練されており、貞てい淑しゆくな印象を受けた。とても大声を出すような人物には見えない。さっきから荒あらぶってるのは、相手が謳歌だからなんだろうな……この人も俺と同じく、謳歌に散々振ふり回されてるんだろう。

「ともかくお嬢様、あなたを連れ戻さないと私がメイド長に殺されます」

「あはは、でも、メイド長に怒られてるヒカルっちの顔、面おも白しろくてあたし好きだけどなー」

「こ、このクソガキ……」

「ヒカルっち、眉み間けんに皺しわ寄ってるよ。最近、老ふけてきたって気にしてたのに、余計におばさんになっちゃうよ」

　ぶちり、と何かが切れる音が聞こえた。

「だ、誰だれのせいだと思っとんじゃーっ！」

「あはは、逃げろーっ！」

「私の胃の平へい穏おんを返せえええっ！」

「奏っちーっ、ちょっとだけど遊べて楽しかったよ、またねーっ！」

　二人はそのまま走り去っていった。

　……やっぱり謳歌の教育係なんて絶対やりたくないな。

　その場に一人、取り残される俺。

「さて、どうするかな……ショコラを捜さがすか？　いや、あんまり甘やかすのも──」

「こんにちは～」

「おおうっ！」

　いきなり後ろから声がして、振り返ると、そこにはあまりお目にかかりたくない人物が、いつも通りの笑えみを貼はり付けて立っていた。

「会長……その登場の仕方、心臓に悪いんでやめてもらえます？」

「嫌いやです。私、甘草さんが苦しんでるのを見るの、好きですから～」

「…………」

「冗じよう談だんですよ～。そんなに怒らないでください」

　別に怒ってる訳じゃないけども……やっぱりこの人はどうにも苦手だ。さっきの謳歌と似たような事言ってるはずなのに、こっちからはなんかドス黒いオーラを感じるし。

「で、今日はなんの用です？」

「な、なんでそんなにそっけないんですか～。せっかく今すぐ呪のろいを解除できるような情報を持ってきたのに、ひどいです～」

「ほ、ほんとですかっ？」

「噓うそです～」

　イラッ……

「一いつ瞬しゆんでも反応した俺が馬ば鹿かでした……じゃあせめて、今回のミッションについて教えてください。拒きよ否ひ権けんとか、あんなめんどくさい事に、なんの意味があるんですか？」

　一応、駄だ目め元もとで聞いてみる。

「さあ～。神様の考える事はわかりませんから～」

　会長は、人差し指を口にあてて首をかしげてみせた……やはり答える気はないらしい。

「こんな事に、後五日も付き合わなきゃなんないのか……」

　拒否権の存在は、俺を楽にするどころか逆に追い込んでいた。どれを選ぶかという選せん択たくに加えて、拒否するか否いなかの選択もあるわけだ。

　さっきの謳歌の時もそうだったけど、これで拒否権を消費してしまって、最後の方にもっととんでもない選せん択たく肢しが出てきたら……いや、でも、こんなの絶対やりたくないし……いや、しかし……とか考えだすと、胃が痛くてしょうがない。はっきり言って、もう出たらやるしかない、と決まっているいつもの方が楽だった。

　会長はうんざりする俺の目の前で、ぽん、と手を打った。

「甘草さん、さっきの情報っていうのは、実は半分ほんとなんですよ。ショコラさんから聞いてませんか？　呪いが辛つらいんでしたら、ミッションを気にするよりも、早く誰かを好きになっちゃえばいいんですよ～」

　……やっぱり呪いの解除方法は、俺が誰かを好きになる事なのか。

「でもですね、好きなんてのは、そうなろうと思ってなるもんじゃないでしょう」

「こんな事してもですか～？」

「うおっ」

　ぴったりと体を密着させてくる会長。

「な、なにしてんですかっ」

　慌あわてて離はなれる。

「冗談です～。あなたに色いろ仕じ掛かけが効かない事は、密ひそかさんで実証済みですから～」

　密先せん輩ぱいか……あの人、夏休み前に色々と俺に絡からんできてたけど、結局はこの会長の差し金だったんだよな……まあ、密先輩の個人的趣しゆ味みも多分に含ふくまれてた気がするけど。

「だから順番がおかしいんですって。俺が恋れん愛あいできないのは絶対選択肢のせい──」

「本当にそうですか～？」

「うっ……」

　会長の顔が一瞬にして眼前に迫せまる。

「甘草さん、あなたが恋愛できないのは、本当に呪いのせいですか～？」

「うっ！」

　強きよう烈れつな、頭痛。

　まただ……一体この頭痛は何なんだ？

「まあ、さっきは好きになっちゃえばいい、なんて言いましたけど、このままでは芽があっても、永遠に開花する事は無いでしょうね～」

　会長のそのセリフは、やたらに断定的だった。

「会長……もしかして、俺が何で人を好きになれないか、知ってるんですか？」

「はい、知ってますよ～」

　あっさりと頷うなずく会長。

「な、何なんですか、それは？　教えてくだ──」

「それは、あなたが自分で思い出すしかないですよ～」

　会長は、人差し指で俺の額をとんとん、と突つくと、くるりと振り返った。

「それでは色々と頑がん張ばってくださいね～」

　会長のその後ろ姿を眺ながめながら、俺の頭の中を、一つの疑問がぐるぐると回っていた。

　やっぱり俺は……何かを忘れてるのか？




　　　　５




「むう……」

　ショコラが帰ってこない。

　意味も無く、リビングを行ったり来たりする俺。

　時間は既すでに十二時を回っていた。どうせすぐに帰ってくるだろうと、最初はたかをくくっていたけど、夕飯の時間になってもショコラは姿を見せなかった。

　それから再び捜しに出て、さっき戻もどってきた所だ。

　あいつはとんでもない怪かい力りきなんで、物理的にどうこうされる事はないだろうけど……最悪の場合、警察に相談する事も考えなくちゃならない。

「あーもうっ！」

　心配のあまり、頭をくしゃくしゃとかき乱す。

　その時、玄げん関かんの扉とびらが開く音がした。

「⁉」

　即そく座ざに反応した俺は、玄関先まで猛もうダッシュしていく。

　そこには、うなだれたショコラの姿があった。

「ただいまです……」

「お前！　人がどんだけ心配したと──」

　怒ど鳴なりつけようとしたその時、

「ごめんなさいっ」

「……え？」

　ショコラが思いっきり抱だきついてきた。

「お、お前、そんな事でごまかそうとしたって──」

　そこまで言った所で、ショコラの体が震ふるえている事に気がついた。

「ショコラ……」

　ショコラは、俺の胸に顔を埋うずめて、消え入りそうな声を出した。

「わたし、いやな子です……ごめんなさい」

　そのまま、幾いく度どとなくごめんなさいを繰くり返すショコラ。

　そして、俺の体から離れてうなだれる。

「……奏さん、わたし、わるいことしました……しかってください」

「…………」

　俺は、無言のまま振り返ると、リビングまで行って、準備してあったものを取って戻ってきた。

「……ほら」

「え？」

「お前がお腹なかすかせて帰ってくるだろうと思って、作っといたんだ」

　ショコラの手に、おにぎりをのせる。

「奏さん……」

「とりあえず食べろよ……怒おこるのはその後だ」

「う……う……」

「は？」

「うううう……」

「お、おい……」

　なんだこれ……も、もしかして？

「うあ……うああ……」

　ショコラの瞳ひとみからは、涙なみだがぽろぽろとこぼれ落ちていた。

「ちょ……おま……」

　目の前で、女の子が泣いているという状じよう況きように、うろたえてしまう俺。

「うう……うあああ……」

「お、おい、いきなり泣かれても、何がなんだか……」

　ショコラはしゃくりあげながら、なんとか言葉を絞しぼり出す。

「えぐ……わたしは奏さんのことが……えぐ……すきで……でも、奏さんは……さんと……さんと……いちゃ………してて……えぐ……」

　駄だ目めだ……途と切ぎれ途切れで全然意味が分かんない。

「でも、それは奏さんのじゆうで……えぐ……ひとりになってかんがえたら……えぐ……やっぱりわたしが勝手にむくれてただけで……はんせいしたから……かえろうとしたんですけど…………えぐ…………おそくなりすぎちゃったから……おこられるとおもって……そしたらもっとおそくなっちゃって……えぐ……えぐ……でも……わるい事したんだからちゃんとおこられなきゃだめだと思って……どなられるのもかくごしてたのに…………なんで……なんで奏さんはこんなにやさしいんですかあ……」

　なんとか内容は聞き取れるようになってきた。

「わたし……しっとばかりで……こんなにいやな子なのに……えぐ……」

「よしよし、とりあえず落ち着こうな」
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　俺は子供をあやすように、ショコラの背中を撫なでてやった。

　そして数分後、ショコラはようやく泣き止やんだ。

「もう話せるか？」

「……はい」

　声はまだ弱々しいが、これなら話を聞き出せるだろう。

「よし。じゃあまず、なんであんなにむくれてたんだ？」

「それは、奏さんとふらのさんがキスしてて──」

「待て待て待て！」

　な、なんだそのとんでもない誤解は？　なんか同じ事をしろ、とか言ってたから、何の話かと思ってたら……そんな勘かん違ちがいをしてたのか。

　ショコラに状況を確かく認にんする。

「それは、あいつが俺を看病してくれてたから、なんかの拍ひよう子しに顔が近づいて、角度的にそう見えたんじゃないのか？」

「いわれてみればそうかもしれません……でも、きょうだって謳歌さんとえっちな事してて──」

「それも待て待て待て！」

　ま、まさかあの場面を見られてたのか？　まあある意味エロい事って言えなくもないけど、ショコラが誤解してるようなものでは断じてない。

　俺は、謳歌とそうなるに至ったいきさつをショコラに説明した。

「……そういう事でしたか」

「そうだ、完全なる誤解だ。というかだな……その二人に対して、何でそんなやきもち焼いたんだ？」

「え？　なんでって……」

「だってそうだろ？　あいつらと俺の何をどう疑うっていうんだ？」

「奏さん……それはほんきで言ってますか？」

　ショコラは、啞あ然ぜんとしたような表情をみせた。

「どういう意味だ？」

「……奏さんはやっぱりおかしいです」

「は？　何が？」

「それは……わたしの口からは言えません」

　……どういう事？

「奏さん……あの……」

　そこで、ショコラがおずおずと口を開く。

「ん？　どうした？」

「あの……あの……」

　そのまま、潤うるんだ瞳で見上げてくる。

「わたし……わたし……これからはいい子にしますから……まだこのおうちにいてもいいですか？」

　う……

「あ、当たり前だろ」

　……その、捨てられた子犬みたいな表情は反則だろ。怒ろうという気持ちも、完全に失せてしまった。

「お前の家は……ここしかないんだから」

　ショコラの顔が、瞬しゆん間かん的に輝かがやいた。

「あ、ありが──」

　ぐるうううううううう。

　そのタイミングで、思いっきり腹の虫が鳴る。

「はは、お前らしいな」

「えへへ」

　二人で笑い合う。

「とりあえず、ほら食べちゃえよ」

　ショコラの手に握にぎられたままのおにぎりに目を向ける。

「はい」

　いつもに比べると、だいぶ遠えん慮りよがちな勢いで口をつけるショコラ。

「……おいしいです」

　その一言だけ発した後、黙もく々もくと口を動かしていった。

　そうしておにぎりを食べ終わった後、

「奏さん……」

　抱きついて、また俺の胸に顔を埋めてきた。

「わたしは……奏さんとずっといっしょにいたいです……ずっと」

　俺は、純じゆん粋すいすぎるその思いをどう受け止めていいかわからずに、ショコラの頭を撫で続けていた。







　幕間　ある少女達の話
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　それは、七月も終わりに近付いた、とある月曜日。




　少年への好意を更さらに深めつつ、自らの嫉しつ妬と深ぶかさに葛かつ藤とうする少女がいた。

　少年との遊ゆう戯ぎを楽しむも、それ以上踏ふみ込めない自分に悶もん々もんとする少女がいた。

　少年に毎回酷ひどい仕打ちをしてしまい、己おのれの天あまの邪じや鬼くさに苦く悩のうする少女がいた。




「あれ？」「およ？」「あら？」

　三人の少女、ショコラ、遊ゆう王おう子じ謳おう歌か、雪ゆき平ひらふらのは、道でばったりと鉢はち合あわせした。

「こ、こんにちは。お二人とも、どうしたんですか」

「あ、あたしは、なんとなくぶらぶらしてるだけだよ」

「わ、私も似たようなものね」

「……」「……」「……」

　会話はそこで終しゆう了りようし、三人が三人とも、他ほかの二人に向けて、探さぐるような目線を向ける。

「あの」「ねえ」「ちょっと」

　今度は三人のセリフが思いっきり被かぶる。

「謳歌さん、おさきにどうぞ」

「いや、あたしのはたいした話じゃないから、ふらのっちいいよ」

「私のも糞くそみたいな用件だから、ショコラさんから言っていいわよ」

「……」「……」「……」

「あの」「ねえ」「ちょっと」

　そしてまた、三人の言葉が被り──

「えへへへっ」「あははははっ」「ふふふふ」

　三人とも、一いつ斉せいに笑い出した。

「こんな所で立ち話もなんだから、二人共、ちょっと喫きつ茶さ店てんでも入らない？」

「お、いいねー」

「あまいもの、たべたいですっ」

　そんな流れで、喫茶店へと向かう三人だったが──

「あ、ねえねえ、喫茶店よりここがいいんじゃない？」

　謳歌が、とある施し設せつの前で立ち止まる。

「ここは……スーパー銭湯ね」

「おっきいお風ふ呂ろですかっ」

「そうそう。考えてみたらあたし達、三人だけで話した事って、なかったよね。だからさ、なんていうかこう……裸はだかの付き合いってやつ？　がしたいなーって」

「いいですね、きもちよさそうです」

「私は……お風呂はちょっと……」

「はい、けってーっ！」

「ちょ、ちょっと遊王子さん……」

　ふらのの言葉など耳に入っていないようで、嬉き々きとしてスーパー銭湯に入っていく謳歌。

「あ、あなた達とお風呂なんて一いつ緒しよに入ったら、惨みじめな事に……」

「ほらほら、ふらのさん、早くいきましょー」

「あ、ちょっと……お、押さないでっ」

　期待に胸を膨ふくらませたショコラに押し込まれる形で、ふらのも施設内に入っていった。




「うわー、すごい広いですっ」

「あははははっ」

　脱だつ衣い所で服を脱ぬぎ、バスタオルを体に巻いてはしゃぎながら湯船のエリアへ向かうショコラと謳歌。

「……あなた達、子供じゃないんだから、もう少し落ち着いた方がいいと思うわ」

「えー、そんな事言って、ふらのっちだって、子供っぽいの持ってるじゃん」

「こ、これは……その」

　ふらのの手には、売店で買ったアヒルのおもちゃが握られていた。

「こほん……ま、まあいいわ。で、どのお風呂に入ろうかしらね」

　このスーパー銭湯は、それなりに規模が大きく、スタンダードなものに始まり、ジャグジー風呂や、硫い黄おう成分が入った風呂など、各種湯船が取り揃そろえられていた。

「あ、あそこに、ひのきのお風呂ってかいてありますよっ」

「お、なんかゴージャスっぽいね」

「へえ……なかなか雰ふん囲い気きが良さそうね」

　満まん場じよう一いつ致ちで決定したので、木製の扉とびらを開いて、中に入る。

　平日の昼間という時間帯もあってか、利用者は他に誰だれもいなかった。

「おー、すごいすごいっ」

「ひろいですっ」

　その空間は、檜ひのき風ぶ呂ろの周りに、岩場を模した装そう飾しよくが施ほどこされており、まるで露ろ天てん風ぶ呂ろであるかのような雰囲気作りがなされていた。

　三人並んで、まずはシャワーで体を洗う。

「遊王子さん……あなた、なんでシャンプーハットなんかしてるのかしら？」

「あたし、これ使わないと目に染しみちゃって、うまく洗えないんだよねっ。貸し出ししててよかったー」

「……子供ね」

　呆あきれたように呟つぶやくふらの。

「あはは、そーだよねっ！」

「体はそんなに発達してるくせに……」

「え？　何？」

「……なんでもないわ」

　ため息をつくふらのの背中に、何やら柔やわらかいものが押し当てられた。

「ふらのさーんっ」

　それは、謳歌のものをも上回るショコラの双そう丘きゆう。

「謳歌さんも、三人で洗いっこしましょー」

「あ、いいねいいねっ」

　たゆんたゆんさせながら、楽しそうに話すショコラと謳歌。

「……だからこの二人と入るのは嫌いやだったのよ。私だけパイオ──っ⁉」

　悔くやしそうに呟くふらのが、急に体をびくん、と跳はねさせた。

「にひひ……」

　いつの間にか後ろに回り込んだ謳歌が、何を思ったか、いきなりふらのの胸を揉もみ出したのだ。

「な、何を……」

「くく……ふらのっち、覚かく悟ごしてもらうよ」

「な……ちょっと、何するの！」

「あたし、最近、そうやって嫌がる声とか聞くの、大好きなんだっ」

「あ……やめ……ひゃっ……やめてっ」

「ふふふ、そう言われてやめる奴やつなんていないぜえ」

「おおー、なんかふらのさんが、えっちな顔になってます」

「あ、や……そこ……そこは触さわらないでえっ……」

「あははははっ！」




　そして数分後。

「あ……は……ふう……」

　息も絶え絶えになったふらのは、床ゆかに突つっ伏ぷしていた。

「あはは、ふらのっち、いい顔だったよ」

「よくも……やってくれたわね」

　ふらふらと起き上がったふらのの顔は、怒いかりに満ち溢あふれていた。

「私より……酷い目に遭あわせてあげるわ」

「むふふ、ふらのっちの身体能力であたしをどうこうするのは無理──」

「ショコラさん、後でフルーツ牛乳奢おごってあげるから、遊王子さんを押さえてくれるかしら」

「はいっ」

「へ？」

　次の瞬しゆん間かんには、ショコラは謳歌の体をがっちりと拘こう束そくしていた。

「は、速いっ⁉　そんで力強いっ⁉」

　謳歌の身体能力が飛び抜ぬけているといっても、それはあくまで人間ベースでの話。ただでさえ強い力が、食しよく欲よくにつられて倍増しているショコラの拘束から、抜け出せるはずもなかった。

「人の嫌がる声が好き？……だったら、思う存分聞かせてあげるわ」

　謳歌の眼前まで、ひたひたと歩みよっていくふらの。

「ふ、ふらのっち？　か、顔が怖こわいんだけど……」

「あなたの弱点は既すでに割れているわ」

「ふ、ふらのっち、そんなに怒おこらなくても……ひゃっ！」

　ふらのが、謳歌のヘソに遠えん慮りよ無く指を突っ込んだ。

「さあ、良い声で鳴きなさい」

「あっ……や、やだやだ、やめてーっ！」

「あら、これはあなたの大好きな声じゃないかしら？　遠慮せずにもっと出していいのよ」

「あ……はっ……や、やめてよう……ああっ！」

「なるほど……たしかにそう言われると、余計にやりたくなるわね」

　ふらのは、謳歌のヘソを蹂じゆう躙りんしていく。

「おおー、こんどは謳歌さんがすごくえっちな顔になってます」

「あ、やだ……そんな奥まで……やめてええええっ！」




　そして数分後。

「あ……は……うう……」

　謳歌は、先さき程ほどのふらのと全く同じ体勢で床に突っ伏していた。

「ふふ、いい顔だったわよ遊王子さん」

「うう……」

　よろよろしながら立ち上がる謳歌。

「まあ、これで痛み分けという事にしましょうか」

「うん……でも、やっぱりやられるよりやる方が気持ちいいなあ……」

　謳歌のその危険な呟きは、他の二人の耳に入る事はなかった。

「というか、早く湯船に浸つかりましょう。その前にのぼせてしまいそうだわ」

「はは……ちょっとふざけて時間使いすぎたよね」

「やっとほんばんのお風呂ですねっ」

　ふらのの提案に従い、一いつ斉せいに湯船に入る。
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「あ、すごくきもちいいですっ」

「あ、ほんとだねっ」

「……あの料金にしてはなかなかね」

　檜ひのきの香かおるその風呂の心地ここちよさに、満足する三人。

　そうして最初の数分はまったりと浸かっていた謳歌だったが、早々に飽あきてしまったのか、ショコラとふらのに話しかける。

「ねえねえ、しりとりしない？」

「あ、やりましょうやりましょうっ」

「……ほんとに子供ね。まあ、やるからには容よう赦しやしないけれど」

　二人の同意を受けて、謳歌が声を張り上げる。

「んじゃいくよっ『アバズレンＺ』」

　それを受けてショコラ。

「えーっと……『と』、『と』……あ、『ともだちと書いてホモ』にしますっ」

　続いてふらの。

「『も』、ね……じゃあこれにしようかしら。パイオツあるある『もぎ取る、私より大きいものは全すべて』」

　誰もツッコまない。

「『て』、かー。あ、これにしよっ。最近、お父さんとやった遊び『天てん狗ぐのお面被かぶって、鼻でお母さんの体を強めにグリグリすると喜ぶ』」

「『ぶ』ですかー。じゃあ、『ぶーめらんパンツはいてる人はホモの確率がたかい』にします」

「なるほど。じゃあ、『い』のパイオツあるある『いい感じに大きいやつは、みんな死ねばいいのに』」

　誰もツッコまない。

「あ、『に』ならちょうどいいのがあるよっ。最近、お父さんとやった遊び『ニンジンの先っぽで、お母さんのうなじを強めにグリグリすると笑う』」

「『う』ですね。こんかいはこれでいきましょう『受けといっても色々としゅるいがあるので、ひとくくりにされてしまうのは心外です』」

「『す』のパイオツあるあるね。『スイカップ？　割れて砕くだけ散ってしまえばいいのに』」

　誰もツッコまない。

　──が、さすがにふらのが疑問の声をあげた。

「……私達、何か嚙かみ合っていない気がするんだけど」

「そうですね。いわれてみると、しまりがない気がします」

「うん、何かが足りないっていうか……」

　そう、本人達の会話にもあったように、今までこの三人だけで絡からんだ事は皆かい無むに等しい。三人が関かかわりを持つのは、いつもとある人物を介かいしての事だった。

　ショコラ、謳歌、ふらのが同時に頭に思い浮うかべたのは──







「へっくしょい！」

　遅おそめの昼食を終えて、洗い物をしていると、急にものすごいくしゃみが出た。

　なんだ？　体調はもう完全に快復したし、花粉が飛ぶような季節でもないし……まあ別に、何でもなくてもくしゃみくらい出るか。

　ショコラも散歩に出かけてるし、たまには一人でまったりした時間を過ご──




【選べ　①洒落しやれにならない熱湯風ぶ呂ろの中に投げ出され、一生消えない火傷やけどを体に負う　②ガチホモ風呂の中に投げ出され、一生消えない傷を心に負う】




「……なんで？」

　……拒きよ否ひ権けん、残り四回。







　再び、女子風呂。

「……」「……」「……」

　自分達の会話が全く嚙み合わない事に気がついた三人は、なんとなく黙だまり込んでしまっていた。

　微び妙みように気まずい空気が流れる中、ふらのが口を開く。

「……ショコラさん、遊王子さん、せっかく女子が三人揃そろっているのだから、少し女の子らしい話をしましょうか」

「おんなのこらしいですか？」

「ふらのっち、それって具体的にはどんな話？」

「……恋れん愛あい話よ」

「「‼」」

　ふらののその言葉に、ショコラと謳歌がぴくり、と反応した。

　そう、お互たがいに口に出して伝え合う事はないものの、この三人は、奏かなでに好意を抱いだいており、互いにそれに感づいている。

（どどど、どうしよう……なんか沈ちん黙もくに耐たえられなくて変な事言っちゃったよう……）

　表面上は無表情を装いつつ、内心でテンパりまくるふらの。

（ふ、ふらのっち、なんでここでいきなりそんな事言い出すんだろ？）

　それまでこの話題については触ふれないようにしていた謳歌だが、ふらのの口から出た事で、妙みように意識してしまった。

（れんあいのおはなし……わたしは奏さんがだいすきですけど、もう、ふらのさんや謳歌さんに、いやな気持ちをもちたくないです……）

　先日の行動を反省し、自じ戒かいしようとするショコラ。

「……」「……」「……」

（だ、誰だれも喋しやべり出さないよう……わ、私が言い出しっぺなんだから、な、なんか話さないとまずいよね）

（ふらのっちもショコラっちも、やっぱり奏っちの事、好きなんだよね……でもここでそれを口に出したら……気まずくなっちゃうよなー）

（奏さんは、この二人に好かれてるとはおもってないみたいですけど、いずれは……はっ！　だ、だめです、またよくないことを考えそうになってしまいました）

「……」「……」「……」

（あ、甘あま草くさ君のどこが好きとか……そ、そんなの聞けるわけないよ）

（ふ、二人とも変な顔してるけど、何考えてるんだろ……って、絶対奏っちの事だよね）

（わたしは謳歌さんともふらのさんとも、なか良くしたいです……でもやっぱり、奏さんはわたしたくありません……うう、わたし、悪いこです）

　三者三様の葛かつ藤とうの末、導き出した結論は──

「……やっぱりやめましょうか」

「そ、そうだね」

「わ、わたしもちがうお話ししたいです」

　全員、逃にげた。

　ショコラが、話題を変えるように立ち上がる。

「わたし、ちょっとのぼせてしまいました……」

　そのまま、一いつ旦たん湯船から出る。

「ちょっと一回そとにいってきま──え？」

　床ゆかに、流れ損そこねたボディーソープでも残っていたのか、足を滑すべらせたショコラは、バランスを崩くずして倒たおれ込んだ。

「あうっ！」

　そして、プラスチック製の風呂用椅い子すに、強したたかに頭を打ち付けた。

「ショコラさんっ！」

「ショコラっち！」

　ふらのと謳歌が、慌あわてて湯船から出て、ショコラに駆かけ寄った。

「…………」

　ショコラは、二人の心配そうな視線を受けながら、無言で立ち上がった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「平気？　たんこぶできてない？」




「──黙りなさい、この雌めす犬共」




「は？」「へ？」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたか分からずに、素すっ頓とん狂きような声をあげるふらのと謳歌。

「温ぬるい……温すぎる」

　その怜れい悧りな声こわ色いろと射るような視線は、先程までとはまるで別人だった。

「……ショコラさん？」

「……ショコラっち？」

　豹ひよう変へんしたショコラは、ふらのと謳歌を睨にらみつけるようにして言った。

「貴女あなた達は一体何をやっているのですか？　いつまでも行動に移さないでウダウダグダグダ……正直、見ていて不ふ愉ゆ快かいです」

「これは……どういう事？」

「あ、あたしに聞かれても……」

　事態が飲み込めず、顔を見合わせる謳歌とふらの。

　ショコラは、そんなふらのに対して氷のような視線を向けた。

「雪平ふらの。好意の裏返しがあの毒どく舌ぜつに繫つながっているのでしょうが、程度が酷ひどすぎて見ていられません。ギャップを狙ねらっているにしても、対象に気付かれない所でデレても意味は皆無です。やり方が下手へた糞くそすぎますね」

「なっ！……ち、ちょっとショコラさん、どういうつもりか知らないけど一体何を──」

「黙りなさい」

　ふらのの反論をぴしゃりとはね除のけるショコラ。続いて謳歌に向き直る。

「遊王子謳歌。最近何やら色気付いてきたようですが、まだまだ乳ちち臭くささが抜ぬけていません。やるならやるで中ちゆう途と半はん端ぱな事をせずに、もっとあざとくいきなさい。せっかくの夏なのですから、脱ぬいだ下着の一枚でもくれてやったらどうですか？」

「シ、ショコラっち、変だよ、一体どうしちゃっ──」

「黙りなさい」

　謳歌のセリフも遮さえぎったショコラは、二人に、蔑さげすんだような視線を向けた。

「まあ良いでしょう。貴女達が足あし踏ぶみしているというのなら、私がやりますから」

　ふらのが、警けい戒かい心しん露あらわに質問する。

「……それは一体どういう意味かしら」

「私が甘草奏に恋こいを教えます」

「「⁉」」

　謳歌とふらのの目が、見開かれる。

「色いろ仕じ掛かけに関しては、密ひそか秘ひめるが以前に失敗していますが、生活を共にしている私が繰くり返しアプローチをかければ、籠ろう絡らくするのにそうそう時間はかからないでしょう」

　表情を硬かたくするふらのと謳歌。

「ショコラっち、どうしちゃったの？　いつものショコラっちに戻もどってよ……」

「よく分からないけど……これがあなたの本ほん性しようなのかしら」

「本性？　なかなか面おも白しろい事を言いますね。私に、晒さらけ出すような内面など存在していません。ああそれと、ご心配なさらずに。私自身に甘草奏に対する個人的な恋愛感情は一いつ切さいありません。これは仕事ですから」

「仕事？」

「そうです。甘草奏が恋愛感情を持てるようになったら、あなた達に返へん還かんしますので、恋愛ごっこならその後で好きなだけすればいいでしょう」

「……」「……」

　どう反応していいか分からずに、絶句する謳歌とふらの。

「とはいえ、甘草奏の相手として、恋愛感情を抱いている者を最初からあてがった方が自然ではありますね……良いでしょう、貴女達にもチャンスを与あたえます」

　謳歌とふらのを、感情の籠こもらない目で見つめ、言葉を続けるショコラ。

「七月の最終日──つまり明後日あさつてに夏祭りが行われるのは知っていますね？　私はそこで甘草奏を誘ゆう惑わくします。あの朴ぼく念ねん仁じんが反応しなければ、体を使って無む理り矢や理りにでも落とします……阻そ止しできるものならば、精々やってみるといいでしょう」

「……」「……」

「甘草奏本人から聞きました。貴女達、私が先に約束していたのを知って、身を引いたそうですね。馬ば鹿からしい。嫉しつ妬となのか遠えん慮りよなのか知りませんが、所しよ詮せんはその程度の好意という事なのですね」

「シ、ショコラっち、なんでそんな言い方するの？　あたし、こういう雰ふん囲い気きやだよ……」

「……あなたの目的が見えないわね。物言いからすると、まるで甘草君の相手が誰でもいいように聞こえるのだけれど」

「そうです、誰でもいいのです。甘草奏が誰かを好きになりさえすれば。それで私の役目は終しゆう了りようするのですから」

「「役目？」」

「ああ、口が滑りましたね。それについては貴女達が知る必要は一切ありません。私のお下がりを貰もらうのが嫌いやなら、精々頑がん張ばる事ですね」

「……」「……」

　あまりの物言いに、再び黙ってしまう謳歌とふらの。

　ショコラは、そんな二人に対して、ひどく無機的な声で言葉を発した。

「しかし貴女達も随ずい分ぶんと変わった趣しゆ味みをしていますね……あんな病的に鈍どん感かんで、口うるさく囀さえずって、性的嗜し好こうが偏かたよっている男のどこがいいのですか？」




「ハクション！」

　なんだ、またくしゃみが……

「ハクション！」

　やっぱりどっかで悪口でも言われてるんだろうか。

「ハクション！」




【選べ　①部屋のエロ本『愛・ああ～んマン』が急に発火して火事に　②甘草奏が急に発火して火事に】




　だからなんで⁉




　……拒きよ否ひ権けん、残り三回。







　第四章　チョー気持ちいいと地球消滅とケツ
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「すごいです、人がたくさんいますっ」

　七月の最終日である三十一日。俺はショコラと一いつ緒しよに、神社で行われる夏祭りにやってきていた。

　最近は、こういうのに興味を示さない子供も結構いるとかいう話を聞くけども、今日の人出は相当なもので、家族連れもそこかしこに見られる。

　浴衣ゆかたの人間がたくさん集まっている空間にいるだけで、なんだかほっとするのは日本人ならではの感覚だろう。いいな、こういう風景。

「奏かなでさん奏さんっ、たべもののおみせがたくさんありますっ」

　……まあここに、風流なんて微み塵じんも介かいさない奴やつもいますけども。

　ショコラの恰かつ好こうは金きん髪ぱつに浴衣というもの。普ふ通つうに考えればミスマッチなんだけども、なぜだか異様に似合っていた。

　俺は、神社の入り口近くの一ひと際きわ大きい木に寄りかかり、腕うで時ど計けいを確かく認にんする。

　時刻は六時四十五分。ミッションの定めた時刻まで後五時間と少し。残された拒否権はあと三回。

　昨日と今日も、ろくでもない選せん択たく肢しが出まくったが、断腸の思いでこなし、なんとか拒否権を守りきった。






【選べ　①道路に寝ねそべり、踏ふまれる度たびに「チョー気持ちいい」

　　　　②道路に寝そべり、踏まれる度に「今まで生きてきた中で、一番幸せです」

　　　　③道路に寝そべり、踏まれる度に「すごく楽しい四十二キログラムでした」】








　こんなん出た時はほんとどうしようかと思ったけど、泣く泣く①をやった……マジで自分で自分を褒ほめてあげたい。

　他ほかにも『お魚咥くわえたドラ猫ねこを、自分も四つん這ばいで追っかけ回す』とか、『「ポンポコリンッ！」と奇き声せいを発しながら路上でひたすら踊おどる』とか『空を自由に飛びたくなり、竹とんぼを頭に載せせて、自宅二階からダイブ（ご近所さんにバッチリ見られる）』とか全部やったし……おっと、そんな死にたくなるような事を思い出す為ために時計を見たんじゃなかった。

「約束の時間にはまだ早いか……」

　そう、この祭りには俺とショコラだけじゃなくて、謳おう歌かとふらのも来る事になっている。

　一昨日おととい、ショコラが散歩から帰ってきた後、謳歌とふらのから電話があった。

　その内容は二人して『やっぱり祭りに一緒に行きたい』という旨むねのもの。

　そりゃあ、一緒に行くのは構わないからオッケーしたけど、二人がほぼ同じタイミングだったのはなんか不思議だよな。

「あ、奏っち、やっほー！」

「……どうやら愚ぐ民みん共はもう揃そろっているようね」

　そんな事を考えている内に、また同じようなタイミングで現れる謳歌とふらの。

　謳歌はいつものイメージ通りの真っ赤な浴衣。ふらのは髪かみの色と対照的な、黒い浴衣だった。

「お、二人とも似合ってるな」

「そう？　へへ、ありがとっ」

「……褒めてもお金は出ないわよ」

　俺の言葉に反応を示しつつも、二人の視線はなぜかショコラに向けられていた。

「おふたり共、どーしました？」

　凝ぎよう視しされ、首をかしげるショコラ。

　ふらのは、少し警けい戒かいしたような表情で、口を開いた。

「……いや、いつも通りのおバカな感じだと思って」

　……何気にひどいな。というか、ふらのがショコラに向かって毒を吐はくのって珍めずらしくないか？

「そーですね、わたし、ばかですっ」

　本人は全く気にした様子がない。

　ふらのは、謳歌と何やら小声で話していた。

「遊ゆう王おう子じさん……どう思う？」

「うん、演技とか噓うそついてる感じは全然しないし……この前のはなんだったんだろうね」

　近づいてきた謳歌も、ショコラを不思議そうにのぞき込む。

　なんだ？　俺の知らない間に、三人の間で何かあったのか？

「少し拍ひよう子し抜ぬけした感じだけど……気を抜かずに予定通りいくという事でいいかしら」

「うん、ショコラっちも、またいつ変わっちゃうか分かんないし、注意してた方がよさそうだね」

　ふらのと謳歌が何かの確認を取り合う。

「甘あま草くさ君、ちょっと提案があるんだけど」

「なんだ？」

「四人ではなくて、二組に分かれて回らない？」

「え？　なんでそんな事する必要があるんだ？」

「分からないの？」

「え？……いや、分かんないけど」

「あなたと一緒にいたくないのよ」

「なんで誘さそったし⁉」

「まあそれは一割冗じよう談だんよ」

「ほとんど本音じゃねえか！」

　ふらのは、そんなに俺と祭りを回るのが嫌なのか……マジでなんで誘われたんだ、俺。

「あはは、奏っち、この案、あたしとふらのっちで考えたんだよ」

「へ？　謳歌も？」

「そーそー。まあ……きっかけはショコラっちなんだけどね」

「ショコラ？　どういう事だ？」

「……甘草君。一昨日ショコラさんに何か変わった事はなかったかしら？」

「変わった事？　ああ、何かちょっと頭がぽやぽやする、とは言ってたけど、他には特に」

「じゃあ、家に帰った時は戻もどってたんだ……やっぱり一時的なもんだったのかな？」

「まあ、要観察ね」

　謳歌とふらのは、二人してまたショコラに視線を向けている。

「？」

　にこにこしたまま、首をかしげるショコラ……もう何がなんやらだ。

「ちなみに、三十分毎ごとにペアは交こう替たいになるから」

「え？　だったら最初から四人で回っても──」

「少し黙だまりなさい、このおしゃぶりクソ野や郎ろう」

「なんか微び妙みように間ま違ちがってますけど！」
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　と、いう訳で、厳正なるグッパーの結果、俺と最初にペアを組むのは謳歌に決まった。

　ふらのと謳歌の意図は分からないが、俺が何かの被ひ害がいに遭あうわけじゃないし……まあよしとしよう。

「さて、どうする謳歌」

「うーん……あ、あれやりたいっ！」

　謳歌の視線の先にあったのは射的。

「へい、らっしゃい」

　迎むかえてくれたのは、ブタゴリラの父ちゃんみたいなかけ声とビジュアルのおっちゃん。

「おじさん、これ、三百円のコースは、失敗するまで何回でも撃うてるって書いてあるけど、全部落としちゃってもいいの？」

「はは、馬ば鹿か言っちゃいけねえよ、俺っちの愛する景品達が、お嬢じようちゃんみたいな小こ娘むすめにそう簡単に落とされてたまるかい！」

　それを聞いた謳歌は、にやり、と口の両りよう端はしを上げた。

「じゃあさじゃあさ、あたしが全部落とせたらどうする？」

「はん、そんな事ができたら、裸はだかで逆立ちして祭り一周してきてやらあ！」

「ほんとに？」

「男に二言はねえ！」

　お、おっちゃん……あなたは知らないかもしれないけど、それは俗ぞくに言う死亡フラグというやつで──

「ほいっ」

「なっ……」

「おりゃーっ」

「ば、馬鹿な……」

「気持ちいーっ！」

「も、もうや、やめてくれええっ！」

　……いわんこっちゃない。

　勿もち論ろん、現実に死亡フラグなんて存在する訳無いけど、問題なのは謳歌の超ちよう人じん的なハイスペックだった。ピンポイントで撃ち抜ぬかれ、重い軽い、大きい小さいののべつ幕無しに倒たおされていく景品達。

　それに伴ともなって、おっちゃんの顔がどんどん青ざめていく。

「そ、それは一番高いゲーム機……よ、よせええええっ！」

「あ、おっちゃんのその顔いいねっ」

　謳歌さん……またドＳが出てますよ。

「狙ねらい目は……そこだーっ！」

　そのゲーム機を嬉き々きとして一発で落とす謳歌。

「お、重りが入っているはずなのに……どうなってんだ！」

　思わず不正をカミングアウトするおっちゃんだったが、もう十分報むくいを受けているので、触ふれないでおいてあげよう。

「あははーっ！」

「ひいいっ！　もう勘かん弁べんしてくれえええっ！」

　ものっすごいキラキラした表情でおっちゃんを見つめる謳歌。

「おじさん、その顔もっともっと！」

　……駄だ目めだこいつ、マジで早くなんとかしないと。

　そして、わずか数分後。

「う……うう……」

　景品を全すべて落とされ、四つん這いでうなだれるおっちゃん。

　その肩かたを、謳歌がちょんちょん、と突つついた。

「おじさん、そんなに落ち込まないでいーよ。あたし、景品いらないから」

「え？……か、返してくれるのか？」

「うん。十分楽しんだし、後の人が遊べなくなっちゃうから、いいよ」

「あ、ありがてえ」

　軽く涙なみだぐむおっちゃん。いや、大おお袈げ裟さじゃなくて、死活問題だろうからなあ……

「あ、でもかわりに、一個だけやってほしい事があるんだ」

「な、なんでい？」

　謳歌は、心底ほっとしている様子のおっちゃんに、笑え顔がおで語りかけた。

「裸で逆立ち、やって」

「へ？」

「約束してたでしょ？　あれ、やって」

「い、いや、あれは売り言葉に買い言葉というか何というか……」

　口をもごもごさせるおっちゃん。

　謳歌は、にやり、と笑みを浮うかべてみせた。

「あれあれ、男に二言は無いんじゃなかったの？」

「ぐ……うううう……」

　顔を真っ赤にして唸うなるおっちゃん。

「男らしくないなー」

　その言葉で、おっちゃんが吹ふっ切れた。

「て、てやんでい、やったらあああっ」

　涙目で腹巻きに手をかけるおっちゃん。

「あははっ、冗談だよー」

　笑顔でそれを制する謳歌。

「と、止めるなっ！　こ、ここまで来てやめられるかってんだ！」

「でも、次のお客さん、待ってるよ？」

「し、しかし、男の約束が……」

「あたし女の子だし、ぜんぜん気にしないよ」

「ぬ……ぬう」

「ね？」

　……この流れだと一見いい人のように聞こえるが、そもそも焚たき付けたのお前だからな。

「お、俺っちの完敗だ……これからは心を入れ替かえて、重りの重さ半分にするぜ！」

　いや、全部外せよ。




「いやー楽しかったねーっ！」

　歩きながら、満面の笑みを浮かべる謳歌。

「しかしお前……やっぱりそのドＳな傾けい向こうはちょっと自重した方がいいと思うぞ」

「え？……奏っちは嫌いや？」

「嫌っていうか……あんなの普ふ通つうじゃないだろ」

　謳歌は一いつ瞬しゆん、きょとんとした表情をみせた後、

「あははははっ！」

「な、なんだよ、急に……」

「ごめんごめん、まさか奏っちから、普通なんて言葉が出てくるとは思わなかったからさ」

「む……」

　普ふ段だんの行動が行動だけに、何も言い返せない。

「でもさ、奏っちって不思議だよね」

「え？」

「いっつも自分では変な事ばっかりやってるくせに、あたしが暴走しすぎると止めてくれるし、色々面めん倒どう見てくれるし」

「まあ、それは──」

　俺は絶対選せん択たく肢しがなきゃ、至って常識人だからな。

「あたし、そういうとこが好きなのかも……」

「え？」

「な、なんでもなーいっ！」

　謳歌は、少し頰ほおを赤く染めて、先に駆かけて行ってしまった。

「……なんなんだ、一体？」




「ふう……相変わらずとんでもない身体能力だな」

　俺がようやく追い付いた時、謳歌は何かの飲み物のカップを手にしていた。

「なんだそれ？」

「あ、なんかね、そこでただで配ってたんだ。ドロドロしてるけど、おいしそーだよっ」

　俺に一瞬だけ中身を見せて、口をつける謳歌。

「え？　お、お前、それって……」

　俺がその飲み物がなんだか認にん識しきした時には、もう手て遅おくれだった。

「……はれ？」

　謳歌が口にしたのは、甘酒。

「にゃは……にゃはははははっ！」

　……やっぱりこうなるよな。

　謳歌が極きよく端たんにアルコールに弱いのは、この前のコスプレコンパで身に染しみて分かっている。

　あの時は、香り付け用のブランデーが気化したものを吸っただけでべろんべろんになってしまった。いくらアルコール度数がゼロに近い甘酒とはいえ、今回は、匂においをかぐ前に、直接飲んでしまった訳だから──

「ウララー」

　……どこのジェロニモだよ。

　ほっとくと今にも倒れそうだったんで、肩を貸してやる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかよ……」

「へへえ、らいじょーぶれすよ」

　そのままもたれかかってくる。

　そしていきなり、

「好きら！」

「何がだよ……」

「好きらって言ってんでしょーが！」

「いや、だから何がだよ……」

　なぜかジト目で睨にらんでくる謳歌。

「どうして……どうしてかなでっひはそーなんでしゅか」

　駄目だ、もう意味が全く分からない。

「どーして……どーしてそんらににぶひのら！」

「いてっ！　いでででででっ！」

　思いっきり耳を抓つねられた。

「あははっ！　いたがってふいたがってふ！」

　パチパチと手を叩いて喜ぶ謳歌。

「お、お前な──」

「ねえ……あらしと気持ちいいこと、しよーよ」

　瞬しゆん間かん的に、謳歌の顔が限界まで近づく。

「う……」

　そしてここで、例のやたらに色っぽい表情。

「ねえ……しよーよ」

「お、落ち着け謳歌……おおおっ⁉」

　ものすごい力で抱だきつかれる。

「ま、待てっ──」

　無む理り矢や理りにでも引きはがそうと思ったら、急激に力が抜ぬけた。

「すぴー」

　完全に寝ね息いきを立てている……寝付きがいいってレベルじゃねーぞ。

「おい、謳歌、おい」

「にゅふふ」

　頰を軽く叩いてみるが、全く起きる様子が無い。

　仕方がないんで、抱きかかえる……いわゆるお姫ひめ様だっこというやつだ。

　しかしまあ色っぽくなってみたり、ドＳになってみたり、酔よっ払ぱらってみたり、忙いそがしいやつだな……

「とりあえず……ここで休ませるか」

　ちょっと物もの陰かげに入って謳歌を木に寄りかからせる。

「おい、いい加減に起き──」

　もう一回頰を叩こうとした所で、手が止まった。

「こ、これは……」

　謳歌の浴衣ゆかたがはだけて　完全に肩かたが露ろ出しゆつしている。

「う……」

　思わず息を吞のんでしまった。さっきまで子供みたいだった寝ね顔がおも、何故なぜだか色っぽく見えてくる。

　べ、別に悪い事をしようとしてるわけじゃない。はだけてるのを直すだけだ。そう自分に言い聞かせ、なるべく見ないようにしながら手を伸のばす。

　そして、俺の手が謳歌の肌はだに近づいた瞬間、

「やだーっ！」

「うおうっ⁉」

　びくり、として動きを止める。

　な、なんだ？

「大好きなのひ……どうふればいいか分かんにゃい」

　謳歌はいきなり何かを呟つぶやきだした。

「ふらのっひと話してふの楽ひそうだし、ショコラっひは犬みたいでかわいいし……あらし、どうふればいいんらろ……」

　ふらのとショコラの名前は聞き取れたが、何が言いたいのかはよく分からない。

「もーっ！」

「うおうっ⁉」

　再び大声をあげる謳歌。

「こ、これは……」

　その際に、浴衣が更さらにずり落ちて、洒落しやれにならないレベルまではだけてしまった。具体的に言うと、もう少しでおっぱいが見えそうになっている。

「み、見ないように……」

　横を向きながら、そっと謳歌の浴衣に手を伸ばす。

　しかし、今正に手が届かんとするそのタイミングで──

「んにゃ？」

　さ、最悪だ……

「へ？……へ？」

　自分の置かれた状じよう況きようを確認する謳歌。

　ま、まずい……これまでの経験からすると、謳歌はこういうのを極端に恥はずかしがる傾向にある。なんとかしないと、大声をあげて逃にげ出していってしまうだろう。

「ち、違ちがうぞ謳歌！　これは大いなる誤解だっ！」

　俺の顔を見つめてきょとん、とする謳歌。そしてその直後──

「触さわっていいよ」

「へ？」

「かなでっひなら……触っていひよ」

　よかった……まだ酔いが醒さめてなかった……マジでよかった。

「あらひね、今日はショコラっひに対たい抗こうひて、絶対奏っひを楽ひませて、あらしの事すひにらってもらおうと、色々考えてはんだけど……」

　謳歌の聞き取れない言葉が続くが、下手へたに刺し激げきして酔いが醒めてしまっては事なんで、このまま話させておくしかない。

「やっはりそれって違うなって思っへ……人に取られそうらから、あらしも頑がん張ばるとか、何か違うなって思っへ……あらひはあらひで奏っひの事すひらんらから、人と競争してとかじゃなくへ、普段通りのあらひで、ちゃんと向き合いたいなっへ……」

　そこで、にっこりと笑う。

「でもあらしやっはり奏っひの事すひらはら……奏っひが触りたいんららそうひても……すぴー」

　そして、セリフの途と中ちゆうで、また眠ねむりに入った……最も早はや芸だな、これ。

「えへへ……好き～」

　結局、謳歌が何を好きなのかは全然分からなかった。
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「ふう……」

　謳歌を仮設の診しん療りよう所じよに預けてきた（女の係員さんがいたし、謳歌自身は気持ち良さそうに眠っているだけなんで、問題無いだろう）俺は、ふらのとの待ち合わせ場所まで向かっていた。

「やだ……私の年収、低すぎ」

　……ふらのは、そこで口に手を当てて、ネットでよく見るあのポーズをやっていた。

「お前……何やってんだ？」

　俺の方に向き直ったふらのは、視線を下に向け、同じポーズのまま言い放った。

「やだ……甘草君のアレ、小さすぎ」

「余計なお世話だ！」

「やだ……甘草君のアレ、大きすぎ（笑）」

「馬ば鹿かにしてんのか！」

「やだ……ピーコと双ふた子ごのおすぎ」

「別にやじゃねえだろ怒おこられるぞ！」

「さて、ふざけてないでさっさと夜店を回りましょうか」

　……夏祭りという特とく殊しゆなシチュエーションでも、通常運行のふらのだった。

　二人で並んで歩いていると、ふらのがぴたり、と足を止めた。

「甘草君……ちょっと聞いてくれるかしら」

「どうした？」

「実は今日、私は、わざと下げ駄たの鼻はな緒おに切れ目を入れておいて、『やだ～、切れちゃった、おぶって～』的なプランを考えていたのよ」

「は？」

　俺は、自分の耳を疑ってしまった。こいつ今……何て言った？

「でも、あなたのその骨と皮ばかりの貧相な体を見ていたら、そんな気はまるで失うせてしまったわ。なんで生きてるのかしら、さっさとダシになってしまえばいいのに」

「俺なんか悪い事しましたかね⁉」

　いや、どっちかって言ったらやせ形だけど、ヒョロヒョロって程ほどじゃないと思うんだけど……結局いつものネタだったって事だよな。いや、それにしても酷ひどい言い草だけど。

「──でもそれは、誠意を欠いた行動だと思ったからやめたわ……そして思い直したの。人がどう動こうと、私は私のまま勝負する」

「……ふらの？」

　そのセリフの意味は、全く分からなかったが、ふらのがいつになく真しん剣けんな表情をしていたので、まじまじと見つめてしまう。

「甘草君……」

「な、なんだ？」

　ふらのは真剣な表情のまま、一歩、後ずさった。

「……妊にん娠しんするから、ジロジロ見るのをやめてもらえるかしら汚けがらわしい」

「するわけねえだろ！」




　うんざりしながらふらのと歩く事数分、急にふらのが立ち止まった。

「甘草君、私、食べたいものがあるんだけどいいかしら」

「食べたいもの？　なんだ？」

「…………」

　ふらのは少し黙だまった後、躊躇ためらいがちにとある屋台を指差した。

「……わたあめ」

「わたあめ？　好きなのか？」

「その……もこもこしててかわいいから」

「へ？」

　言ってから、すぐさまはっ、としたような表情になった。

「……あなたの鼻っ面つらに鉄てつ拳けんを叩たたき込んで、その血であの純白を染めあげたらさぞかし鮮あざやかでしょうね、と言ったのよ」

「グロいってレベルじゃねーぞ！」

「冗じよう談だんよ……わたあめなんて汚らわしい食べ物、ただでも口にしたくないわ」

　……わたあめに何か恨うらみでもあるんだろうか。

「やっぱり、りんごあめにしましょうか」

「まあ定番だよな」

「ちなみに『淫いん語ごあめ』ではないから聞き間ま違ちがえないように」

「誰だれが間違えるか！　大体なんなんだ淫語あめって！」

「表面にパイオツって彫ほってあるのよ」

「誰が買うんだそんなもん！」

「じゃあイカ臭くさい焼きはどうかしら」

「固形物なのかそれは⁉」

「それならイカ臭いタコ焼きにしましょう」

「ややこしいわ！」

「イカ臭い液体はどうかしら」

「お前最低だな！」

「イカスミのどこが最低なのかしら」

「ややこしいんだよ！」

「じゃがバタ○犬」

「お前マジでいい加減にしろ！」

「ベビー（を作る行こう為いを伴ともなう）カステラ」

「無む理り矢や理りすぎんだろ！」

「ぶっかけうどん」

「お前もう言いたいだけだろ！　屋台の食いものじゃねえし！」

「ぶっかけうどん」

「なんで二回言ったし！」

「ぶっかけうどん」

「しつけええええ！」

「しつこい？　あなたは私がどれだけ『ぶっかけうどん』と言いたいかを理解していないようね」

「分かってたまるか！」

「ぶっか──」

「いい加減にしろ！」

「失礼ね、私は『物価上じよう昇しように伴うメリットとデメリット』について述べようとしたのに」

「誰が信じられるか！」

　こいつ……よくこんなくだらない事瞬しゆん時じに思いつくな。

「これらをまとめて『本当はエロい屋台の食べ物たち』というタイトルの本を書こうと思うんだけど、どうかしら？」

「勝手にやってろ！」

　ひどい……ほんとにひどい。

「ん？」

　呆あきれ果ててふらのを見やると、なぜだか、ドス黒いオーラを背負って、落ち込んでいた。

「駄だ目めだ……いくら自分のままって言っても、これは酷すぎるよ……」

　何を言っているかは分からないが、こんなふらのは珍めずらしい。

「どうした？」

「……ちょっと自己嫌けん悪お中だから、話しかけないでくれるかしら」

「自己嫌悪？　何で？」

「話しかけるなと言ったのが聞こえなかったのかしら……あなただって、こんな下ネタだらけの女と話すのは嫌いやでしょう？」

「へ？　いや、別に？」

「……え？」

「この前も言わなかったっけ？　確かに毎回毎回ひどいとは思うけど、お前と話すのが本気で嫌だなんてのは思った事ないぞ？」

「そ……そうなの？」

「ああ、それにお前さ、俺が変な行動した時もガンガン絡からんできてくれるだろ？　あれ、周りから何も反応が無いと辛つらくてさ……結構助かってるんだ」

「…………」

「だからさ、これからも今までみたいに接して欲しいんだ……まあ、改めて言うとちょっと恥はずかしいけど」

「……ずるい」

「へ？　何が？」

「そんな事言われたら……ずっと……ずっとこのままの感じでいたくなっちゃうよ……」

　何事かを小声で呟つぶやいた後、ふらのはいつも通りの無表情に戻もどっていた。

「……何か人以外のモノを妊娠しそうな気がするから、ジロジロ見るのをやめてもらえるかしら汚らわしい」

「俺は一体なんなんだよ！」

　……やっぱりちょっと抑おさえるように言った方がよかったかもしれない。

「……で、結局何を買うんだ」

　最初の話題から、思いっきり脱だつ線せんしてたな。

「そうね……」

　ふらのは躊躇い気味に、一つの屋台を指差した。

「……わたあめ」

　……結局そこに戻るのか。あの下ネタ乱らん舞ぶは一体なんだったんだよ……

「それでは、いただくとしましょう」

　ふらのは購こう入にゆうしたわたあめを口に含ふくんだ。

「おいしいっ！」

　ぶちっ。

「え？」

　な、なんだ？　今、ふらのらしからぬ表情が見えたような……それと何か変な音も聞こえたな。

「……何かしら？」

「い、いや……」

　瞬まばたきする間に、いつもの無表情に戻っていた。

　……気のせい、だったのか？

「……あ」

「ん？　どうした？」

　そこでふらのが声をあげる。下の方に視線を向けているんで、それを辿たどってみると……

「鼻緒……切れてるな」

「……」「……」

　二人して、なんとなく黙ってしまった後、

「……切れ目なんて入れてないわよ」

　ふらのがぼそり、と呟いた。

　まあ別にそこは疑わないけど……さっきの変な音はこれだったのか。

「何ぼーっとしてるの甘草君。行くわよ」

　俺に声をかけたふらのは、そのままひょこひょこと歩きだそうとする。

「おい、ちょっと待てよ」

「何かしら」

「お前、そのまま行く気か？」

「しょうがないでしょう。履はき物を売っている屋台は、たしかもう少し向こうだったはずだし」

　まあそりゃそうなんだけど、いくらふらのとはいえ、女の子をこんな感じで歩かせる訳にはいかない……やむを得ないな。

「この際だから、おぶるか」

「⁉」

　ふらのの目が、くわっ、と見開かれる。

　そ、そんなに嫌がらなくても……そりゃ、俺だって恥ずかしいけどさ。

「やっぱり俺におぶわれるのは嫌だよな……あ、そうだ、ここでちょっと休んでてもらえば、俺がひとっ走り履き物買って──」

「しょうがないからおぶわれてあげるわ」

「え？　いや、俺が履き物買ってきた方がいいん──」

「さっさとおぶりなさいこのゲタ野や郎ろう」

「何ブタ野郎みたいに言ってんだ！」

　まあふらのの感情があっちいったりこっちいったりするのは、もう慣れっこだしな……しゃがみ込んで、ふらのが乗っかるのを待つ。

「……妊にん娠しんしないようにおぶってよ」

　むしろどんなおぶい方ならするのか、こっちが聞きたい……

「よし……」

　なんとかふらのが背中に乗り、俺が立ち上がる。

「っ！」

　ふらのがその身をびくっ、と震ふるわせた……そんなに嫌なら、大人しく履き物買ってくるの待ってればいいのに。

「お、ふらのお前軽いな」

「え？」

「いや、やせ形なのは知ってたけど、想像よりずっと軽い」

「そ、そう？」

　満まん更ざらでもなさそうなふらの。お世辞とかじゃなくて、正直な感想だったんだけど、女の子はやっぱり軽いって言われると嬉うれしいもんなんだろうか。

「これなら相当スピード出せるな」

「……え？」

「待ってろよ、すぐに履き物売ってる屋台までぎゃああああっ⁉」

　いきなりもの凄すごい勢いで耳を引っ張られた。

「な、何すんだっ！」

「……あなたが『私のパイオツがスカスカだから軽い』とか言うものだから、報復に耳を千切ろうとしただけよ」

「誰だれもそんな事言ってねえだろ！」

「芳ほう一いちになりたくなかったらゆっくり行きなさい」

「え？　なんでわざわざゆっくり行かなきゃ──」

「口答えすると耳を削そぐわよ」

「なんかより痛そうな表現に！」

「いいから……ゆっくり行って頂ちよう戴だい」

　絞しぼり出すような声で言い、首に回した手を、きゅっと強めるふらの。

「はあ……分かったよ」

　俺は、訳が分からないまま、可能な限りスピードを落とす。

「できるなら……ずっとこのままで……」

「って、ふらのお前、なんか体が異様に熱いけど、大だい丈じよう夫ぶか？」

「き、気のせいじゃないかしら」

　本人はそう言うが、この体温はちょっと尋じん常じようじゃないぞ。急に熱でも出たんだったら事だ。

「いや、ちょっと一いつ旦たん降ろして──」

「そんな事をしたら耳を食い千切るわよ」

「どこのモンスターだよ！」

　……結局、俺は耳が無くなる恐きよう怖ふと戦いながら、ふらのを背負い続ける事になった。




　　　　４




　そして最後、ショコラとの三十分。

「奏さーんっ！」

　俺を見つけるなり、しっぽ毛をぴょこぴょこさせて寄ってくるショコラ。

「奏さんといっしょにお祭り、うれしいですっ」

　……ここまで楽しそうにされると、もっと楽しくさせてやりたくなるな。

「ショコラ、何でも好きなもの一つ買っていいぞ」

「ほんとですかっ……じゃあ、ぜんぶたべたいですっ！」

「耳腐くさってんのか！」

　く……少しでも甘やかすとこれだ。

「えーっと……えーっと……」

「お前……よだれよだれ」

　ジュルジュルさせながら物色するショコラの口を、浴衣ゆかたの袖そでで拭ぬぐってやる……完全に保護者だよな、これ。

「ちょこばななにしますっ」

　まあショコラって名前も自分でつけたくらいだから、チョコレートを選ぶのはある意味当然か。

　しかし、一つだけという制限をつけていたはずなのに、ショコラは結局甘やかされる事になった。なぜなら──

「お嬢じようちゃん、いい食べっぷりだねえ！　これ持ってきな」

「ありがとーございますっ！」

「あらかわいい。これ食べる？」

「ありがとーございますっ！」

「つまんないもんだけど、持ってっとくれ」

「ありがとーございますっ！」

　相変わらず、食べ物を恵めぐんでもらう事に関しては神がかっているショコラ。

「おいひーですっ」

　口をリスみたいに膨ふくらませてほおばる。

　しかし、ほんとにうまそうに食べるな……だからこそ、みんなあげたくなるんだろうけど。

　そこで、俺の胸の奥底に、悪戯いたずら心が芽生えた。

「ショコラ、そんなに貰もらったんだったら、しばらく食事、いらないよな」

「……え？」

「そうだな……それだけ食ってるんだったら、三日間くらいいらないだろ」

「な、なんでですかっ」

「というか俺、お前に食事作るの、もう飽あきちゃったんだ」

「……え？」

　ショコラは、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

「はは、冗じよう談だんだって」

　軽い気持ちでした発言だったけど──

「な、なんでそんないじわる言うんですか……」

「うっ……」

　悲しそうな表情を浮うかべるショコラ。

「う……うう……」

「お、おい……」

　そのままうつむいてしまう。ま、まさか泣いてるのか？

「お、おい、冗談だって。俺が悪かった。だから泣くな──」

　そこでぱっと顔を上げたショコラは、にこっ、と微笑ほほえんでみせた。

「ひっかかりましたね、じょーだんです」

　こ、こいつ……

「わたしの方が、いちまいうわてですねっ」

「くっ……」

　ふふん、みたいなドヤ顔が腹立ったんでデコピンをくらわせてやった。

「あうっ」

　今度はほんとに涙なみだ目めになるショコラ。

「ははっ」

　その様子がなんだかおかしくて、笑い声をあげてしまう。おかしな事に、やられた方のショコラも笑っていた。

「えへへ」

「おいおい、なんでお前も──」

　そこで、俺の頭に一つの疑問が浮かんだ。

「奏さん、どーしましたか？」

「いや……なんでもない」

　俺はショコラに対するその疑問を、そのまま口にする事はできず、黙だまってしまった。




　それからしばらくの間並んで歩いた所で、俺は立ち止まった。

「……なあショコラ」

　駄だ目めだ、このままじゃ気になって祭りどころじゃない。

「なんですか？」

　さっき、ショコラの笑え顔がおを見て浮かんだ疑問を、口にする。

「もし……もしもだけど……俺が誰かを好きになって、絶対選せん択たく肢しが消しよう滅めつしたら、お前はどうなるんだ？」

　ショコラは口に人差し指を当てて、首をかしげる。

「えーっと……どうなるんでしょう？」

「いや……それを俺が聞きたいんだが」

「……あんまり考えていませんでした」

　なんだそれ……まあショコラらしいっちゃらしいけども。

「でもだいじょーぶですよ。一旦はおそらの上にかえらなくちゃならないでしょうけど、またすぐに会いにきますからっ」

「そうか……だったらいいけど」

　その辺のシステムは分からないけど、まあ本人が言ってるんだから、大丈夫なんだろう。

「奏さん、わたしたち、ずっと一いつ緒しよですよっ」

「お、おいっ」

　そうして、いきなり抱だきついてくる。

「ま、周りの人が見てるから」

　手を繫つないだりしているカップルはたくさんいるが、こんな所で抱き合ってるのは勿もち論ろんいない。目立つな、という方が無理な相談だった。

「は、離はなれろっ！」

「奏さーんっ」

　……聞いちゃいなかった。

　俺の胸に頰ほおをすりすりさせるショコラを引きはがそうとしたその時──

「っ⁉」

　通行人の視線の中に、殺気じみたものを感じて振ふり返る。

「そろそろ時間だからと思って見に来てみれば……一体何をしているのかしら」

　とんでもない表情をしたふらのだった。

「な、なにって別に──」

「あーっ！　奏っちとショコラっちがえっちい事してるっ！」

　反対側から謳歌が声をあげた。

　な、なんでこのタイミングで……

　俺が、両側から寄ってくる二人の迫はく力りよくにたじろいだその時──




【選べ　①地球が消滅する　②宇宙が消滅する】




　……おい、いくらなんでもぶっとび過ぎだろ。

　これ、仮に選んだとして……いくら人知を超ちよう越えつした力とはいえ、ほんとにこんな事が起こるのか？

　でも今はその真しん偽ぎは重要じゃない。こんなの迷う余地が全くないじゃないか。まるで拒きよ否ひ権けんを使わせる為ためだけに出てきてるとしか思えな──




【選べ　①この世から戦争が無くなる　②この世から病気が無くなる】




　なん……だと。

　何考えてんだ……マジで何考えてんだ選択肢の奴やつ。

　こんなの……選べる訳ないだろ。

　く……これで残りの拒否権は後一回。もう絶対に行使できな──






【選べ　①ショコラを好きになる

　　　　②謳歌を好きになる

　　　　③ふらのを好きになる】








　…………噓うそだろ。







「あらあら、あの方も随ずい分ぶんとひどい事しますね～」

　奏達四人を、少し離れた場所から観察している影かげがあった。

　黒こく白びやく院いん清せい羅らだ。類たぐい希まれなる容姿を持つ彼女が浴衣を纏まとったその艶あで姿すがたは、嫌でも人目を引き、周囲の男からの注目を一身に浴びていたが、彼女は全く意に介かいさない。

「ミッションの過程で出た選択肢の中で、甘草さんが最も選びたくないと思ったものを、拒否権が一の状態で、もう一度持ってくる……とっても鬼き畜ちくです～。甘草さんかわいそうです～」

　清羅は、その言葉とは裏腹に、心の底からの笑みを浮かべた。

「さあ、甘草さんはどう出るでしょうか～」







　ど、どうして一度拒否したはずの選択肢がもう一度出るんだ？

　しかも、拒否権残り一回ってこの状じよう況きようで……俺は、愕がく然ぜんとしながらその内容を何度も確かく認にんしていた。

　だが、何度繰くり返そうと、その選択肢が消える事はない。
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【選べ　①ショコラを好きになる

　　　　②謳歌を好きになる

　　　　③ふらのを好きになる】








　……客観的に考えれば、これはチャンスだ。

　ショコラと会長の言を信じるのなら、俺が誰だれかを好きになれば、絶対選択肢を消し去る事ができる。つまり、選んだ瞬しゆん間かん、俺は人生において、一番の悩なやみから解放される訳だ。

　対してこれを拒否した場合、チャンスを逃のがすのみならず、ミッション失敗となり、一生絶対選択肢と付き合っていく事になる。

　でも……でもこれは……俺が、最も選びたくなかった選択肢だ。

　家が火事になるとか、地球が消滅するとか、世界から病気がなくなるとか、もっと酷ひどくて選べない選択肢はいくつもあった。

　しかし、その中のどれよりも、この選択肢が、選びたくないという嫌けん悪お感かんが強かった。

　他人の行動を操あやつる選択肢であれば、その行動の後、一いつ切さいの記き憶おくがなくなるんで、余よ程ほどの事がない限り問題ない。

　だが、これは俺自身の事だ。選んでしまえば、記憶はそのまま……つまり、この三人の内の誰かに、偽いつわりの感情を抱いたまま生きていく事になる。

　……ふざけんな。

　俺は、ある結論を胸に、顔を上げる。

「……なあショコラ、お前、俺の事好きか？」

「はい、だいすきですっ」

　いきなりの俺の質問にも、迷い無く即そく答とうするショコラ。

「そうか……」

　俺は、残りの二人の方に向き直る。

「謳歌にふらの」

「どしたの？」

「何かしら？」

　その目を交こう互ごに見み据すえて、言う。

「二人とも、俺の事、好きか？」

「「え？」」

「あ、人間としてとかじゃなくて、恋れん愛あい的な意味で、だ」

「い、いきなり何を言い出すのかしら」

「そ、そうだよ奏っち」

　困こん惑わくした表情を見せる二人。そりゃそうだろう。

「そうだよな、お前らが俺にそういう感情が無い事は、分かってる」

「「…………」」

　なぜか二人の表情が固まった。その意味は分からなかったけど、俺は言葉を続ける。

「……俺も、お前達三人の事が好きじゃない」

「「「…………」」」

　今度はショコラを含ふくめ、三人が三人共、表情を硬かたくした。

「あ、誤解しないでくれよ、あくまで恋愛的な意味で好きじゃないって話だから。友達としては好きだぞ、うん」

　あれ？　訂てい正せいしたのに表情が硬いままだ。むしろちょっと硬さが増したような……まあいい、話を続けよう。

「実は俺……恋愛が出来ないみたいなんだ……理由は分からない……いや、どうやら忘れてるだけみたいなんだけど……とにかく何がしかの要因があって、女の子に……好きっていう感情を抱けないみたいなんだ」

　正直、こんな事を口に出して言う必要は、一切ない。俺が、心の中で処理すればいいだけの話だ。

[image: ]

　だけど、この三人には聞いてほしかった。

　俺の事を好いてくれているショコラは勿論、ミッションが下されるようになってからのここ何ヶ月かの間、短くない時間を一緒に過ごしてきた謳歌とふらのには。

　俺はこいつら三人が好きだ……人として。

　ふらのの下ネタにツッコむのが好きだし、謳歌のよく変わる表情を見てるのが好きだし、ショコラの犬みたいなかわいらしさが好きだ。

　だから……こいつらが好きだからこそ……一生呪のろいと付き合う羽目になったとしても、ここで誰かを強制的に好きになるなんていう不誠実な選せん択たく肢しを選ぶ訳にはいかない。

　だから……だから、最後の拒否権を使っ──

「甘草君、ちょっといいかしら」

　ふらのが、俺の決断を遮さえぎるように声をかけてくる。

「正直、さっきから何を言っているのか意味不明だし、自分の世界に入ってしまって気持ち悪い事この上ないんだけど」

「……わ、悪い」

「何か悩んでいるのなら、早く言ってくれないかしら」

「へ？」

「自分で気がついてないようだから言うけど……あなた、震ふるえてるわよ」

「え？……あ」

　言われて初めて小刻みに揺ゆれている自分の体に気付く。完全に無意識だった。

　さっきはかっこつけて自分を奮い立たせてみたものの、一生絶対選択肢が消えないという恐きよう怖ふからは逃れられなかったみたいだ。

「奏っちって、なーんか一人で抱かかえ込んでる気がするんだよね。あたし的には、いつものあの変な行動が怪あやしいと思うんだよなー」

　そこで謳歌も会話に入ってくる。

「いや……それは……」

「何か、言えない事情があるっぽいのは分かるけどねー。少しくらい相談したり、弱音吐はいたりしてくれてもいいんじゃないかな。あたしだって、奏っちが友達としてあたしを好きでいてくれてるのと同じくらいには、奏っちの事好きなんだからさっ」

「謳歌……」

「奏さん。ふらのさんも謳歌さんも、ちゃんと奏さんのこと、わかってくれてますよ」

「ショコラ……」

　ショコラが、俺の手をそっと包み込むように握にぎってくれる。手の震えはいつの間にかおさまっていた。

「で、結局さっきは何を言おうとしたのかしら？」

　いや、あれは単なる自己満足で、自分でも何を言いたいのか全然まとまってなかったんだけど……

　じゃあ、お言葉に甘えて、一つだけ泣き言を言わせてもらうか。

「あのさ、俺、これからも変な行動とり続けると思うんだけど……今までと同じように接してくれるか？」

　なんせ、これから一生絶対選択肢と付き合ってく羽目になる訳だし……

「その……俺、お前らと一いつ緒しよにいるの……すごい好きだし」

「「「っ──」」」

　三人が三人共、一いつ斉せいに息を吞のんだ。

　そして、ちょっとの間何やらむずがゆいような表情を浮うかべていたが、それを止やめ、また一斉に俺に向き直った。

「……何を今いま更さらという感じね。逆にあなたこそ、私の進化し続ける下ネタについて来られるように精しよう進じんしなさい」

「そんなの当たり前だよっ。あたしも奏っちと、もっともっと色んな事したいしっ」

「そうです、わたし……いえ、わたしたちは、なにがあっても奏さんの味方ですっ」

「お前ら……」

　三人は、俺に対して同時に笑いかけた。

「ふふ」「あははっ」「えへへ」

　──どくん。

　その笑え顔がおが目に入った時、俺の心臓が音を立てた。

「……え？」

　そして次の瞬間、信じられない事が起こる。

　脳内に居座っていた選択肢が、突とつ然ぜん、すっと消えるように、色を失い始めた。

「なんだ……これ？」

　勿もち論ろん、初めて遭そう遇ぐうする事態だった。

「ど、どうなってるんだ？」

　そう呟つぶやいている内にも、どんどんと薄うすくなっていく選択肢。

「こんな……こんな事が……」

　あまりに想定外な事態に、呆ぼう然ぜんとする俺。

「どうしたの甘草君、そんな間ま抜ぬけ面づらをして」

「あはは、奏っち、変な顔ー」

「奏さん、おもしろいですっ」

　再び三人の姿を目に入れた瞬間──

「あ……」

　選択肢は、完全に消え去った。

　……な、何が起こったんだ？

　選択肢が消しよう滅めつする条件は、『俺が誰かを好きになる事』だったはず……そう考えると、さっきの心臓の高鳴りは……

　も、もしかして俺は、自分でも気付かない内に、この三人の中の誰だれかを好きになっていて、それで選せん択たく肢しが消え──






【選べ　①三人に『ホモ専用』と書かれたケツを見せる

　　　　②三人に『早く舐なめろ』と書かれたケツを見せる

　　　　③三人に『発射五秒前』と書かれたケツを見せる】








　……そんな訳ないですよね。

「…………」

　僅わずかな期待を胸にいくら待ってみても、選択肢は消えるどころか、微び動どうだにしない。

　そして、先さき程ほどからの持ち越こしとなった拒きよ否ひ権けんは残り一回。

「……………………」

　俺は、いっその事死にたいという衝しよう動どうを必死に抑おさえながら、自分の浴衣ゆかたをめくりあげた。

「おりゃああああああっ！」







　幕間　ある可能性の話３　α
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「や……やった」

「どうしたの、あなた？」

「やった……やったんだ！」

「それじゃ分からないわよ。どうしたの？」

「消えた……消えたんだよ、長年俺を悩なやませてきたあれが！」

「え？　ほ、ほんとに？　ちょっと背中見せて……き、消えてる！」

「どういう訳か、気がついたら綺き麗れいさっぱり無くなってたんだ！」

「よ、よかったわね、あなた！」

「ああ……長年、お前にも苦労かけたな」

「あ、喜んでる所悪いんだけど、この機会に一つだけ言っていいかしら」

「なんだ？」

「おできに『地球テラ』とか名前つけるの、気持ち悪いから二度としないでくれる？」







　幕間　ある可能性の話３　β
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「お……おお」

「どうしたの、あなた？」

「お……おお……うおお」

「泣いてちゃ分からないわよ。どうしたの？」

「消えた……消えたんだよ、長年愛用してきたあれが！」

「え？　ほ、ほんとに？　ちょっと中見せて……き、消えてる！」

「どういう訳か、気がついたら綺麗さっぱり無くなってたんだ！」

「さ、災難だったわね、あなた」

「ああ……長年、お前にも綻ほころびを直してもらってたのに」

「あ、悲しんでる所悪いんだけど、この機会に一つだけ言っていいかしら」

「……なんだ？」

「ふんどしに『宇宙コスモ』とか名前つけるの、気持ち悪いから二度としないでくれる？」







　エピローグ
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「あらあら、甘あま草くささん、自力でこの段階までいっちゃうとは思いませんでした～」

　黒こく白びやく院いん清せい羅らは、女子三人の前で臀でん部ぶを晒さらして泣きそうになっている奏かなでを眺ながめながら、微笑ほほえみを浮かべる。

「まあでも、根本的になんとかしないと、ここが限界でしょうね～」

　そう、自分を好きになってくれた女子に囲まれ、少しばかり心が揺ゆれたくらいでは奏の抱える問題は解決しない。

　先程のように、その場限りで選せん択たく肢しを消し去るのが精々だ。

　彼の心の奥底にこびり付いているものを取り除かない限り、呪のろいを完全に解除する事はできない。

「そろそろ劇薬の出番でしょうかね～」

　清羅は口の端はしを吊つり上げ、ゆっくりと言葉を発した。

「甘草さんが恋れん愛あいできない原因となった、あの女性ひとの」





【①つづく　②To Be Continued...】









　あとがき







　のうコメ、今秋からＴＶアニメ化決定しました！

　そして、七月十日発売のコンプティークにて、長谷はせ見み亮りようさん作画で、のうコメコミカライズが連れん載さい開始です！

　更さらに、ファミ通コミッククリアにて配信中の、一いつ葵きさやかさんによる、のうコメコミカライズの一巻が、七月十三日に発売されます！

　最後に、僕のデビュー作、『ヒマツリ』は未だに重版がかかっていません！　それはつまり……伸のびしろがとんでもなく残っているという事です‼　ダブルアニメ化キボンヌ。

　こんなおめでたい事がたくさんなのに、あとがきが一ページしかありません……削けずったのに……女性編集二人にドン引きされて、下ネタ超ちよう削ったのに。

　謝辞は簡略版にて失礼します。のうコメ五巻に携たずさわっていただいた全すべての方々に感謝を。

　そして読者の皆みな様さまに一番の感謝を。今後ものうコメにお付き合いいただければ幸いです。

　それでは、秋に発売予定の六巻でまたお会いしましょう。


二〇一三年五月　春日かすか部べタケル　　
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俺おれの脳のう内ない選せん択たく肢しが、学がく園えんラブコメを全ぜん力りよくで邪じや魔ましている５








春日かすか部べタケル





角川スニーカー文庫





平成25年7月１日　発行





発行者　宍戸健司

発行所　株式会社角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp/





(C) 2013 Takeru Kasukabe, Yukiwo





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している５』平成25年7月1日初版発行









[image: ]




cover.jpeg
e, ﬁmﬁn, \
20 sEnn e J/v
)\ HRVEEONSe






images/00020.jpeg





images/00022.jpeg





images/00021.jpeg





images/00024.jpeg





images/00023.jpeg





images/00026.gif
AT

BOOKYWALKER





images/00025.jpeg
CEYeOXe00000006000

B/NESTY)

Lr*HLATHIENEDS !
E5P>THNEL. /ED!

(B, Bro2&fo
PERDENSEDI TR B
e BD. KKBDYEEAD
EoXERSRNE, BHOA
DHE. E59E] £ESTY)

T Uty Y asiiAin

n] RE, RICRTFES
65 s BOBEIVEATERS. B
TTLhadh&ER?

(#4 MI—DE>THL
Bh L EoELENTHIFR






images/00017.jpeg





images/00016.jpeg





images/00019.jpeg





images/00018.jpeg





images/00011.jpeg





images/00010.jpeg





images/00013.jpeg





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg





images/00014.jpeg





images/00002.jpeg
Alirganinaaaniiing
:






images/00001.jpeg
Ee o mxEw
ﬂ.ﬁ..ﬂ?ﬂ/ W
HRVREONS0 £






images/00004.jpeg





images/00003.jpeg





images/00006.jpeg





images/00005.jpeg
. 5%
2IFLEIOF—-XETF1 -T2 Q
Eic]
Q »3FHNE1 a+p
woE
BRUEENIAVERQ
]
© »3FEHOE2 a+B
B=E
THEEBHERQ
E]
O»2304%E0:5E
BHE
Fa—gEsLLEHRERETY @

© 55 HIEDES a+8
Teo-7 Q
@ sinz

O#-AX(FAN/1%7
08 -AXFYA > S





images/00008.jpeg





images/00007.jpeg





images/00009.jpeg





